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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　お店と閑かん古こ鳥どり







　日焼けの跡あとの無い真新しい木造の平屋建てに、石いし畳だたみの敷しき詰つめられた床のシンプルな内装。ファンタジーでもごく有あり触ふれた民家風の建物の内側で、開け放たれた入り口から入り込む光を眺ながめる。艶つややかに加工された木製のカウンターに頬ほお杖づえを突き、気けだるげに入り口を見つめるが、その先を時折人が通り過ぎるだけで人が入って来る気配はない。

「……人、来ないな」

　はぁ、と溜ため息いきを吐はき出し【アトリエール】で客を迎むかえようとしているがなかなか人が来ない。少し不ふ貞て腐くされて、カウンターに頬を押し当てるとひんやりとして気持ちいい。

　しばらく、やる気のない状態で待っていると入り口の光が陰かげり、反射的に起き上がる。

「いらっしゃい。──って、キョウコさんか」

　店の入り口に立っていたのは、店員ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのキョウコさんだ。

「はい、今帰りました。それで何をしてたんですか？」

「客を待ってるんだけど、なかなか人が来なくて」

「人が来なくても一応はやっていけますよね。このお店」

「まぁ、そうだな」

　確かに出来立ての店で知名度は低いし、お客は来ないけど、委い託たく先からこの店の存在を知った人が来てくれるようになるはずだ。気長に待とう。

　そう返事をしながら愛あい嬌きようのある笑みのキョウコさんが出先での事務報告をしてくる。

「それはそうと──マギさんやクロードさんと良い値段で委託させてもらえましたよ。エンチャントストーン」

「それは良かった。これで目標金額に達したかな？」

「ええ、十分ですよ」

　手元にある金額は、必要な経費を差し引いても、店拡張と上位の調薬設備が買える。ただ、また使えるお金はスッカラカンになるが。

　俺が今居る場所はＯＳＯ内に構えたポーションや消しよう耗もうアイテムをメインに扱あつかう店【アトリエール】だ。

　俺のゲームでのキャラ・ユンの所持するお店であり、俺は店主だ。

　俺の【アトリエール】は設立経けい緯いからして特とく殊しゆだ。露ろ店てんなどで地道に稼かせぐ通常の行程を抜ぬかして、他者への委託販はん売ばいをメインに稼いでいる。そして、その委託販売先との関係を継けい続ぞくしているために、別段人が来なくても店の存続には問題ないのだが……

「人が来ないと寂さびしいな」

「なら、外に行って稼ぐなり、ポーションの補ほ充じゆうをしてください。ユンさんの不在時のために私がいるんですから」

　愛嬌ある顔で正論を言うＮＰＣのキョウコさんに、それもそうだな。と納得させられて自身の装備を取り出し確認する。

「設備拡張の目標額に届いたことだし、今からその注文ついでに行ってくるよ」

　ついでに軽く狩かりの練習もしたいし、と心の中で呟つぶやき、キョウコさんと入いれ替かわる様にして店を出る。

　俺がまず目指すのは、畑の売買を管理しているＮＰＣのおっちゃんだ。

「おっちゃん、今暇ひま？」

「何だ？　嬢じようちゃんか。どうした？」

「嬢ちゃん言うな。俺は男だ」

　小麦色に焼けた肌はだとつなぎが良く似合う男が俺のことを女扱いするのには、とある理由がある。それは、ＯＳＯ開始時のキャラエディットで機械が誤認した結果、俺が女性キャラになってしまったからだ。そのことが原因で、ＮＰＣにすら嬢ちゃん扱いされる。

「店てん舗ぽの拡張を頼たのみたい。店舗裏に工こう房ぼうを。あとは、上位の調合設備も入れてほしい」

「やっとカウンター店舗から一歩前進だな」

　俺から金を受け取りそう呟く。余計なお世話だ、と言いたい。確かに、今の店は箱物の木造建築とカウンター。裏手に薬草栽さい培ばい用の畑があるだけだ。それでも拠きよ点てんとしての役割を十分に果たしている。

「まぁ、いいさ。店の改修は何い時つできる？」

「数日したら出来上がるさ。それじゃ、こっちは仕事に戻もどるぞ」

　何時も定位置で腕うでを組んでいるＮＰＣに、何の仕事があるのか。ツッコミを入れたい衝しよう動どうに駆かられるがそれを抑おさえ込み、街中を歩く。

　しばらく街中を歩いていると後から店の改修の実感が湧わいてきて、次第に嬉うれしさから小さな笑みが零こぼれてしまう。足取りも軽く、狩かり場ばへと向かう。

　普段狩場にしている場所は、町から少し離はなれた林。ここでは、薬草や鉱石など【アトリエール】で生産に使う素材も採取できる。気分も良いし、楽しい散歩みたいなものだ。

　だが、今日は少し進むと一組のパーティーと出会い、こちらを盗み見ながらのひそひそ話が耳に入る。

（おい、背中のアレって弓矢だろ）（命中率もコストも悪いやつだよな）（まぁ、俺らに関係ないだろ）

　耳に入って来た言葉に反射的に振ふり返り、彼らを睨にらみつけ、俺は矢を構える。

　三人組の上空、そこに狙ねらいを定さだめて弓を連続して射る。直後に三人組の周りに矢の突つき刺ささったＭＯＢが降って来て、地面にバウンドして消しよう滅めつする。彼らの驚おどろきように、少し溜りゆう飲いんが下がると共に、もっと俺はやれる。という思いでエリアの奥へと進んでいく。

　弓矢──正確には【弓】のセンスは、消しよう耗もう品ひんの矢を必要とする扱い辛づらい武器センスだ。俺のメイン武器で、少なからず思い入れはある。そのために、あのからかいに気分を害したが、それと同じくらいこの武器でも十分に戦える。という思いでより強いＭＯＢを求めて進む。

「絶対に見返してやる！」

　そして、強い敵の出るエリアでの最初の戦せん闘とうで、俺は町へと死に戻りするはめになる。

「そうだよ。三人組もパーティー組んで安全に進んでるのに、何をソロで突とつ撃げきしてるんだよ、俺の馬ば鹿か。……少し頭を冷やそう」

　やる気になったと同時に、失敗する。後ろ頭あたまを掻かきつつ、小さく溜息を吐き出すと共に俺は、メニューからログアウトを選せん択たく。ＯＳＯの世界からユンというキャラが退出した。




　　　　●




　俺は、朝早くにキッチンに立ち、弁当の用意をしている。

　服装は、学校の夏服の上にエプロンだ。妹の美み羽うも同じく夏服の制服に身を包み、俺より先に朝食を食べている。まだ慌あわてるような時間でもないのに、トーストに目玉焼きとハムを載せて、食べている。

「美羽。そんなに慌てなくても時間には間に合うぞ」

「うぐっ……。まぁ、そうなんだけど、時間が惜おしいんだよね。空あいた時間で情報収集！」

　と言いながら、口の中のものを紅茶で一気に胃に流し込んだ美羽は、ごちそうさま。と言って、俺の横の流し台に食器を入れていく。

　朝食を終えた美羽は、自室からノートパソコンを持ち出し、何か真しん剣けんな表情で見ている。

「それで、何か情報でも見つかったのか？」

「お兄ちゃん……今、サーバーのメンテナンス中だって」

「ふーん」

「ああ、興味ないって返事だ。あとは、バージョンアップで幾いくつか仕様変へん更こうするようだよ」

「仕様変更？　バグでも見つかったのか？」

「違ちがう違う、バランス調整ってやつかな？」

　リビングに持ってきたノートパソコンの画面を食い入るように見ている美羽に手招きされて、出来た料理を弁当箱に詰めてから隣となりに並ぶ。

「今まで不ふ遇ぐうだった【料理】センスを生かすために満腹度システムを導入したんだって」

「へぇ～、つまり……」

「ゲーム内でも食事が必要になるってこと。空腹になるとステータス減少、最悪は餓が死しして死に戻りだって。いやー、ローグ系のゲームを思い出すよ」

　中三の妹が腕を組み、うんうんと頷うなずきながら、懐なつかしい、とかそう呟いている。お前、俺より若いのに何を懐かしむことがあるんだよ。

　美羽の言うローグ系とは、ローグライクＲＰＧのことだ。

　プレイヤーとモンスターがマス目のフィールドを交こう互ごに行動していくゲームで、素早さなどで行動順序が決まるとてもシンプルなゲームだ。ただし、フィールドにちりばめられたアイテムや罠わなを駆く使しし、敵の動きを読みながら行動しないと、囲まれて死ぬ。プレイヤー一人に対して、フィールドのモンスターが八匹ひき以上の場合、上う手まく立ち回らないと囲まれる。縦列に並べて直線貫かん通つう攻こう撃げきで一いつ掃そうするとか目の前両横三マスにする攻撃などの対処法が不可欠だ。

　立ち回りが悪いと敵が同士討ちした結果勝ったモンスターのランクが一段階上がって強化されたり、プレイヤーが隠かくれた罠で動けなくなっているところに容よう赦しやなく攻撃を受ける。

　そして、満腹度により同じフィールドでの継続的なレベリングが困難なゲームでもある。

　このローグライクは、姉の静しずか姉ねぇが得意であり、姉が言うには『プレイヤースキルは、先読みだけできればなんとかなる。むしろ先読みできなければ、死んで覚えるしかない』と言わしめる種類のゲームだ。

　ただ、俺が懸け念ねんすることは……

「ゲームで満腹になったらリアルじゃ食べられないとか。夕飯作ったのに、もうゲームで食べたとか言ったら悲しいぞ」

「それはないと思うよ。βベータ版で試しに料理アイテム【おにぎり】を食べてみたけど、味はしてもお腹なか膨ふくれない。だから、ゲーム的なステータスだよ」

　そんなものか。と納得して再び画面に目を戻す。

　画面には、様々な種類の食材アイテムのサンプルが並んでいる。

　俺のゲーム内の店舗【アトリエール】は、主に消耗品を扱うお店だ。商品に料理アイテムを追加してみるのも面白そうだ。手軽にサンドイッチとかなら、具を挟はさむだけで出来る。

「……【料理】センスも取ってみるかな」

　ぽつりと呟いた一言に──

「お兄ちゃん、色々取り過ぎじゃない？　【弓】に【付加】、【調合】。更さらに【料理】って……」

「ほっとけ、チートな妹め」

　自分でも手を広げ過ぎだな、と思うが後こう悔かいはしていない。むしろ俺は俺のペースでゲームをやらせてもらうつもりだ。使わないセンスは、控ひかえに入れておけばいいことだし。

「ユンお姉ちゃんなら、支し援えん魔ま法ほう関係のセンスを取得してパーティー支援重視の魔法使いって役割が似合うと思うんだけどな」

「だから、ユンお姉ちゃんとか言うなよ」

　美羽の言葉に嫌いやそうに顔を顰しかめるが、美羽の言いたいことは分かる。【回復】と【付加】でパーティーの安定性を高めて、余よ裕ゆうがあれば、自分も攻撃魔法で打って出る。というスタイルを思い描えがいているのだろう。……って、今の俺のスタイルとあまり変わらないな。

　回復が、魔法かポーションかの違いなだけだし、攻撃も、魔法か弓かの違いなだけだ。

「あんまり役割に違いがないぞ。それに俺のキャラは、サポートに徹てつしたキャラなんだ。料理だって誰だれかが必要とするなら、支援するのが俺のあり方だし」

　無論、このタイミングで、【料理】センスの強化がされなくてもいつかは取ろうとは考えていた。ドラゴン肉のステーキとか、夢だし。

「むぅ……それはそうだね。じゃあ、ゲームでも美お味いしい料理食べさせてね」

「はいはい。弁当の熱が抜ぬけたから蓋ふたして鞄かばんにしまえよ」

「今日は何？」

「チキンライスだ」

「よし！　お兄ちゃん、大好き！」

　チキンライスって子どもっぽい料理をこうも喜ぶと逆に作った俺の方が恥はずかしくなる。まぁ、作るのは楽だからいいけど。

「ほら、忘れない内に弁当を鞄にしまえ」

「お兄ちゃん、ちょっと来て」

　俺が自分の弁当をしまってから朝食を食べようとしていた時、美羽が俺の隣に並ぶようにして、再びノートパソコンの画面を見る。

　内容は、ＯＳＯの各種スケジュールや業務連れん絡らくが含ふくまれている。その中の最新の情報が動画形式でたった今更こう新しんされた。

「再生するね」

『はじめまして、みなさま。【Only Sense Online】開発部部長の吉よし野の和かず人ひとです』

　俺たちは、ノートパソコンの画面に現れた男を注視する。甘いマスクの二十代後半の男性。どこぞのアイドルじゃないか？

『今回の告知は、アップデート内容と公式イベントについて』

　横目で美羽の様子を窺うかがうと真剣な表情で動画を食い入るように見つめていた。俺も黙だまって動画へと視線を戻す。

『アップデートでは、よりリアルな感覚を取り入れるため、満腹度システムを導入しました。そして公式イベントでは、私たち運営から夏休みのサプライズを用意させていただきました。

　十日後の午後一時。第一の町で公式イベントを開かい催さいいたします。参加制限は、一人から六人のパーティー。一人の持ちこめるアイテム数は、百アイテムです。このイベントで上手く立ち回れば、プレイ時間の少ないプレイヤーでも短期間で強くなれることでしょう。

　また、幾つかの贈おくり物的な要素を含んだイベントになっておりますので、奮ふるってご参加をください』

　動画は、三分弱の静かなものだったが、その内容に美羽はしばしば考え込んでいた。

「公式イベントだって……。短期間の強化が可能……条件は、メンバー一人当たりのアイテムの所有数制限のみ」

「美羽？　時間だ。学校に行くぞ」

「うん」

　俺たちは、家を出てからも、先ほどの告知の内容を議論していた。

「お兄ちゃんは、さっきの告知をどう思う？」

「初めてのイベントだろ？　詳くわしい内容も明かされてないんだから考えようがないじゃん」

「そうなんだけど、短期間の強化ってことは、公式のユニークアイテムやレベルアップアイテムとかが手に入るかもしれないよね。レアの匂においがぷんぷんするよ」

「俺には分からん世界だな。けど、俺も参加してみるかな？　静姉ぇはどうすると思う？」

「お姉ちゃんは、廃はい人じん様だから絶対に参加すると思うよ。それに、夏のこの時間帯なら参加する人多いだろうな～」

　俺の隣を歩く美羽は、腕うでを思いっきり上に伸のばし、太陽に目を細めながら言い、俺も同じように太陽の眩まぶしさに目を細める。

「もし、静姉ぇが空いてれば、一いつ緒しよに組んで参加するかな」

「あー、無理無理。静お姉ちゃんは、ギルドのサブマスやってるよ。今は三十人くらい抱かかえていて、身内だからって贔ひい屓きできないよ。それに私たちより先に進んでるもん」

「マジで!?」

「本当。私たちは、今南方面の入り口でレベル上げしているけど、お姉ちゃんは、もっと奥の方でレベル上げ中らしい。あとは、ギルドのための資金稼かせぎとかもしているって」

　ほぉ～、もうギルドなんて立っていたのか。ギルド設立クエストをこなしたあと、最終問題は資金がネックとなるらしいが、それすらクリアしているとは。俺は、ギルドに入るつもりないし、関係ないが……

「となると、当てになる人いないな。一人参加になるのか。まぁ、準備はしておこうか」

「そうだね。私もレベル上げとかの準備をしなくちゃ。それにしても、あー、なんかゲームやりたくなってきたよね。学校めんどくさい」

「どうせ半日だ。弁当も用意したんだから」

「お兄ちゃん、良いお嫁よめさんになるね」

「この妹は、兄になんてことを言うか」

　美羽に対して、はぁ、と溜ため息いきをつく。

　俺たちは、時間に余裕を持って登校する。学校までの道のりは、徒歩。この蒸し暑い中、焼けたアスファルトの上を汗あせを流しながらの登校は、肉体的にキツイ。

　やっとのことで辿たどり着ついた校門。俺は高等部。美羽は中等部だからそこで一いつ旦たん別れる。

　廊ろう下かを歩けば、教室から人の声が零こぼれてくる。俺は自分の教室に入る。

「おっす、峻しゆん。久しぶり」

「久しぶり、じゃねぇよ。ゲームじゃたまに顔合わせてるだろ」

　俺は文句を言いながら、力の籠こもっていないパンチを繰くり出し、それを巧たくみが受け止める。

「なんか、眠ねむそうだな。ちゃんと寝ねてるか？」

「いや、深夜二時までレベリング。鉱山の敵が強くて俺を惹ひきつけるんだ。レベルが上がって美お味いしいです」

「廃人め。で、どんな感じだ？　なんか良いアイテムあったか？」

「そっちは駄だ目めだな。鉱石系が殆ほとんどだけど、俺たちは使わない。生産職に持ち込んでる。あと、ボス強すぎ。限界までレベル上げして北の方向に攻こう略りやく進めてみる」

「そうか。俺は、採取とか、生産とかちまちまやってるから。なんかあれば店に来いよ」

「そうさせてもらう」

　うーん。鉱山か。一回行ってみたいんだけどね。まぁ【細工】センスが25になったら行ってみるとするか。

　俺たちは、今朝のメンテナンスとアップデート情報、公式イベントについて語り合った。

　巧も同じ動画を見た感想としては、今まで使われていないセンスを活用できるようなアップデートだろう。という意見だった。

　その他、巧や久々に会うクラスメイトと話しながら朝のホームルームまでの時間を消費していく。

　夏休み中の登校日は、教師から休み中の注意を受けて、校内の清せい掃そう。そして帰宅。という流れだ。

　巧は、帰ったらすぐにＯＳＯにログインし、今回のアップデートの内容を確認すると言って、走って帰って行った。

　俺は、帰り道に夕飯の買い出しをして帰宅。俺もすぐＯＳＯにログインする。







　一章　料理と満腹度







　満腹度システムとは、時間経過や活動によって徐じよ々じよに満腹度が減少していく数値のこと。定期的に料理アイテムなどで満腹度を回復させることが必要になる。

　満腹度が四分の一を切るとステータスにマイナスの影えい響きようを与あたえ、満腹度が０になると徐々にＨＰが減少していく。

　満腹度は、状態異常バツドステータスとは別で自然回復がないために早急な人為的回復が必要。ポーションや丸薬などの消費アイテムを口に含んでも満腹度をごく少量回復するが、おにぎりやサンドイッチなどの料理アイテムの方が満腹度の回復量が大きい。

　要約するとこんな感じだ。

　また料理を作る【料理】センスは、モンスターなどの素材で料理を作れば、一時的なステータスの上じよう昇しよう効果を付ふ与よできたりもする。また、逆もあり得るのだが……

「あら、ユンさん。こんにちは」

「あっ、キョウコさん。こんにちは。今日は、お客さんは？」

　俺は、【アトリエール】のカウンターの前を動かずに、満腹度についてメニュー画面を見ていたために近づいてきた人から声を掛かけられるまで気付かなかった。

「来ませんでしたよ。もう少しお客さんが来ても良いはずなんですけど」

　そう言って肩かたを竦すくめるキョウコさん。そう言えば、今日の午前はメンテナンスでログインできなかったのだからプレイヤーが店に購こう入にゆうしにくることはなかった。と、自分の間ま抜ぬけな質問に苦笑を浮うかべる。時々、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターは実際の人間じゃないか、と思ってしまうほどにリアルな個性を持っている。

「どうしました。ユンさん」

　俺がじっとキョウコさんを見つめていたために、不思議そうに見返して来る。

「何でもないよ。明日あしたにでもブルポの材料と一緒に薬草を多めに買ってきてくれないか。初心者ポーション補ほ充じゆうするんで」

「分かりました。じゃあ、これが今日の収しゆう穫かくです」

　俺は、渡わたされたアイテムを見る。店の隣となりに作られた畑で栽さい培ばいされた薬草系のアイテムだ。

　畑で栽培した薬草系アイテムは、より上位の薬草になり、その素材でポーションを作成したら効果は非常に高くなるけど、オーバーヒールまでは求められない。

　まぁ、その辺は、別のセンスで補ったりしている。

「今日は、何しようかな。施し設せつの更さらなるグレードアップのための金策も必要だし……」

　それに、新規アップデートの満腹度のために【料理】センスも取得したい。と、その前に配達のためのアイテムを整理しないと。と下を向いてメニューで確認している俺の頭上から声が落ちてくる。

「こんにちは」

「……うん？」

　声を掛けられたので、作業の手を止めて、声の方向を見る。

「やっほー。さっきぶりだね。お姉ちゃん」

「こんにちは、ユンさん」

「ミュウ、ルカートか。どうした？」

　妹のミュウとそのパーティーメンバーのルカートだった。

　ミュウがお姉ちゃんと言っている理由は、俺の現在の容姿に理由がある。

　元々、リアルでも女っぽいが、ＯＳＯのキャラエディットで更に女性的な方向で補正が掛かった。髪かみは腰こしまで伸び、声が高くなり、体も丸みを帯びている。その事実に改めて溜ため息いきが漏もれる。

「どうしたの？　なんか、私の顔についてる？」
















「いい加減、その……お姉ちゃんって呼び方を止やめろよ」

「それにしても、全くお客さん居ないみたいだね。ちゃんと資金回収できてる？」

「人の話を聞けよ、全く……」

　閑かん古こ鳥どりが鳴く店内を見回すミュウとその横で苦笑いを浮かべるルカート。俺は、小さく溜息を吐つく。

「アイテムの種類や値段も悪くはないんだけど、店作っただけじゃ人は来ないよな」

「アイテムの購入数に制限掛かけてるのも要因の一つでしょ。あっ、これお願いね」

「ＳＴステータス回復薬とハイポね。分かった。はぁ、地道に店を続けるしかないよな」

　脇わきで作業をしているＮＰＣのキョウコさんに代わり会計する。ゲーム開始当初に、ポーションの価格高こう騰とうや転売というものに出会ったために【アトリエール】では、そういったことがないように、手ごろな値段でみんなに行きわたるように、販売個数は制限を掛けた。それが客足を阻そ害がいしているとしても取り去る気はない。と、考え事をしている内に会計が終わった。

「じゃあ、冒ぼう険けんの準備もできたところで、私たちは夢とロマン溢あふれる冒険に行くから、土産みやげ話ばなしを期待してね！　私は夕ご飯を期待しているから！」

「いつも通りじゃねぇか。全く……ルカート、ミュウを頼たのめるか？」

「はい。何い時つものことですし……」

　微笑ほほえんでいるルカートに安心して任せる。俺は、テンションの高いミュウとルカートを見送り、改めてどうするか考える。

「さて、何から始めるか」

　腕うでを組んで悩なやんでいる俺にＮＰＣのキョウコさんから助けが入る。

「マギさんの所に配達するついでに顔を出したらどうですか？」

「そうだな。最初はそうするか、じゃあ、行ってきます」

　アイテムを持って俺は店を出る。アップデート明けの通りには人が多かったために走り抜ぬけるのは諦あきらめて、町並みを観察しながら歩く。

　みんなパーティーを組んだり、装備を整えたり、露ろ天てんのプレイヤーも声を高らかに客寄せしている。そういった雰ふん囲い気きを楽しみながら、マギさんのお店【オープン・セサミ】へと辿り着いた。

「マギさん、いますか？」

「やぁ、ユンくん。久しぶりだね。ＮＰＣに配達任せてからあんまり来ないから心配したよ」

　心配と口では言うが、にこにこと笑顔で出で迎むかえてくれるマギさん。どっちかっていうと俺との話を楽しみにしている感じだ。

「まぁ、久しぶりにマギさんと話して来たら。って提案されちゃいました」

「ＮＰＣって自立性が高いからね。この前なんて、うっかり失敗して怒おこられたもの」

「ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　マギさんは、店に飾かざる武器を整理しているＮＰＣ店員に視線を向ける。

　俺たちは、そうやって会話を重ねながら、アイテムを納品する。

　マギさんのお店は、金属武器・防具をメインに扱あつかうお店で、本人は【鍛か冶じ】系の生産センスを持っている。俺は、【調合】系の生産センスでポーションや薬などを作成して、マギさんに委い託たく販はん売ばいしている。納品しているブルーポーションは、材料が安く、効果はそこそこ高い。マギさんのお店は人が来るので、飛ぶように売れる。

「何でマギさんのところは売れるんですか……同じアイテム売っているのに」

「私は、まだユンくんのお店を見たことないけど、どんな感じ？」

「あっ、スクショあるんで見ますか？」

　俺は、マギさんに見えるように自分の自じ慢まんの店と畑のスクリーンショットを表示する。

　こぢんまりとした木造店てん舗ぽは、俺の愛すべき店。そして、青々と茂しげる薬草。最近、実を四つつけるようになった活力樹。

「すっごい、背景っぽいんだね」

「……そうですよねー」

　一いつ般ぱん人の視点から言えばそうなのだろうな、と一人黄昏たそがれる俺を見て、マギさんが慌あわてる。

「い、いや、良いと思うよ！　こう、味があるって言うか。何と言うか」

「いいんですよ。店はあばら家ですし、アイテムの購入数に制限を設もうけたり、全部店員に投げっぱなしだし、宣伝してないし。来るのは、妹のパーティーメンバーだけですよ。委託販売の方が収入の割合が大きいんですから」

　その内、設備や店の外観を立派にするために追加投資するつもりだ。だから、今は全然悲しくなんかないさ。今、ちょっと、視界が歪ゆがんだぞ。

「もう、ユンくん。ひとつ提案があるんだけどね。エンチャントストーンもここに置いてみない？」

「エンチャントストーンですか？」

　潤うるんだ目を擦こすり、マギさんを見て瞬まばたきする。

　エンチャントストーンは【アトリエール】の主力商品の一つだ。

　俺の持つ【付加術】のセンスのスキルである【技能付加スキルエンチヤント】で作るアイテムだ。

【付加】センスのレベルが30になり発生する上位センスで習得できた【技能付加】は、アイテムにプレイヤーの持つスキルやアーツを、発動キーとなるキーワードと共にエンチャントすることができるスキルで、厳密には生産スキルではない。

　俺は、安価な素材で優ゆう秀しゆうな石に【付加】スキルを込め、便べん宜ぎ上じようエンチャントストーンと呼んでいる。また、プレイヤー本人のセンス構成にもよるが、魔ま法ほうスキルもアイテムに込めることができる。こちらは、宝石にエンチャントしているためにマジックジェムと呼んでいる。生産に少し手間がかかるので俺個人の攻こう撃げき手段の一つとしている。

　エンチャントするアイテムは、一定の水準に達していれば、武器でも素材でも何でもいいが、これらのアイテムは使用すると消しよう滅めつする。そのため、基本使い捨ての消しよう耗もう品ひんだ。

　と、少し物思いに耽ふけってしまった。

「うん。ちゃんと使い方の説明とお店の宣伝してあげるよ。うちは金属製品メインだから、上昇させるステータスは、アタックとディフェンスの二つだけでいいからさ」

　うーん、魅み力りよく的な話だ。そういったアイテムの存在が知られれば、他の魔法攻撃や魔法防ぼう御ぎよのアイテムを求めて【アトリエール】に来てもらえる。そして買えるのは現在、うちの店だけなので、リピーターが増える。ついでに後衛ならＭＰポーションを買ってくれるはず。

「……でもな」

「なにか、気になることでもある？」

「いや、作る分にはいいんですけど、あれって、生産と言うよりも魔法を施ほどこすイメージの方が強いんですよ」

「それって、どういうこと？」

「薬草が百個あるとすると、スキル使えば、百個一度にポーションに変えられるけど、エンチャントストーンは、石単体を対象に選せん択たくして、魔法を施さなきゃいけないんですよ。だから、面めん倒どう臭くさいし多く作ると時間が掛かかる。まぁ、一個一分程度ですけどね」

　それも研けん磨まと染色の工程込み、である。この手間は、種類ごとの効果を判別しやすいようにするための工夫であるために外せない。

「それに材料の石も数を集めないと……」

「それじゃあ、数は作れないね。なら、この人は！　って人に私が宣伝してみるよ」

「じゃあ、明日からの納品でいいですか？　あと使った時の感想も聞ければ嬉うれしいです」

「りょーかい。お客さんも来たことだし、またね」

「はい、ではまた」

　そう言って俺は、新しく入った客と入いれ替かわるように店をあとにする。




　　　　●




　余っているＳＰセンスポイントを消費して【料理】センスを手に入れた俺は、料理に必要な初心者向けの生産キットを購こう入にゆうして、この町のポータルから第二の町へと転移する。
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　第一の町から一いつ瞬しゆんで牧歌的な風景に切きり替わる。

　俺は、そのまま第二の町のポータル近くのＮＰＣの店員に声を掛かける。

「こんにちは、マーサ」

「あら、ユン。こんにちは」

　バスケットを持った恰かつ幅ぷくの良い中年女性に挨あい拶さつをする。この人は、パン屋のマーサだ。クエスト用のＮＰＣだ。マーサからは、アイテムの配達クエストを受けられるが別のクエストも受けることができる。

「今日も小こ遣づかい稼かせぎの配達かい？」

　このマーサの配達クエストは、地元住民のクエストで、第一の町でも似たようなクエストはあり、町中でアイテムを渡わたしていけば、お金が貰もらえる簡単なものだ。内容は簡単で金額も安いが非常に安全だ。またクエストに関わるＮＰＣからランダムで色々な物をもらえる。

「いや、今日はパン教室を受けに来たんだ」

「あら、まぁ!?　嬉しいわ！　若い娘こが来てくれるなんて！　受講は、一回五千Ｇだよ」

「じゃあ、はい。受講料」

　この瞬しゆん間かん、クエスト【マーサのパン教室】を受注した。

　これは、色々な料理センスを補助するチュートリアルクエスト的なものの一つだ。

　チュートリアルクエストは、プレイヤーが知っていて損はない知識や技術をＮＰＣから金と引ひき換かえに教えてもらえるクエストだ。魚屋や肉屋でも類似クエストがあるために一つに絞しぼり切れていないのが現状だ。

「それじゃあ、初心者でも簡単に作れるパンの作り方を教えてあげる。まぁ、気張らずに。道具や材料もここのを好きに使っていいからね」

　どんどんと準備を進めていくＮＰＣに圧あつ倒とうされながらも、胸に押し付けられた茶色のエプロンを着ける。

「それじゃあ、説明するね。【料理】の基き礎そスキルは、三種類【調理】【加工】【促そく進しん】を上う手まく使い分ける必要があるわ。スキル【促進】は、練り上げた生地を寝ねかせる時間短縮に使える。そして。出来たパン生地を千切って、好きな形を作りな。次からは登録された形から【加工】で大まかな形が作れる。時間がなかったりする時は【調理】のスキルを使えば、材料からすぐ料理が作れる。ただ、このスキルは、一からの工程を一瞬で終える代わりに、評価も低い。ちゃんと手間を掛けた方が美お味いしい料理になる。それじゃあ、自分の好きなパンでも作ってみな」

「っていきなりかよ。まぁ道具はあるし好きに作るか」

　パンを作ると言っても既すでに焼きたてのパンも材料にある。俺はそれを活用した。

　マーサのパン、ベーコンやレタス、チーズなどを適当に切り、挟はさむだけで出来る、楽かつ失敗が殆ほとんどないレシピだ。





ユンのサンドイッチ【消耗品】

満腹度＋25％　評価５

ユンが心をこめて作ったサンドイッチ






　とこういう風になった。〝『製作者名』の『料理名』〟がこのアイテムの名前になる。そして説明も〝『製作者』が心をこめて作った『料理名』〟となる。そしてアイテムの評価。これは美味しさの度合いを数値化したものだ。

　評価は１から10までの十段階。ＮＰＣの食品アイテムの評価が殆ほとんど２か３なのに対し、５とは、中々に高いと言えよう。

「おお、出来たんだね。それじゃあ、最後に食べてみなさいな」

　ステータス上の満腹度は、まだ余よ裕ゆうはあるが、折せつ角かく自分で作ったために食べてみたい。

「ほら、あんたの作ったパンだよ。それとこれは家の店のレシピさ」

　クエスト報ほう酬しゆうのバスケットに詰つめ込まれるパンの山と薄茶色の質の悪い紙のレシピをマーサから受け取る。ぱらりと数枚のレシピを読んでみるが、主おもに絵と材料の分量の数字だけの簡単なレシピだ。料理の知識がなくても大体の作り方が読み取れる代しろ物ものだ。

「それじゃあ、これでパン教室は終しゆう了りようだよ。ついでにヒュステル爺じいさんの所へのパン配達もあるんだ。どうする？」

「それじゃあ、配達クエストもやりますか」

　マーサから配達クエストと配達物のサンドイッチの入った紙かみ袋ぶくろを受け取る。

「いつもの川で釣つりしているだろうから。森の中を通る時は気を付けなさいよ。ユンは、冒ぼう険けん者だけど、あんまり危ないことはね」

　おばちゃん特有の溜ため息いきを吐つきながら俺を見送るマーサ。どのＮＰＣもその人間臭くささに苦笑する。

　俺は、紙袋をインベントリに収めて、町を抜ぬけ、鬱うつ蒼そうとした森を駆かけ抜ける。

　森の切れ目、光の差し込む場所。森を抜けた瞬間に、肌はだで感じるひんやりとした川の湿しつ気け。町の中を流れる川よりも幅はばが広く、流れが急なそれは、渓けい流りゆうと称しようするに相応ふさわしい。

　ここは、ＭＯＢの出現する場所に存在するＭＯＢの不ふ可か侵しんエリア。プレイヤーの休きゆう憩けい地点──セーフティーエリアである。

　その渓流の傍そばにある大きな岩に腰こしを掛けて釣りをする老人を見つけた。

「こんにちは、ヒュステルさんですか？」

「そうじゃが、どうしたんじゃ」

「サンドイッチの配達です」

　俺がそう言うと、ヒュステル爺さんは、嬉しそうに振ふり返った。

「飯をすっかり忘れてた。ありがとな、お嬢じようさん」

　この爺さんの対応は、とても紳しん士し的で好感が持てる。ただし、残念。爺さん、俺は男だ。

　俺から紙袋を受け取り、さっそく中身を漁あさり出すヒュステル爺さん。器用に両足の間に釣つり竿ざおを挟み、サンドイッチを取り出している。

　受け取りが確認された瞬間、マーサの配達クエストが完かん了りようし、ヒュステル爺さんがサンドイッチを頬ほお張ばる。幸せそうに、うまいうまい、と言う老人の姿を微笑ほほえましく思う。

　ヒュステル爺じいさんは、足の間に挟はさんだ釣つり竿ざおの反応を見み逃のがさずに、慣れた手つきで魚を釣つり上げ、脇わきの籠かごに放り込む。その様子をじっと見つめる俺に対して、ニカッと笑みを浮うかべる。

「この【釣り】は、ただの老人の楽しみじゃよ。さて、釣れる時間帯もそろそろ終わりじゃし、帰るとするかのう」

　爺さんが重おもい腰を上げて、右足を引きずりながら川から離はなれる。俺も同様に立ち上がり、爺さんと一いつ緒しよに帰ろうと思い、着いて行く。

「爺さん、あの川って何かあるか？」

「なんもないのう。石と岩。あとは魚しかいない静かな場所じゃ」

「……石って！　そうか。それがあった！」

「なんじゃ!?　いきなり大声出して！」

「ありがと、爺さん。ちょっと川に戻もどってみるわ」

　俺は、慌あわてて今来た道を引き返し、川に向かう。川の中へと躊躇ためらいもなく入り込む俺は、意外な川の浅さと足元を掬すくわれそうな流れの強さに驚おどろきつつも、中腰のまま水の中に手を突つっ込こむ。

「うへっ!?　冷たいっ！」

　水の触ふれている箇か所しよが骨身に響ひびくほど冷たい中で、水底の石を拾い上げる。程良い大きさの石。エンチャントストーンの材料としては、申し分ない。それをインベントリに収めて、また一個一個と拾う。目先の石を拾い続けて、何い時つの間にか川の真ん中近くまで進み、水が腰まで来ていたが、それにも気付かずに石を拾い続ける。そして、うっかり──

「うわっ!?」

　水の中で足を滑すべらせた。川の真ん中の一番深い所に踏ふみ入ったのも相まって、川の中を流される。服に水が染み込み、重い。突とつ然ぜんの出来事でパニックになり、もがくが、水が指の間を抜けるだけだった。何とか掴つかんだ物も、拳こぶし大の石。そして、段々と意識が遠のき、水底を転がって行くのが分る。

　水に流され、岩場に体を打ち付ける。喉のどに冷たい水が流れ込む。

　急流の水の勢いはところどころ違ちがい、錐きり揉もみしながら、流され、洗われる。

　岩に打ち付けられる度たびに、肺の中の空気が漏もれて、視界の端はしが闇やみに浸しん食しよくされていく。

　ただ最後まで石を放すことなく、意識を手て離ばなし──はっ、と目が覚めた場所は、第一の町の中央広場だ。俺と同じような死に戻りが居る中で、俺だけが髪かみを水で濡ぬらし、ぽつんと立っていた。

　その場で好こう奇きの視線を一身に浴びながら、自分の体を確かめる。全身ずぶ濡れで、服が肌に張り付いて重い。

　服自体の色が暗色系なために完全には透すけていないが、体のラインが浮き出て、周囲の人間がそれに注目していた。

「あっ……うっ……」

　おいぃぃぃぃっ!?　これは恥はずかしい！　死に戻りはいいが、流石さすがにこれはない！

　内心、悲鳴を上げる俺は、全力で走り出した。水みず浸びたしで重い体と溺おぼれかけたことによる精神的疲ひ弊へいも無視して、【アトリエール】へと逃にげ込む。

　黄色の光を振り撒まきながら、猛もうスピードで去る俺の姿は、逆に強い印象を与あたえたのかもしれない。俺は、【アトリエール】に逃げ帰ると、すぐにログアウトして、リビングのソファーで不ふ貞て寝ねしている。

　ゲームの川で溺れたことが、意外と精神をすり減らしている事実に、ログアウトしてから気が付いた。頭に嵌はめたヘッドギアを取り外す手が微かすかに震ふるえ、膝ひざが笑った。

　少し水分補給しようと冷蔵庫に冷やしてある麦茶を取りに行くまでの姿なんて、生まれたての子こ鹿じかのような覚おぼ束つかなさ。

「はぁー。今日は、ちょっとヤバいかも」

　もう、何もやる気が起きない。すまん、美み羽うよ。今日の夕飯は、レトルトか、インスタントでいいか？　お兄ちゃん疲つかれちゃったよ。と内心謝罪をする。

　俺が、そのままソファーで寝ている時、携けい帯たい電話が鳴り出す。

　デフォルトの着信音が連続し、四回目のコールが鳴ったところで、出ることを決意する。

「……はい」

「おう、峻しゆん。……どうだ？」

「……今朝、学校で会っただろ」

「なんか覇は気きがないぞ。どうしたんだ？」

　俺の声に敏びん感かんに反応したのか、そう尋たずねてくる巧たくみ。全く、さりげなく人の気分の変化に気づけるところは、大したものだと思う

「今までで一番酷ひどい死に戻りした」

「あー、うっかり、ボスと戦せん闘とうしたとか？」

「いや、川でアイテム採取してたら、足滑らせて溺れた」

　いや、マジで死ぬよ、あれ。苦しいとかそんなレベルじゃないもん、抗あらがえない絶対的な暴力だよ。グロッキー状態ですよ、今。

「お前、何やってるんだよ」

「はははっ、何とでも言え。溺れると、肺に水が入り込むわ、流されて身体を岩に打ち付けるわで、じわじわ苦しみながら、死に戻りなんだぞ。お前もやってみろよ」

「うわっ……」

　想像したのか、嫌いやそうな声を漏らす巧。あそこは、石を大量に拾えるが、危険だ。ロープか何かを体に括くくりつけるなりの安全策を講じないと、今日の二の舞まいになる。

「溺れるほどの川ってどこらへんだ？」

「第二の町周辺の森の中のセーフティーエリアだ。景色は、良かったな」

　そう言えば、風景をスクリーンショットで残すのを忘れていたな。暫しばらくはトラウマを抉えぐりたくないから行きたくないんだが。

「へぇ～。そんな所があるのか」

「敵もいなかったし、静かな所だぞ。それで、今いま更さらだけど電話の用件は？」

　おっ、そうだ。と思い出したかのような声。どうしたんだろうか。

「峻は、イベントに向けての準備とかどうするか気になってな」

「どうする。って普ふ通つう、イベントに向けて何をするんだ？　俺は、アップデートの対応を先にしたけど……」

「アップデートの対応って満腹度か？　その対応ってまさか……」

「うん？　【料理】センスを取得した」

　まさか、あの会話がフラグに……と訳の分からんことを携帯の向こうで呟つぶやく巧。

「それで、イベントの準備って普通何するんだ」

「あ、ああ、それはレベリングや消しよう耗もう品ひんの補ほ充じゆうや装備の強化だろ。それで、峻もどうだ？」

「いいや、別に。ちまちまとポーションでも作って備えるから」

「そんな、殺せつ生しような。今日話し合って、パーティーバランスを考えてお前が一番だって多数決で決まったんだぞ。別にイベント前じゃなくてもいいんだが」

　期待されるのは嬉うれしいが、面めん倒どう臭くさい。だが友人の頼たのみを無む下げにするのもあれだ。

「全く、仕方がないな。今度、鉱石採れる場所に連れていけ。臨時でなら組んでやるから」

「サンキュー」

「たまにだぞ。俺の気分が乗った時だ。それと一度店に顔出せよな。一応そこそこ品しな揃ぞろえしているんだからな」

　ツンデレありがとうございます。とか言われたし、いやツンデレじゃない。って。

　まぁ、今回の話は、俺が生産職じゃなければ受けたかもしれない程魅み力りよく的だ。だが、俺は今やりたいことが幾いくつかある。

「石の安全な確保方法の確立が優先だな」

　自宅の天てん井じように向かって背せ伸のびをする。

「よし、元気が出てきた！　夕飯作るか」

　声に出して自分を鼓こ舞ぶする。なんだか巧と話したら落ち込んでいた気分が少し良くなってきた。その部分では、巧に感謝しないとな。と思ってしまう。
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　一夜明けて、精神的に落ち着いた俺は午後から【ＯＳＯ】にログインしていた。

　そこで俺を待っていたのは、新しく出来た工こう房ぼう部とそこに設置された新たな調合設備。俺は、それらを満足そうに眺ながめていた。

「ヤバいな。ヤバいよ、キョウコさん。にやにやが止まらない」

「そうですね。これで最低限の見み栄ばえは確保できましたね」

　部屋の隅すみには、今まで使っていた携けい帯たい炉ろが置かれており、光をとり込むための窓や明かり用のランタンの下がる梁はりがつけられそして木製のシンプルな台が置かれている。

「あー、ここに他ひ人とを呼んでお茶でもしたいよ。と言うより自じ慢まんしたい」

　あまりの嬉しさに、至る所を触さわる。石造りの壁かべの手触り、調合設備の大きくなったすり鉢ばち、木製の窓、そして、素材保存用のアイテムボックス。

　子どもみたいな喜びように、キョウコさんは、微笑を浮かべ続けているが、あまりやり過ぎると苦笑されかねない。気がついた俺は、わざとらしく咳せき払ばらいをして話題を切り替かえる。

「今度、店でサンドイッチも商品として扱あつかうから材料の買い出しとかよろしく」

「分かりました。でも、何でもかんでも作って売ってだと、お店の遣やり繰くりが大変なんですけど……」

　はぁ、と溜ため息いきを吐はきだすキョウコさん。いや、苦労を掛かけます。

「大だい丈じよう夫ぶだって。今度は売れる商品を増やしていくから！　きっと売れる……多分」

「……多分ですか。まぁ、今のところ商品の在庫が多いので、すぐには売り切れは起きないでしょうし。畑の収しゆう穫かく物は全て、研究に使いますか？」

　暗に、客が来ないから在庫が残ってますよ。と言われた気がするが、気にしない。

「使うよ。今まで使わなかったモンスター肉とかその他の素材を生かせると良いが」

「頑がん張ばってくださいね。では、店番に戻ります」

　そう言って、表の店てん舗ぽ部へと出ていくキョウコさんを見送り、俺は、調合を始める。

　大きくなったすり鉢に大量の薬草を入れて、ごりごりとすり潰つぶす。前は、一人屋外でごりごりとすり潰していたのを思い出し、進歩したと感じる。だが今回は、だが今回は、初心者ポーションを作る過程ですり潰した薬草の液を、新たな施し設せつである成分濃縮機にいれる。

　合成でもポーションを同じ素材消費で作れるが、効果はどうなんだろう？

　成分抽出が完かん了りようするまでは、子どものようにその変化を見つめて待つ。

　だが、大鍋で煮詰めるよりも時間が掛かるために途と中ちゆうで飽あきて、別の作業を始める。

　作業場の拡張と設備の充じゆう実じつでポーションや丸がん薬やく作製を並行して作業できる。

　今は、ポーションの上位回復薬であるハイポーションと固形回復薬である丸薬を普ふ段だん通りに調合することに集中していた。

「はぁ、やっぱり料理と同じで広いスペースと充実した道具があると一度に多く作れて楽だし楽しいな。……ってヤバっ！　ポーション!?」

　思いの外ほか成分濃縮機を稼か働どうさせていたようだ。通常、ポーション十本分作れる素材から二本分程度の濃こいものになってしまっている。





濃のう縮しゆくポーション【消耗品】
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　となったポーションとは完全に別種のアイテムとして【レシピ】に登録されている。濃縮されているのにもかかわらず、その効果は普通のポーションと同じくらいの回復量だ。濃縮液は、水で還かん元げんすれば大丈夫だよな、と思いながら、出来上がった濃縮液を蒸留水で五倍に希き釈しやくすると、五本分の普通のポーションができた。

　更さらに十倍にまで希釈すると、初心者ポーションに変わった。

「なんか、失敗して出来たけど、この濃縮ポーションって何に使うんだ？」

　分からない。回復量は高くないし、材料を余計に使うためにあまり意味がない気がする。ただ、成分濃縮機は、過か剰じように稼働させられることが確認できたので、その後も、様々な素材を濃縮機に掛けた。

　解げ毒どく草、解げ痺ひ草、薬やく霊れい草、魔ま霊れい草、各種の肉やドロップアイテム。

　薬草系統は、一度乾かん燥そうさせた物を濃縮機に掛けると通常よりも微び量りようながら回復量が増すようだ。解毒ポーション、解痺ポーションの効果も上がり【解毒２】【解痺２】と状態回復の効果が上がった。ハイポーション、ＭＰポーションは、効果が１割増といった程度だ。今後は、濃縮機での生産になるだろう。

　ハイポとＭＰポーションも濃縮することができたが、ポーション等に比べて、生産に時間がかかる。

　また、濃縮機を利用したアイテムを【レシピ】とＭＰ消費によって再現する場合、ＭＰ消費が非常に激しいために、スキルでの連続使用もできないのだ。

　生産スキルの使用は、あくまでも面めん倒どうな作業をＭＰで代用して極限まで圧縮する行こう為いだ。必要な作業はスキルで圧縮して、残りを手作業で行うなど様々なやり方がある。

「まぁ、手作業の合間にＭＰ回復させながらでいいだろう。それにしても、薬は毒にもなる。って言うけど、毒薬作れるんだな」

　蝙こう蝠もりからドロップされる毒血から成分抽出すると【毒薬・微び】が入手できた。【毒物】とは別のアイテムで、名前の通り、状態異常を引き起こすアイテムだ。

　この毒薬を更に複数回成分抽出すると、【毒薬・弱】というアイテムに変化する。こちらは【毒２】の状態異常を発生させる。法則的に考えれば、更に五倍濃縮すれば上位の毒薬に変化するだろうが、アイテムの限界か、それ以上の濃縮はできなかった。だが──

「はははっ……ルートが一つだけではないと俺は知っているのだ」

　持ち物で余っていた毒血全てを消費して何とか生産した【毒薬・弱】を、久しく使っていなかった【錬金】センスの【物質変へん換かん】スキルを利用することで、調薬の限界を別ルートで回かい避ひすることに成功した。

　たった一個の成功例だが、それは俺にとって大きな進歩である。ただそのために【毒薬・弱】を十個揃そろえる必要があったのだが今は素材が無い。

「出来たアイテムの効果が【毒３】のバッドステータスか」

　十秒で１％のスリップダメージ。それが九十秒続いて最大９％のダメージを与あたえるアイテム。

　俺は他に、毒と関わりのあるアイテムから毒薬を生成できないか、研究を始めた。

　毒物に始まり、モンスターの肉やドロップアイテムを砕くだいて、水と混ぜ、濃縮機に掛ける。

　だが、生成できるのは、一番弱い【毒薬・微】であり。濃縮しても【毒薬・弱】までしかできない。【錬金】で作った毒薬の効果を更に引き上げるには、もっと多くの【毒薬・弱】が必要なために断念した。

「はぁ～、使う素材に対して出来るアイテムが少ないな。イベントに向けては、マジックジェムを主体にした持ち物にした方がいいかな」

　既き存そんのポーションなどの消耗品を自分用、店用と用意して、宝石の採取が必要だな。と実感させられる。

　そのためには、川で溺おぼれたトラウマを克こく服ふくしないといけない。
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　イベント告知から一週間が経たち、アップデートの満腹度導入による混乱が僅わずかに生じたが、すぐに対応することができたのは、ＮＰＣ店舗も料理アイテムを扱っているお蔭かげだろう。俺も公式イベントに向けて、そしてトラウマ克服のために川で泳いでいる。
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（宝石の原石が採り放題じゃないか！）

　流れの速い川底の岩を掴つかみながら、石や宝石の原石をインベントリに放り込んでいく。

　水中で安全に活動するために【泳ぎ】センスを取得し、素材の収集に勤いそしんでいる。

「ぷっは！　疲つかれたぁ～」

　俺は、水から上がり、近くの大岩に腰こしを掛けてインベントリから取り出したタオルで衣服を拭ぬぐう。【泳ぎ】センスの特性は、着衣水泳の可能な点だ。そして、服の乾かわきの促そく進しん。など、概おおむねどうでも良いセンスだった。

　泳いでいる最中に水中での行動の良い発見と悪い発見の二つが見つかった。良い発見は、水中では、【鷹の目】の効果が適応され見通しが良くなり、【発見】のセンスと相まって、水底のアイテムや隠かくれている魚などを見つけることができた。このお蔭で水の中での活動は楽に行えた。

　逆に、悪い発見は、水中では当然しゃべれないために、スキルが唱えられない、という戦せん闘とうでは致ち命めい的てきな欠点を発見した。ただ元々、スキルやアーツを使う方じゃないので現状デメリットに感じない。

「【泳ぎ】と【料理】センスのレベルは、どっちも５か。成長率は中々だな」

　休きゆう憩けいしながら、センスステータスを確認する。今言った二つは成長しているが、代わりに他はあまり上昇しておらず、水中活動で【鷹の目】と【発見】が上がった以外は、殆ほとんどそのまま。【地属性才能】のレベルが５になり、防ぼう御ぎよ用魔法の【クレイシールド】を得て、宝石にエンチャントができたために、防御用のマジックジェムも用意できた。

　周囲は、初の公式イベント!?　第一の町で開かい催さいだから町防衛イベントかもしれない！　とかＰｖＰイベントかもしれない。と憶おく測そくが飛び交い、戦闘センスを急いで上げている人がいる中、俺は開き直っていた。戦闘ばかりを急いで上げても周りが同じだけ上がるなら無意味と早々に見切りをつけて、生産センスのレベル上げをしている。

　それにしても──

「──アイテムの枠わくが足りない」

　イベントが間近に迫せまる中、アイテムは揃えた。エンチャントストーンやポーション、マジックジェムなどのアイテムを用意したが、肝かん心じんの構成が決まらなかった。

　公式イベントに参加する時のアイテム制限は、百個。俺が持ち込む物は──

　錬金、合成、調合、研けん磨ま、料理の生産キットと細工のための携けい帯たい炉ろの生産アイテム六個。

　弓が一点。鉄の矢が六セット。そして防具が三点。の武器アイテム十個。

　以上の確定しているアイテムを抜ぬくと残り八十四枠の内訳が決まらない。

　料理はどうするか、消しよう耗もう品ひんの回復アイテムは、マジックジェムは？　攻こう撃げきと防御のマジックジェムをどれだけ持ち込むか。そもそもイベントがどんなものか分からない以上不足する事態だけは防ぐべきだ。そう考えると、一人百個は少ない。

　無難に均等に用意するか、と溜息を吐きかけた時、マギさんからフレンド通信が入る。

「はい、どうしました？」

『あー、ユンくん？　公式イベント参加する？』

「はい。と言っても一人で参加予定ですよ。知り合いの殆どは、パーティーが固定していて入り辛づらくて」

『そうか、そうか！　ユンくん、一人みたいだよ！』

　マギさんの傍そばに誰だれかいるのだろうか？　すぐにマギさんは返事をしてくれる。

『ユンくん。私たちと一いつ緒しよにパーティー組んで参加しない？』

「私たちって？」

『他にクロードとリーリーも参加。どういう公式イベントかを見てみたいじゃない！』

「いいんですか？　俺で。他にもっと良さそうな人とかいるんじゃないですか？」

『あー、駄だ目め駄目。皆みんな、戦闘ヤッホーみたいなイベント狂きようで、私たちみたいにまったりしてないから。私たちは、観光目的だから。ほら、私たちって結構ソロ気き質しつだし。集団行動って苦手なんだよね』

「はぁ、そうですね。俺も熱をもって参加するつもりじゃないですし。お願いします」

『決まりだね！　早さつ速そくで悪いんだけど、打ち合わせしたいんで、私の店に来てくれる？』

「はい、分かりました。すぐに向かいます」

　そう言ってマギさんとの通信を切った。その後、第二の町のポータル経由でマギさんのお店【オープン・セサミ】へと向かった。

　お店の中には、既すでに生産職仲間のリーリーとクロードも待っており、俺が店に入った時、気軽に手を上げて出で迎むかえてくれる。

「いきなりでごめんね。でも必要なアイテムを厳選しないといけないから……」

「分かってますよ。それで三人でどんな感じで持っていくんですか？」

　それぞれの話を聞けば、マギさんは、鍛か冶じと細工用の生産キット、採さい掘くつ用ツルハシを含ふくむ装備一式、最低限の食料とポーションなどの消耗品。残りは、生産に必要な金属インゴットと重量級の武器。

　リーリーとクロードも生産職として基本的な物は同じで、残りは、木工師のリーリーは、加工済み木材。クロードは裁さい縫ほう師しとして必要な布と革を持ち込むようだ。

　そして俺は──

「そうなるとやっぱり【調薬】と【料理】主体でいいですかね」

「ユンくん【料理】センスを取ったんだね。なら私は、食料を減らした方がいいかな？」

「そうですね。食材アイテムを持ち込めば、料理にして数を増やせますし……。そうなると──。でもどうしてマギさんは、そんなに重量級の武器を選ぶんです？」

　リーリーとクロードは、生産素材を持ち込むが、マギさんは、大おお斧おのや大たい剣けん、全身鎧よろいなどの重量のある金属武器・防具を残りの枠に入れている。

「いくつかはサブウェポンだね。でも、残りはユンくんと同じだよ。装備を鋳い潰つぶせば、インゴットを複数個作れるからね。まぁ、目減りはするんだけどね」

　苦笑するマギさんの言葉に、確かにアイテムの枠を極力抑おさえつつ、活動ができると思う。だが、そればかりだと即そつ効こう性がないためにインゴットも多少持ち込む必要がある。そのバランスも難しい。

「俺の扱あつかう物は、消耗品ですから数が必要ですし……どんな割合で持ち込むかが難しいな」

「確かにな。ハイポやＭＰポーションは、消費素材と完成品で数が変わらないからな」

「いや、その辺は大だい丈じよう夫ぶ」

　一応、今の話を聞いて枠の圧縮方法は思いついた。持ち込む素材を『上質な』素材にすれば枠は一つで済む。あとは、イベント開始後に【錬金】センスの下位変換で数を増やせば圧縮はできる。また先日導入した調薬設備の成分濃のう縮しゆく機で作られる濃縮ポーション類。あれも一つのアイテムであり、蒸留水で五倍に希き釈しやくできる。上質な素材や濃縮ハイポーションとＭＰポーションを持ち込み、残りは、即そく座ざに使える通常のハイポ、ＭＰポーションとすればいい。

　イベント自体の内容が不明だ。もしかしたら、開始直後に混戦になり、生産や状じよう況きよう整理をする暇ひまもないかもしれない。だが、色々なプレイヤーが参加するイベントにいきなりそんなハードなことは要求しないと思う。いや、そう願おう。

　その後、互たがいに持ち込むアイテムの詳しよう細さいな内容を話し合い、意見を擦すり合わせる。

　アイテムの選別だけで時間を意外と取られたために互いに自分の店に戻もどった後は、イベント当日の準備に勤しむ。

　そして当日。お昼を済ませた俺は、マギさんたちとパーティーを組み、開始の時を待っていた。

「楽しみだね！　一か所に人が集まるとお祭りみたいで」

　そう笑顔を振ふりまくリーリーに対して、疲れたような溜ため息いきを吐つきだすクロード。

「俺は駄だ目めだな。人ごみの中は」

　じゃあ、なんで人の集まる店を作るんだよ。

「ユンくん、どう？　緊きん張ちようしている？」

「緊張はしてませんね。どうせゲームですし、慌あわてるほどのものでもありませんし」

「いやー、肝きもが据すわっているね。私は、ちょっと緊張してきたよ」

「全然そんな風には見えませんよ」

「ほんとだよ」

　俺とマギさんもその時が来るのを待っていた。

　そして、時間になり、集合場所の一つ。第一の町の広場にアナウンスが響ひびき始める。

『これより公式イベントを始めます。参加するパーティーは、所定の場所に残ってください。参加されない方は、ただちにこの場所から離はなれてください』

　何人か、野次馬が離れた場所から見守っている。周囲の人を見み渡わたすと、自信に満ちたプレイヤーや不安な表情を浮うかべるプレイヤーが見て取れる。

『それでは、この場にいる皆みなさまには、これより特別サーバーへと転移していただきます。詳くわしい説明は、転移後に行います。僅かな衝しよう撃げきを受けるでしょうが、身体に影えい響きようはありません。10、９……』

　カウントダウンが始まり、皆の表情が緊張で強こわ張ばり、転移の衝撃に備える。

『──２、１、０』

　視界がぐにゃりと歪ゆがみ、眩暈めまいを覚えた。気持ち悪さに膝ひざを曲げて、体をくの字に曲げるが、耐たえきれずに、尻しり餅もちをつく。すぐに正常な感覚を取り戻し、周囲を見回す。

「……ここはどこだ？」

「さぁ？　みたところ、森の中にぽっかり空いた空間、だよね。クロっち、どう思う？」

「セーフティーエリアか何かかもしれないな。それにしても他のプレイヤーはどこに？」

　周囲には、十組程のプレイヤーたちが居て、皆きょろきょろとあたりを見回していた。

　それ以上に参加したプレイヤーは居たし、別の集合場所にもプレイヤーが居たはずだ。

「うーん。パーティー単位にバラバラ転移かぁ～。これは、集団戦イベントではないね」

　そう呟つぶやいたマギさんが、倒たおれた俺に手を伸のべてくれたので素直にその手を掴んで立ち上がる。

「ありがとうございます」

「いいって。互いに助け合いだよ。それに──」

　マギさんが言葉を続けようとした時、再びアナウンスが流れる。

『よく参加してくれた、プレイヤーの諸君。私は、【ＯＳＯ】開発部部長の吉よし野の和かず人ひとだ』

　上空に映し出された３Ｄホログラムを見て、またこいつかよ、と俺はそう思ってしまった。







　二章　夏のイベントと幼よう獣じゆう







『よく参加してくれた、プレイヤーの諸君。私は、【ＯＳＯ】開発部部長の吉よし野の和かず人ひとだ』

　そのアナウンスで、全てのプレイヤーのざわめきが止まり、アナウンスに耳を傾かたむける。

『このイベントは、多くのプレイヤーが楽しめる仕様にしてある。今回のイベントは──【森林キャンプゲーム】だ。夏と言えば、アウトドア。君たちには、この森の中で六泊はく七日のキャンプをしてもらう』

　どこからか、ふざけるな！　これはデスゲームなのか!?　ログアウトさせろ。などと言う声が上がるが、話はまだ終わっていない。

『君たちは、何か勘かん違ちがいしているようだね。これは、危険でもないし、時間も拘こう束そくしていない。このフィールドは特別サーバーによって時間の流れが普ふ段だんのフィールドの約八十倍に引き延ばされている。つまり、この場での一週間は、リアルでは二時間程度だ。それだけ濃のう密みつなレベル上げができる、ということだ。さぁ、言いたいことは分かるね』

　つまり、これに参加した人は、一週間分プレイ時間を確保できた。ということだ。ってどこの修行部屋だよ。

『もちろん、通常のゲーム進行をしたい人は、モンスターと戦って死に戻りしてくれて構わない。この場合、デスペナルティーは発生しない』

　ここまで話して一区切りつける。他のパーティーは、既にやる気になっているようだ。ここは未知の森なのだ。そこでのレベル上げなど、楽しまなければ損。という気分のようだ。

『では、これからルールを説明する。六泊七日のキャンプイベント。皆がいる場所は、セーフティーエリアだ。この森の中には、複数セーフティーエリアを設もうけてある。今いる場所以外に移動しても構わない。そしてここは、浮ふ遊ゆう大陸であり、遺い跡せきや湖、山などが存在する。むろん、イベントなので各場所にユニークモンスターやアイテムなどが配置されている。己のセンスを信じて、それを探すのも楽しみ方だ』

　遠くの場所で盛り上がるような声が上がる。

『更さらに森には、非アクティブなモンスターの幼獣たちが徘はい徊かいしている。もしもこの一週間で友好的な関係を築くことができれば、召しよう喚かん石となり、君だけのペットになってくれる。また【調教】センスを持っていれば、従じゆう魔まとして共に戦うこともできる』

　更に、別の場所で声が上がる。

『最後に、この一週間を生き残った人たちは、その行動を数値化し、そのポイントが高いパーティー五組を入賞者として、記念品の贈ぞう呈ていをする。また、このエリアで取れる全てのアイテムは、持ち帰ることもできる。入賞を狙ねらわずにレアな素材を探すのも楽しみ方だ』

　この瞬しゆん間かん、興奮は最高潮に達したようだ。皆みんなが入賞を狙うために、やる気を漲みなぎらせる中で、俺は一人別のことを考えていた。

　なるほど、キャンプをやらせるためにアイテム制限掛かけたのか。レア素材は持ち帰って栽さい培ばいできればいいな。など一いつ般ぱんのプレイヤーとは全くお門かど違ちがいなことだ。

　この高まる興奮の中で、吉野和人は、プレイヤーたちに冷や水を浴びせる。

『ただし、制限もある。全プレイヤーは、この期間中のセンス習得は、一回までとする』

　まぁ、妥だ当とうな部分だろう。この一週間、新しいセンスを取って急場を凌しのぐやり方よりも少ない手数でどれだけの工夫を凝こらすかがポイントだろう。

『そして、センス【サバイバル】を事前に取得していないプレイヤーがこれを取得した場合、最終日のポイント換かん算さんに大おお幅はばなマイナス修正を掛けること。私の目算では、入賞は狙えないな。ちなみに【サバイバル】の取得条件を満たしていないプレイヤーもこの期間の取得は可能になる。

　最後に、この森で手に入るアイテムの多くは、入手直後は未み鑑かん定ていである。一度効果を体感するか、それに対応するセンスを持つことで鑑定することができる。その鑑定情報は、パーティー内で共有することができる。

　フィールドのマップもパーティー内で共有することができるために迷わないだろう。以上の制限の下もと、皆には、励はげんでもらいたい。あまり急ぎ過ぎると足元を掬すくわれる。焦あせらずしっかりと進むことを奨すすめるよ』

　アナウンスが止やみ、皆がしばし呆ぼう然ぜんとしている中で、俺は、このフィールドのマップを開いた。今いる場所は、浮遊大陸の中心部のようだ。俺の【鷹たかの目】が視認できるセーフティーエリアから半径百メートルの範はん囲いが、マッピングされ、残りは灰色になっている。

　周囲の人たちが我先にと森の中へと入って行くのを尻しり目めに、俺たちは腰こしを下ろす。

「さて、ベースキャンプでも作るか？　満腹度システムの導入で食しよく糧りよう確保は最優先事項だ」

　クロードのその言葉に、俺たちはそれぞれ頷うなずく。アイテムなどは、話し合いでバランスよく持ち込んだために一日、二日は持ちこたえられる。

「一ひと先まず実験かな？　ちょっと待ってて」

　マギさんは、少し離れた場所に歩いて行き戻ってくる。その手の中には、草が何種類か握にぎられていた。

「クロードとリーリーはこれを見て、なんの種類か分かる？」

「いや、分からんな」

「ごめんね、マギっち。分かんないや」

「じゃあ、次、ユンくん」

　そう言って見せてくる草は、三種類に分けられる──薬草、毒草、そしてハーブだ。今回のイベントでは、多くのアイテムが未鑑定で存在し、対応するセンスがなければ、識別することができない。現にクロードとリーリーは確認することはできなかった。

「えっと、薬草に毒草。それとハーブ」

「あっ、今ので僕も分かるようになった。つまり、ユンっちが植物に対応するセンスを持っているってこと？」

「だとすると、【調薬】センスだろうな。あれは薬草を使うから」

　納得するように呟くクロードと自分の推論が正しかったと胸を張るマギさん。つまり、【サバイバル】のような汎はん用よう的なセンスに対し、俺の【調薬】のようなピンポイントで役立つセンスもある、と言うことか。

「さて、推論は正しかったことだし、分かれて行動しよう。二班に分かれて食糧調達とベースキャンプ作り。私とユンくんが周囲の食糧集め。クロードとリーリーはベースキャンプ作りね」

「分かった。最高の寝ね床どこを用意してやる」

「楽しみだね！　夜のお泊とまり会ってなんかワクワクしてきたよ」

「はぁ～。今晩の献こん立だては、何が良いかな？」

　俺は、そう呟きながら、空を仰あおぎ見る。おっ、太陽の位置がほぼ真上ってことは、あと六時間程度で日が落ちる訳だ。最低限、水と食料の確保は必要そうだな。

「じゃあ、注意事じ項こうを確認するね。無闇に採取したアイテムは食べない。まずは、ユンくんに鑑定してもらってから食べること。それから足りない素材とかあったら、フレンド通信で教えてくれれば、外回りの私たちが採取してくるよ」

「はっ、しまった！」

　突とつ然ぜん、声を上げるクロードに、皆がぎょっと視線を向ける。

「染色アイテムを持ってきていない。これでは、ボーイスカウトの衣装や迷めい彩さいコスチュームを作れないじゃないか!?」

「……はぁ～、相変わらずだね。クロっち」

　こんな場所でもブレない神経はある意味尊敬できる。まぁ、あっても着たくないが。

　いや、天然素材から色を抽ちゆう出しゆつできれば、藍染のように……とかクロードは一人でブツブツ呟いている。どれだけ執しゆう着ちやくを示すんだ。

「じゃあ、俺たちは、この周辺のマップを埋うめながら周囲を探たん索さくするよ。日暮れ前には戻もどるから」

「うん、マギっちにユンっち。気をつけてね」

　一人思考の海から戻ってこないクロードをリーリーに任せて送り出された俺たちは、まずは東側から時計回りで周囲のマップを埋めることにした。

　道中、植物の群生している場所を見つけて、マッピングされた地図にアイテムの採取場所の情報を記録していく。とても細やかな仕様だ。

「ユンくんが居ると助かるね。ほら、またアイテム」

「マギさん!?　それは痺しびれ草です！　あと、ここら辺は錯さく乱らん草ってアイテムの群生地だから、下へ手たに採取して食べたら状態異常バツドステータス喰くらいますよ」

「うわっ!?　危ない危ない。見た目ホウレンソウとか小松菜っぽいけど、そうなんだ」

「こっちの見た目の悪い草は、お浸ひたしにしての食べ方があるそうですよ」

　俺たちは着実に、食べられるアイテムと薬草類を鑑定していく。薬草類で、ハイポやＭＰポーションの原料である霊れい薬やく草と魔ま霊れい草を確認できたことは大きい。

　そして意外と思うが、見つけたアイテムの半数以上は食べられない植物だ。見た目は、美お味いしそうな樹の実なのに、【毒４】と【混乱４】の状態異常を喰らう超ちよう危険果実などもある。

　あとは、リンゴとかバナナのような果くだ物ものも採取できた。気候とか無視した分布だが。

　採取できるアイテムは、野草や山菜などの植物ばかりで、少しヘルシーな食事になってしまう。ゲームでの栄養バランスなど意味はないが、動物性タンパク質は欲しい。

「植物は大分集まりましたし、別の食材でも探しますか？」

「その辺はユンくんに任せるよ。マップもいい感じで埋まっているし」

　午後三時くらいの日の陰かげりの今は、マップの制圧率は、一割程度。中心から放射状に少し表示される程度だ。

　北には山があることは遠くから視認することができ、弧こを描えがくように南に掛けて二本の川が流れ、川の下流には湖がある。

　俺たちのベースキャンプがこの二本の川に挟はさまれているために、東西どちらかの川へ魚を探しに行くのがいいだろう。

　マップを埋めている間に、他のセーフティーエリアやプレイヤーたちとすれ違ちがったが、俺たちのように、食糧を集めるよりもユニークモンスター探しに奔ほん走そうしていた。大だい丈じよう夫ぶだろうか。色々と心配になる。

「じゃあ、川へ魚でも採りに行きますか」

「そうだ……あっ、ちょっと待って。お腹なか減ってきたみたい。すこし休きゆう憩けいしてから行こう」

　マギさんの提案に、俺は同意する。俺の満腹度も少し減っているようだ。ここいらでサンドイッチを食べて回復を図りたい。

　見つけた切り株を椅い子す代わりに腰を掛けた俺たちは、休憩を取る。

「マギさんは、食べ物あるんですよね」

「うん。ほら、コッペパン」

「味はどうですか？」

「うーん、美味しいとは言えないね」

「じゃあ、俺のサンドイッチ要いりますか？」

　苦笑しながら答えるマギさんに、そう尋たずねる。ここで食材アイテムを取り出すのも面めん倒どうなので、料理スキルの【調理】を発動させて、食材四点をサンドイッチ十個に作り変える。

　それを取り出して、マギさんに差し出す。

「美味しそうなサンドイッチだね。それに評価も高い。やっぱりセンス持ちは違うね」

「ただ切って挟んだだけですよ。誰だれでも作れますって」

　差し出されたサンドイッチを食い入るように見つめるマギさんを微笑ほほえましく思いながら、俺も自分のサンドイッチを取り出す。

　その瞬間、俺は複数の視線を感じる。すぐに動けるように切り株から腰を上げ、辺りを見回す。樹の多い場所で【鷹の目】を発動させても、死角が多く全てを網もう羅らできない。だが【発見】との組み合わせで、より高い精度で相手を見つけることができる。

「どうしたの？」

「何か居ます」

　俺は緊きん張ちようした面おも持もちのまま、視線の発生源である草むらをじっと見つめ、やがて飛び出してきたのは──三匹びきの幼よう獣じゆうだった。

「ははははっ……」

「なぁー、なぁー」

「…………」

　三匹の幼獣が俺を、もとい俺たちのサンドイッチを狙っている。

「おおっ、早さつ速そく幼獣に出会えたよ。犬と猫ねこと鳥？　早速録画しよう。どうやるんだっけ……」

　水色掛かった白銀の毛の丸くふわふわな子犬は、きらきらと期待に満ちた表情でこちらのサンドイッチを狙っている。

　黒の体に手足の先が白のツートーンカラーの子猫は、甘えるような鳴き声と共に俺の足元にすり寄ってくる。

　最後の小鳥は、赤を基調とした映はえる色の雛ひなだ。ふわふわの羽毛から覗のぞく僅わずかばかりの黄色いくちばしが、ぱくぱく動いてサンドイッチを求める。まだ飛べないのか、ジャンプして、短い翼つばさを動かしている。

　動けば、簡単に振ふり払はらえるような存在に対して、俺は動きを止めている。

「撮さつ影えい中っと……ユンくん、どうする？　サンドイッチ欲しそうだよ」

「どうしましょう？」

　サンドイッチを右へ動かすと三匹の視線が右へと動く。

　サンドイッチを左へ動かすと三匹の視線が左へと動く──あっ、子猫がこてんと倒たおれた。

「……とにかく、渡わたしてみますか」

　千ち切ぎったサンドイッチを三匹の前に持っていく。

　まずは子犬が鼻先をひくひく動かして匂においを確かめたあと、小さな口で齧かじりつく。

　犬の幼獣が食べ始めたら、俺は次々と三匹の目の前に千切ったサンドイッチを差し出す。サンドイッチが気に入ったのか、三匹はどんどんと食べていき、俺の手にあるサンドイッチを食べ尽つくしても、まだ物欲しそうに差し出した手を舐なめてくる。

　小鳥の幼獣は、くちばしではむはむと俺の指を甘あま噛がみし、子犬と子猫は、マギさんの持つサンドイッチへと視線を移す。

「あー、お前ら。マギさんのは、駄だ目めだぞ。こっちにまだあるから」

「く～ん」「なぁー」「ちちっ……」──と三匹は言葉が分かるように俺の顔をしっかりと見つめている。

　うわぁっ、期待の眼まな差ざしが眩まぶしい。

　俺は、落ち着いてインベントリからサンドイッチを三個取り出し、三匹の前に置く。

「ほら、サンドイッチだ。食べていいぞ」

　俺の言葉を受けて三匹が、目の前に置かれたサンドイッチを無心に食べ始める。

「ねぇ、この子たちお腹が空いていたのかな？」

「さぁ？　でも、分かることはありますよ」

「何？」

　幼獣たちが脚でサンドイッチを押さえて、四苦八苦しながら食べる姿を観察する。俺は一個で十分なのだが、幼獣たちはまるまる一つ胃におさめた後も、まだ欲しい、とねだって来る。

「こいつら、確実に俺のサンドイッチを狙ねらっている」

「それだけユンくんのサンドイッチが美味しいってことだよ」

「そうなんですかね？　ただの食いしん坊ぼうかもしれませんよ」

　そう言いつつも、俺は、この三匹が俺に甘えてくることに気を良くし、更さらに一個ずつサンドイッチを差し出す。

　結果、十個あったサンドイッチの内七個が幼獣たちの胃の中におさまり、俺たちがそれぞれ一個ずつ食べたので、残り一個となってしまった。パーティーの食しよく糧りよう事情を預かる身としては、少し想定外の消費になった。早急な食糧計画の立て直しが迫せまられる。

　幼獣たちは、たくさん食べて満足なのか、子犬はこちらにお腹を見せて無防備な姿を晒さらしている。子猫は、自分の手を舐めて、サンドイッチの香かおりを最後まで味わおうとしており、雛にいたっては、うっつらと眠ねむりこけていた。

「可愛いね。ほーら、ごろごろ、ごろごろ」

　マギさんが子犬のお腹をわしゃわしゃと撫でていると、子犬は擽くすぐったそうに体を捩よじる。

「和なごむね。クロードとリーリーにスクショ送ろう」

「あっ、俺もスクショを撮とろう」

　草の上でうっつらと眠っている雛を掬すくい上げたマギさんは、自分の掌てのひらに乗せて、撮影する。俺も三匹のふわふわの毛玉たちが食後に気持ち良さそうにしている姿を撮影。

　楽しそうなマギさんにつられて、俺の表情も緩ゆるむ。

「さて、行きましょうか」

「ユンくん、ユンくん。この子たち連れてっちゃ駄目？　と言うより今さっきクロードから絶対に連れて帰ってきてほしい。って頼たのまれちゃった」

「イベントの要素の一つですから反対はしませんよ。ただ、先に川で魚を採らないといけませんから」

「分かった。それと、この子たちがお腹すいた。ってねだってきたらどうする？」

「最後のサンドイッチは、マギさんに渡しておきますよ。三匹に分けてあげてください」

　俺たちが移動することを感じ取って俺の足元に来た子犬と子猫が、俺とマギさんの会話からサンドイッチがマギさんの元にあると分かるとマギさんの足元に移動した。

　くっ、こいつら現金だな。と思わなくもない。

　マギさんは、三匹を腕うでに抱だき抱かかえて幸せそうに、川に移動する。

「はぁ～。毛玉祭りだよ。もふもふのふわふわだね」

「幸せそうですね。……ちょっとうらやましいかも」

　最後に、小さく呟つぶやいた一言がマギさんの耳に届いたのか、少し驚おどろいた顔をして、すぐに、にっと口元に笑みを作る。

「触さわる？　持つ？　もふる？」

「あっ、いや、その……」

「別に、嫌いやがってないし。ほら」

　胸の前で支えるように抱えていた三匹を差し出すマギさん。あまりに不安定な持ち方に咄とつ嗟さに手を出してしまい、そのまま受け取ってしまう。

「う、うわぁっ……」

　毛がふわふわでもこもこしており、抱えた時に、指が毛に沈しずむ。

　暫しばらく、胸の前で抱えてもふもふに夢中になり、我を忘れて堪たん能のうした。

　首筋や耳の裏などを指先で優しく撫なでると余計に脱だつ力りよくして俺にもたれ掛かって来る三匹。それを見て面白いと感じて笑っている姿を、マギさんに思いっきり見られていた。

　気がついた時には、マギさんがニマニマとした笑みを浮うかべていた。

「ぜ、絶対に言わないでくださいよ！」

「うんうん。大丈夫だよ。それで、どうだった？　気持ちよかった？」

「っ!?　し、知りませんよ。それより食材を採りに行くので、この子たちの面倒お願いしますね」

　目的地の水音が聞こえ、誤ご魔ま化かすように幼獣をマギさんに預けて、川へと歩き出す。

「それじゃあ、夕飯の食材を探しますから。何かあれば呼んでください」

「うん。行ってらっしゃい」

　俺は、外着をインベントリに仕し舞まい込み、軽い服装で川の中に入って行く。

　水の抵てい抗こうを少なくするよう、川の流れに沿って泳ぎ、水底の岩を掴つかんで辺りを見回す。

（魚は……いるな）

　岩場の陰かげに二匹ひき寄より添そうように泳いでいる魚を見つけ、素手で捕つかまえていく。

（捕まえた魚をインベントリに収納できるのは、ありがたいな。夕飯は、一人三匹と幼獣の分を考えると、十五匹以上は欲しいな）

　あとは、川底の石も拾いつつ、魚を探していく。残念ながら川底には鉱石も宝石もなかったが、石は俺にとって貴重な素材だ。

　水面に五分毎ごとに上がっては、空気を吸いまた潜もぐるを繰くり返す。時折マギさんの方を確認すると、膝ひざに幼獣を乗せて、穏おだやかな時間を過ごしていた。

　俺も自分自身に課したノルマ十五匹捕獲を終える頃ころには、幼獣たちは完全に眠りこけていた。

「マギさん。こっちは終わりましたよ」

「お疲つかれ様さま。ユンくんばかりを働かせちゃってごめんね」

「気にしないでください。二人だからできることもあるんです。でも、その前にやらなきゃいけないことができたようですけどね。武器を出してください」

　マギさんは、抱える幼獣たちを起こし、インベントリの中の斧おのを取り出した。

　俺もまだ濡ぬれている服の上から外着を装備し、弓を取り出す。息を押し殺して、弓を静かに森の中へと向ける。

「あなたたちは下がってて。ユンくん、私が前で不安だろうけど、よろしくね」

「頼たよりにしてますよ。樹の上から来ます」

　マギさんの言葉に相あい槌づちを打ちながら、飛び降りてくる黒い生き物に牽けん制せいとして矢を放つ。

　長く細い脚は、とげとげしい毛に覆おおわれており、口から黄色い粉を噴ふきながら、赤い六つの目がこちらを睨にらむ──スパイス・スパイダーという名を持つそのモンスターを見た瞬しゆん間かん、幼獣たちが露ろ骨こつに怯おびえ始めた。

「うんじゃ、いっちょやりますか！　そーれっ！」

「マギさん……無理し……ないで」

　あまりの予想外な行動に俺は、絶句した。手に持っている大斧をそのまま全力投とう擲てき。遠心力と重量の合わさった斧は、縦回転のまま、標的を真っ二つにする勢いで迫せまる。だが、クモが僅わずかに右に避さけたことで致ち命めい傷しようを与あたえられない。その代わりに片側の脚あしを全て切り落とし、勢いの衰おとろえない斧は、クモの背後の樹に半ばまで突つき刺ささる。

　その間、身軽になったマギさんは、クモの真正面に駆かけ出し、空からの両手を天高く掲かかげる。

「じゃあ、おしまいだよ」

　インベントリからアイテム化した大おお槌づちがその拳の中に現れた。

　逃にげることのできないクモの脳天に重力と腕わん力りよくそのままに大槌を振り下ろす。

　ぐぎっ……という断だん末まつ魔まとあまりのスプラッターな戦い方に、これが血と肉の飛び散らないゲームで良かったと心底思ってしまう。

「案外呆あつ気けなかったね」

　そう言いながら、投げた斧を回収して、インベントリに仕舞い込むマギさん。

「……いやいや、なんですか!?　あの戦い方は!?」

「何？　って普ふ通つうに【投げ】センスで武器を投げただけだよ」

　そう気軽に言ってのけるが、遠えん距きよ離り攻こう撃げきは、ＡＴＫとＤＥＸの関係性があるのは分かっている。投擲は、投げる物によってはダメージ量が増加する分、コントロールも難しいのだろう。それを補うだけの生産職のＤＥＸの高さ。そして、鍛きたえ上げられた武器。

　まさに、最高の武器職人にのみできる戦い方だ。

「普通は、投げる武器は、ナイフですよね」
















「私ってちまちまと面めん倒どうなの嫌きらいだしね。元々、投擲武器にするつもりだったよ」

　普通、投げ斧ってもっと小こ振ぶりだと思うのだけれど、マギさん両手で投げていたよ。

「それよりユンくん。手て応ごたえなさ過ぎだったね。お姉さん、ちょっと残念だよ」

「あれって初心者向けのユニークＭＯＢだったのかもしれませんね。それより、クモのいた場所に宝箱がありますよ」

「ホントだね。早さつ速そく開けてみようよ」

　俺は、まだ怯えている三匹びきを抱えて、マギさんが開ける宝箱を横から覗のぞく。

「このユニークアイテムは、ユンくんが使えばいいよ」

「えっと……【魔ま法ほうの調味料セット】？」

　説明では『使っても減らない調味料。調味料単体では、満腹度は回復しない』とある。

　これは、砂糖や塩だけ舐なめて満腹度回復を防ぐ意味合いがあるのだろう。つまり、料理に使え。ということだな。塩、胡こ椒しよう、砂糖、カレー粉の四種類の調味料が無限に使える便利アイテム。あのクモが口から噴いていた粉ってまさかカレー粉か？

　スパイス・スパイダーだけに、料理補助のユニークアイテムを落としてくれた。

「まさか、キャンプに使うテントやバーベキューセットをくれるユニークＭＯＢとか居たりして」

「あり得るね。レベルの低いプレイヤーは、そもそもサバイバルに適性のあるセンス構成じゃないならそれを補助するアイテムがあってもおかしくないと思うな」

　俺の呟きに対して、マギさんの冷静な分ぶん析せき。まぁ、貰もらえる物は貰っておこう。

「それじゃあ、もう戻もどりますか。夜になる前に」

「そうだね。あまり暗くなっての行動は危ないからね」

　俺は、三匹の毛玉幼よう獣じゆうを抱き抱えたままキャンプ地点に帰った。




　　　　●




　帰りの道中、マギさんからスクリーンショットが送られてきた。それは、毛玉幼獣を抱えて嬉うれしそうにしている女の姿の俺。顔から火が噴き出そうな俺の姿に、マギさんはにやにやと悪戯いたずらが成功した子どもの表情を浮かべていた。

「マ、マギさん!?　これ何い時つ撮ったんですか！」

「さぁ？　ユンくんって結構無防備だよね。ニシシッ」

「マギさん、さっきのスクショ。誰だれにも見せないでくださいよ！」

「分かってるよ。ユンくんってば、意外と可愛いところあるんだから」

「俺は別に……もういいです」

　マギさんから送られたスクショに関して、俺は誰にも見せないことを念押しした。何となく恥はずかしい。タク辺りに知れたらまた弄いじり倒たおしてくるに違ちがいない。

「ふぅ、それにしてもやっと私たちのベースキャンプに辿たどり着ついたね」

「ええ、少し見ないうちに随ずい分ぶん様変わりしてますが……俺の記き憶おくが正しければただの更さら地ちだったはずですけど……」

　目の前には立派なログハウス。少し小さいながらも寝ね泊とまりするには十分な大きさだ。

「マギっち、ユンっち、お帰り。僕、頑がん張ばったよ！　立派なログハウス！」

「いや……もはやキャンプって何？　って言うくらい立派で。もうこれは別べつ荘そうだよ」

「そう、褒ほめるな。内装も完かん璧ぺきに仕上げてあるぞ」

　ドアから現れたクロードも普ふ段だんの無表情とは打って変わって、微び笑しようを浮かべている。こうして見るとやはりイケメンだ。くっ、女顔な自分と比ひ較かくして少し心の傷が開く。

「さぁ、見るがいい！　リーリーの作り上げた二段ベッド！　そしてそのベッドの枠わくに惜おしみなく使われる寝しん具ぐ！　更さらに、幼獣たちの寝ね床どこもそれぞれ完備している！　どうだ！」

　何時になくハイテンションなクロードに若じやつ干かん引き気味になる。マギさんに関しては、ほー、凄すごい出来だね。とちょっと間延びした声を上げている。

　確かにふわふわな布団と毛布で夜を快適に過ごせそうだ。小振りのログハウスの空間を最大限利用するために二段ベッドにして、カーテンまで設しつらえている。男女の配はい慮りよも欠かしていないようだ。って、俺は男だ！

　更に、木の箱には、クッションが嵌はめこまれ、三匹の幼獣の寝床まで作り上げている。

　これが最高の木工師と裁さい縫ほう師の実力……このサバイバル生活において味方にすると頼たのもしい。けど、才能の無む駄だ遣づかいってこういうことを言うと思ってしまう。

「こっちには、テーブルや木製の食器を作っておいたからユンっちの料理の助けになるよ」

「おおっ、テーブル広っ！　それにしっかりとした出来の食器だ」

　ログハウスのあまりの出来栄ばえに霞かすんで見えたが、食器があると一層料理にやる気が出る。

「ふふふっ、こちらは今晩の安全かつ快適な寝床を用意した。さあ、次はそちらの番だ！」

「はいはい。収しゆう穫かくね」

　俺は、インベントリから食べられる植物やフルーツ、そして鮮せん度どの保たれた川魚などを並べ、最後に魔法の調味料セットを見せる。

「明日あしたの朝の分までは十分に食料はあると思うけど、足りなかったら夜よ狩がりに行ってくるよ」

「予想以上の収穫だな。だが夜狩りは止やめた方がいいぞ。見通しの悪い夜の森は危険だ」

　クロードの言葉ももっともだが、俺には【鷹たかの目】の暗視能力があり、更に【発見】を併へい用ようすることで、獲え物ものの策敵が容易だ。奇き襲しゆうを受ける前に仕留めるか逃げるのが俺の戦術だ。

　相当な強さの敵が出ても、速度エンチャントと敵へのカースドで生存率はかなり高いはずだ。逃げ切れないとしたらそれこそ運がなかったと諦あきらめるしかない。

「夜は、俺の独どく壇だん場じようだよ。それに俺は元々ソロプレイヤーだ。心配無用だよ。まぁ、暗くなる前に焚たき火びでもして明かりを灯ともそうか」

　俺個人は、暗さは問題ないがマギさんたち三人はそうもいかない。ライトの魔法やランタンなどの光源もない状態で夜を迎むかえるのは不安が大きい。俺は、インベントリから川底で拾った石を取り出して円形に配置し、その中に、リーリーの使った木材や落ちていた枝で焚火の準備をする。

　そして、料理をする段階で忘れていたことを思い出す。

「さてと……鍋なべを火に掛かけて……あっ……」

　重大なことを忘れていた。水を確保していない。これではスープが作れないじゃないか。更に、濃のう縮しゆくポーションを希き釈しやくする蒸留水も作れない。

「あっちゃー。うっかりしてたな」

「どーしたの？　ユンくん」

「くーん」

　マギさんとその腕の中に居る子犬が俺を心配そうに見つめる。

「いや、水を忘れたんですよ。今からでも走って汲くんできます」

「待って。もう暗くて危ないよ。私たちの誰かが【水属性才能】を取得すれば済むはずだよ」

「でも、まだ一日目でそんなセンス取得してもな。何が起こるか分かりませんよ」

　俺がマギさんの提案を渋しぶっている間、子犬は、うーうー。と唸うなっている。そして、一ひと吠ほえしたとたん、鍋の中にからん。と硬こう質しつな音がする。

「へっ？　氷？」

「わんっ！」

　一吠え毎ごとに、五センチ大の氷が空中からポロリ、ポロリと零こぼれ落ちてくる。俺はそれが鍋一いつ杯ぱいになる様を見守っていた。

「……まさか、お前の魔法？」

「わんっ！」

「おおっ！　凄いぞ。リクール！」

　抱だき抱かかえたマギさんがそう褒めると千ち切ぎれんばかりに尻尾しつぽを振ふる子犬。

「リクールって名付けたんですか？」

「あっ、そう言えば、ユンくんが手て懐なずけたんだよね。勝手に名前つけちゃ駄だ目めだった？」

「いいですよ。俺は、ネーミングセンスありませんし」

　三匹が、それぞれ最高の生産職たちと戯たわむれている姿を眺ながめる。

　マギさんには、子犬の幼獣。クロードには、子こ猫ねこの幼獣。リーリーには、小鳥の幼獣が。

　それぞれ戯れ、彼らに関心を抱き、認め合っているような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。ぶっちゃけ、俺の元を離はなれてそれぞれの相手を見つけてしまった。

「いいんだ。あいつらが幸せなら、俺はあいつらの幸せのために……」

「ああっ！　ユンくん。現実に戻ってきて！」

　ちょっと不ふ貞て腐くされた気分のまま、俺は夕飯の準備を始める。氷で一杯の鍋を火にかけ、氷を溶とかし、水に変え、料理は滞とどこおりなく作ることができた。

「おーい。夕飯出来たぞ」

　俺が、声を掛けると三人と三匹は間を置かずにやってくる。半日とは言え、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクター規格の味の薄うすい食べ物よりもマトモな食事に飢うえていたのかもしれない。

「今日の夕飯は、焼き魚、つみれのスープ、川魚の香こう草そう蒸むし、野草のお浸ひたしだ。少し魚尽づくしで悪いと思うけど、まぁ初日の夕飯だから。明日はもっと探査区域を広げるつもりだ」

「いや、十分だ。むしろ魚祭りでクツシタが喜んでいるぞ」

「クツシタ？」

　テーブルの上で食べる瞬しゆん間かんを静かに待ち望んでいる子猫を指さす。

「ほら、体が黒いのに手足だけ白。まるで靴くつ下したをはいたようだからクツシタだ」

「見たまんま。ってか、お前はその名前でいいのか」

　なぁ～、と嬉しそうに一鳴きする。一度クロードの肩かたに乗り、彼の頬ほおに頬ずりをしてみせるなどかなり羨うらやましい。じゃなくて、随分好かれているようで。

「子犬がリクールで、子猫がクツシタ。リーリーは、小鳥に名前を付けたのか？」

「うーん。まだだよ。即そく席せきだけど、ネシアスにしよう。愛あい称しようはシアっちで！」

　その声に、リーリーを見つめ、嬉しそうに飛び跳はねるネシアス。

「うわっ……びっくりした!?　シアっち、これから食事だよ」

「ぴーっ、ぴー」

　うん。何か大切な絆きずなが生まれたような気がするよ。あれ？　可お笑かしいな。何時の間にか、幼獣が俺の手から離れたぞ。

「……ううっ、もふ毛玉が……」

「これは……」

「あー、ユンくん。どうしたの!?　そんな落ち込まないで」

　俺に懐なついてくれていると思っていたよ。でもそれは幻げん想そうだった。幼獣たちは正しいパートナーを見つけたようだ。他の三人が自身のパートナーと共に食事をする中、俺は、やはり残る寂さびしさを噛かみ締しめて、決意する。絶対に、俺のパートナーを見つける、と心に誓ちかう。
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「ごちそうさま。ふぅ～、美お味いしかったよ、ユンくん」

「お粗そ末まつさまです」

　俺も食べ終わり、リクールの生み出した氷を溶かした水を飲んで、胃を落ち着ける。

　夕食を食べている間に、辺りはすっかり暗くなり、出歩くには少し危ない時間帯になる。また、このセーフティーエリアを出た他のパーティーは戻ってきていないことからこの場所は俺たちの独どく占せん状態で、非常に静かだ。

「確かに美味しかったな。リアルよりも良い食事を食べたかもしれない。味もしっかりしてるし、たくさん食べても太らない。いいことづくめだ」

　クロードも食後にとても穏おだやかな表情で自身のパートナーを撫なでながらそう評価する。撫でられているクツシタも幸せそうに丸くなり、尻尾をゆらゆら。

　その隣となりでは、リーリーが体を前後にゆらゆらと揺らし船をこぎ始めた。手の中に納まるネシアスを潰つぶさないか心配だ。

「リーリー、大だい丈じよう夫ぶか？　眠ねむいならもう寝ねるか？」

「うーん。寝るよ。僕、なんか疲つかれたから」

　席から立ち上がり、覚おぼ束つかない足取りでログハウスへと向かうリーリーを見送る。彼の手の中に居るネシアスだけでなく、リクールやクツシタも眠そうに後に着いていく。

　このログハウスを建てるのが予想外に気力を使ったのだろう。今日一番の功労者は、リーリーかもしれない。

「リーリー、頑張ったんだな」

「そうだな。こういう環かん境きようで興奮して気張った反動だろ。それで夜は周囲を探たん索さくできないから皆みんなもう寝るのか？」

「私は、少しアイテムの整理でもするよ。ヒマだし、深夜くらいまでは起きてるよ」

「俺は、今日採とれた薬草類でポーションでも作るか」

　リクールの用意した氷を大きな容器に入れてあるので、ポーション作りに必要な水は確保できた。最低限、濃縮ポーションを希釈して、明日使う分のポーションは用意しないと。

「そうか。では、俺もリーリーと共に先に寝かせてもらおう。深夜に起こしてくれ。ここはセーフティーエリアで戦せん闘とう行こう為いはないが、万が一のために寝ずの番ばんが要るだろう」

「オッケー。じゃ、私が寝る時起こすね」

　そう言って、クロードもログハウスへと消えていく。

「うーん。じゃあ、夜は夜で始めますか」

「そうですね」

「それに……夜のキャンプと言えば、ガールズトークはもう定番ですからね」

「いや、だから俺は、男ですって」

　楽しげな笑みを浮うかべるマギさんにそう突つっ込こみを入れつつ、俺は作業を進める。

　毒草系と状態異常バツドステータス回復系の素材は、【錬金】センスで種子に変へん換かんできる物もあり、なんとしても持ち帰らねば、と思う。新たに手に入れた薬草は、気き付つけ草、鎮ちん静せい草と浄じよう化か草、と呼ばれるものだ。

　それと対ついになる毒草では、睡すい眠みんを引き起こす催さい眠みん草、混乱を引き起こす錯さく乱らん草。呪のろいを引き起こす呪じゆ詛そ草を見つけることができた。

　俺は今までの状態異常回復薬を作る時と同じように、薬草と新たな薬草を混ぜてポーションを作る。

　作り上げた薬は、解眠、解乱、解呪というＳＴステータス回復のポーションとなった。また、毒草からも一応は生成できたが、こちらは少数だけだ。

　濃縮ポーションを希釈したアイテムと合わせて、明日の活動に必要な数を用意できたころ、マギさんも持ち込んだ大型武器を溶かしてインゴットに作り変えていた。

「ねぇ、ユンくん？」

「なんですか？」

　カンカンとよく響ひびく音だが、不思議と不快ではない。一定のリズムで刻まれる音は、メトロノームを思い起こさせ、自然と瞼まぶたが重くなる、眠ねむりに誘さそうような音に抗あらがいながらマギさんと話す。

「ユンくんも近接武器って要る？」

「なんですか唐とう突とつに？」

「ユンくんは、【料理】センスを持っているから、包丁を武器にしたら面白いな。と思って」

「包丁取り出して戦う弓使いがどこにいるんですか？」

　闘たたかうコックさんは、両手に包丁構えて獲え物ものを狩かるのですよ、的な？　結構シュールだ。

「そもそも使えるんですか？　近接武器」

「【鍛か冶じ】は、取得センスに関係なく、自分が作れる種類の武器全部に攻こう撃げき判定が発生するよ」

「マジで。それってチート？」

「全然。攻撃判定だけで、武器ダメージ補正とかアーツの恩おん恵けいが全くないからね。だから私は、武器の強度に任せた投とう擲てき戦術なんだけどね」

　ほー、意外と面白いことを聞けたな。でも包丁を武器にか。料理キットの貧相な包丁ではどうしても投げナイフにも劣おとるように思えてしまう。

「【料理】も同様に、普ふ段だん使う道具に攻撃判定が付くなら近接武器があって損はないですね」

「私の武器が出来たら作るね。うふふっ、お姉さんが最高の包丁を仕立ててあげますよ」

　そう言いながら、鋳い潰つぶしたインゴットを仕し舞まい、新たな重量級武器を取り出す。

　俺は、マギさんの金属を打つ音を耳にしながら、ポーション類の作成を続ける。

　薬草は、昼間の内に多くの種類が採れたので、その中のある素材と食材に簡単な加工を加える。

「ううーん！　疲れた！　でも、全部インゴットに戻もどし終えた！」

「お疲れ様さまです。俺も明日あした必要な消しよう耗もう品ひんの準備が終わりましたよ」

　マギさんも疲れた様子で背を伸のばし、肩をぐるぐる回している。

「これからユンくんの包丁を作っちゃうね」

「でもいいんですか？　お金とかは？」

　金欠の俺にとっては気がかりだ。いくら支し払はらえばいいのか、何い時つ支払えばいいのか。だが、そんなこと気にした様子もなく手をひらひらとさせるマギさん。

「あー、お金とか要らないって、どーせこんなキャンプ生活、一週間もしないうちに分かると思うけど、お金って意味なくなるから。この期間中は」

「……そうですね。確かにそうかも」

　イベント参加の条件に所持金の制限はなかった。持っている人は持っているだろうが、こんな場所ではＮＰＣからの買い物や生産職からの安定供給がされなくなるだろう。

　それこそポーションなんかが際限なく、インフレーションを引き起こす。

「……何気に、俺の作ったポーション類って貴重だったりします？」

「今いま更さらだね。アイテム枠わくが百個しかないのに、持ち込める消耗品が少ないと格上か同格のボスと闘うには心こころ許もとないね。ちなみに、七日間一度も武器や防具の修理を受けられない可能性も考えておかないとね」

　楽しそうな口調で語るマギさん、実は、イベント中の生産職って恐おそろしく重要なのかもしれない。そう考えると、このキャンプイベントってかなりの無理仕様になってないか？　今日一日歩き回ったが、採取できるアイテムは、悪意を感じる物が多かった。毒草とか毒果くだ物ものとか。

「まぁ、ユンくんに包丁を作ってあげるのは、私からの報ほう酬しゆうみたいな物かな？　今日の料理ありがとう。これからもよろしくね。的な意味とか、お守り的な意味もあるから」

「そうですか。ありがとうございます」

　俺は、お礼を素直に受け取りながら、沸ふつ騰とうした鍋なべに乾かん燥そうさせたハーブと剥むいたリンゴの皮を入れて、一ひと煮に立たちさせる。それをポーションと同じように濾こして、マギさんと自分のカップに注ぐ。

「これどうぞ」

「うん？　良い香かおりのポーションだね」

「ハーブティーです。今日見つけたハーブとリンゴの皮で作りました。一応【料理】なんですかね？　まぁ飲み物代わりに、ね」

「いやー、ユンくんは本当に万能だね。ユンくん誘さそって正解だった」

「万能って、悪い意味だと、器用貧びん乏ぼうになりますけどね」

　自じ嘲ちよう気味に言いつつ、俺も自分のハーブティーに口を付ける。

　マギさんは、両手で持った木のカップを傾かたむけて、静かに飲む。

「癒いやされるね。あったかくてホッとする。味は、すっきりするね。これが都会の喧けん騒そうを離はなれた静けさ。至し福ふくのひと時なんだろうね」

「確かに静かですね。ゲームなのに夜空が綺き麗れいだし」

「開けた場所だからよく見える」

　焚たき火びの薪まきの弾はじける音を静かに聞きながら、空を見上げて、マギさんの言葉に俺も同意する。

「うーん。お茶、ありがと。私はまた頑がん張ばれそう」

「そうですか。じゃあ、先に寝かせてもらいますね。作ったポーションは渡わたしておきます」

　作ったポーションの各種類の四分の三は渡しておいた。俺個人が使う分は、元々それほど多くない。ポーションなど遠えん距きよ離り職にとっては保険でしかない。

「色々とありがとね。じゃあ、お休み」

「はい、お休みなさい」

　俺は、そう言ってログハウスの中に入る。

　奥の小さな箱の中で丸くなって寝ている幼よう獣じゆうたちの姿にくすり、と小さく笑う。

「……おやすみ」

　静かにそう呟いて、俺も二段ベッドの下段のベッドの中に入る。
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　ゲームの中で寝ねる。という初めての行こう為いは、意外とすんなり行えるもので逆に拍ひよう子し抜ぬけだ。

　すっ、と思考の重さが抜けて楽になる感覚。普段寝るのと変わらない。

　五、六時間ほど寝ただろう。目が覚めると、辺りは薄うす明あかりに包まれていた。

　二段ベッドの下の段に寝た俺は、上の段の静かな規則正しい寝ね息いきを微かすかに聞き取り、マギさんが寝ていることを理解し、静かに抜け出す。

「……起きたか」

「おはよう、クロード。見張り番をずっとしてたのか？」

　起きると、テーブルで革を縫ぬい付けているクロードが居た。

「自分の生産しながらだがな。特に問題はなかった。リアルでも徹てつ夜やは当たり前だからな」

「あんまり不健康な生活するなよ」

「ふっ、無理だな」

　俺の忠告にそう返すクロードは、無言で俺に刃は物ものと革製のベルトを渡してくる。

「こいつは、マギからの渡し物と俺からの礼と詫わびだ」

「なんの？」

「……その、料理と勝手に幼獣に名付けたこと」

「その程度のことに？　俺は気にしてねえよ」

　そう言いつつ、俺は、昨日の残り食材から朝食を作り始める。

　俺の後ろ姿を見ているのか、背中に視線を感じつつ、クロードと会話をする。

「本当に気にしてないのか？　自分の手て懐なずけた幼獣を取られて」

「あー、まぁ、気にしてないって言うと嘘うそになるな。だけど一つだけいいか？」

「なんだ」

　クロードの声が強こわ張ばる。俺が代わりに何か要求するとでも思ったのか。心外だな。要求ではなくお願いだ。

「俺にもクツシタたちを触さわらせてくれ。触って癒いやされたいんだよ」

「……そんなことか？　クツシタたちは嫌いやがっていないし、好きに愛めでればいいじゃないか」

「うん。サンキュー。それとベルトありがと。付けてみるわ」

　早さつ速そく、装備してみたベルトと包丁。腰こし回まわりを覆おおう分厚い革のベルトは、ズボンのベルト通しに通される。抜き身の包丁は、料理キットの包丁よりもやや刃は渡わたりが長く、リアルで使う包丁とほとんど同じサイズだ。





マギさんの包丁【武器・包丁】
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　ベルトも武器もどちらもなかなかに良い装備だと思う。

　試しに、それらを装備して、包丁を構えてみる。

　前後左右と風切り音が耳に届く中で、感想としては十分使うことができる。でも──

「普ふ通つうの包丁だよな。武器にも使えるけど、どこまでいっても包丁だな」

「そうか。その感想は生産職には貴重だ。マギにしっかり伝えるとしよう」

「まぁ、包丁本来の使い方をしますか」

　その包丁を使い、朝食の続きを作る。初めて使う包丁だが、不思議と手に馴な染じむ。

「あ、忘れないうちに伝えておくか」

「なんだ？」

「メニューを開いてみろ」

　いきなり言われた言葉に、なんのことか？　と思ったが、メニューを開いたら、いつものメニュー画面に臨時で一つ追加されていた。

「──【情報掲けい示じ板ばん】？　なんだこれ？」

　突とつ如じよとして現れた新たなメニュー。解放のトリガーは、イベント開始からの時間経過か。それともリタイア数が一定に達したのか。既すでに出来上がっていたスレッドは、最初の方は取りとめのないスレで長くは続いていなかったが、現在は内容ごとに分かれていた。

　俺とクロードが話している間にも、こちらの作業音に目が覚めたのか、幼よう獣じゆうを抱だきかかえたマギさんとリーリーが起きてくる。

　クロードは、その主おもなスレッドの情報を元に朝食の席で今日の予定を話し始める。

「初日に多くのプレイヤーが散ったために、このエリアの大まかな全体像が見えてきた」

　皆みんなが食べる朝食は、フルーツ、煮にリンゴ、お浸ひたし、サラダというヘルシー料理。炭水化物が欲しいが、これでも満腹度が回復するのだからゲーム上問題ない。

　幼獣たちも美お味いしそうにそれらを食べている。

「全体像は、北に山、南に湖、東に遺い跡せき、西に地下ダンジョンというのが主な配置だ。それぞれの中間エリアには、多少レベルの高い敵や素材、そしてそこいら周辺を主体的に活動するプレイヤーたちのセーフティーエリアが多数設もうけられている」

「う～ん。僕、眠ねむい」

「朝食が美味しいね。これでパンとかあれば良いんだけど、ユンくん。パン作れる？」

「必要な物が揃そろえば作れますよ。パンを作る設備が無いので、ナンっぽい物なら」

　目の前でクロードがこめかみに青筋を立てる。いや、話は聞いているよ。でも、長々と話してて面めん倒どう臭くさいじゃん。

「お前ら俺の話を聞け。主に北には俺やマギ、リーリーが必要とする素材がある。それで、ユンの必要とする食材・薬草系は、東から南方面が充じゆう実じつしているようだ。どうする？　ユンは俺たちと動くか？　それともソロで動くか？」

「じゃあ、ソロで南に行くかな？　でもこのログハウス放置していいのか？　昨日見張りまで立てたのに放置って」

「そこは問題ない。ログハウスの所有権は、リーリーが所持したままで奪うばえる物じゃない。壊こわれてもログハウスなどまた建てればいい。リーリーが」

　さらりと他力本願じゃないか。

「修理、建築、木工作業はなんでもお任せ～、う～ねみゅい～」

　頭の上に、ネシアスを乗せて、むしゃむしゃとサラダを食べるリーリー。ネシアスも眠たそうに、小さいくちばしを動かして食べている。

「早い時間に活動して、またベースキャンプ地に戻もどって来る。ってのは分かったよ。お昼はどうする？　一度戻って来て再度探たん索さく？」

「それだと効率が悪いですから、簡単なお弁当を作りますよ」

「じゃあ決まりだな。お弁当が出来るまでアイテムの配分や準備。近場の探索でもしよう」

　クロードの言葉に朝食を食べ終わった者から動き始める。

「はいよ。皆にポーションとか配分してあると思うけど、ついでにこれも渡しておくよ」

　俺は、即そく席せきで作ったエンチャントストーンを取り出す。

「キーワードは、スピード。これだけで速度が上がるから逃にげる時には使ってくれ」

「ありがとう。ユンくん」

「ありがたく使わせて貰もらおう」

「う～っ、むぅ～、はっ、あ、ありがと。ユンっち」

　リーリーはやっと目が覚めたのか、しっかりと焦しよう点てんの定まった目でこちらを見ている。

　そして、その後、三人が散らばって周囲を探索した結果、新たな食材を発見した。

　皆が準備を終えるころには、四人分＋三匹びきのお弁当を作り、それぞれに手て渡わたす。

「じゃあ、いってきま～す、お母さん」

「おう、気をつけて行ってくるんだぞ。そして、リーリー。誰だれがお母さんだ！」

　リーリーのボケに俺がそう突つっ込こむと、他の二人はくすくす笑うだけで否定も肯こう定ていもしない。くぅ……お母さんは止やめろよ。心が痛いから。せめてお兄さんにしてくれ。

「ユンくんも何かあれば連れん絡らく頂ちよう戴だいね！」

「分かりました。そっちも問題があれば連絡ください」

「では、行ってくる」

　三人は、それぞれ自分の得え物ものを手に北へと進む。まぁ弁当を持ったし、未み鑑かん定ていの毒物を食べるような愚ぐ行こうは犯さないだろう。それに、ポーション類だって十分持たせてある。

　あの三人は、引き際ぎわを間ま違ちがえるようなことはないだろう。でも、まぁ少し心配だな。

「……完全にオカンの思考じゃん！」

　自分自身にノリツッコミをしてから一息つく。大だい丈じよう夫ぶだ、俺は俺のことをしよう。と決めて一人で東側へと進み、そこから南下するルートを移動する予定だ。

　敵の強さなどは、掲示板で精査した結果、ユニークＭＯＢでもあまり強くないとのこと。本当に危険なのは、東の遺跡と西のダンジョンのＭＯＢ。だが、東と言ってもあまり遺跡に近づかなければＭＯＢと遭そう遇ぐうすることもないのだから、俺も安心して一人で進むことができた。

　昨日一日で限定的ではあるが、センスのレベルが上がった。
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　だいぶセンスの数が増えて来て管理が大変になってきた。戦せん闘とう用、生産用を上う手まく切り替かえて使わないといけない。そして俺の弓はＤＥＸに依い存ぞんする傾けい向こうが強いので、ＤＥＸ補正の強い【生産の心得】は常時装備しないと落ち着かない。

　今日は自分のパートナー探しもするために【調教】も装備しているが、何ど処こまで効果を発揮するのか不明だ。探すと言っても昨日のように偶ぐう然ぜんの出会いに期待するしかなく、東の遺跡手前まで進み、薬草系の素材を集めた後は、南東方向へと進む。

　食材になりそうなＭＯＢを相手にしながら、森の中のアイテム回収に専念する。

　食材系のアイテムやポーションの素材、また第一の町周辺に出現するブルースライムなど、良く見知ったＭＯＢも出現するので、特に危機感を抱いだくことなく乱らん獲かくしながら進む。

　川に沿って南下していくと、自然物で構成された川の風景から徐じよ々じよに変化が現れる。

　石を積み上げ、稚ち拙せつながら水路を作って南東方向へと引っ張って行く。

　俺は、その水路を辿たどりながら進み、目にした光景に感かん嘆たんの声を上げる。

「うわぁっ……一面の小麦畑か」

　水路が行き着いた先は貯水池であり、隣となりの小高い丘おかには、牧草地。その奥には金色に輝かがやく小麦畑が広がる。ぽつん、ぽつんと、武器を振ふって小麦を収しゆう穫かくしているプレイヤーが見受けられる。開けたこの場所の更さらに奥に、かつての畑の名残なごりなのか、様々な種の植物の自生場所がある。

「まずは、小麦だな。上手くいけば、今日は炭水化物を食べることができるぞ」

　俺は、まず小麦に近づいて、引っ張ろうとするが……ビクともしない。

「取れねぇ……俺の小麦計画が」

　目の前にいる皆みなさんは、自分の得物を振って刈り取ったところで収穫しているようだ。俺もそれに倣ならい、今朝貰った包丁を取り出し、茎くきの部分を持って根元からさくっと切る。

　さくっという感覚。いわゆる快感というやつを感じ、調子に乗って手当たり次第に小麦を集めていく。集まった小麦の束は、【料理】センスの基き礎そスキル【加工】によって小麦粉と麦わらへと変化させる。十束集めて一キロの小麦粉一袋ふくろ分とひと束の麦わら。それを大体三十袋ほど回収したところで、俺は、牧草地へと戻ってきた。

「疲つかれるな。って採り過ぎたかも」

　適当な牧草の上に腰こしを下ろして、小麦を回収した箇か所しよのミステリーサークルのような円形を眺ながめていた。だが、それをボケっと眺めている間に根を残して刈った小麦が成長して、元通りになる。

　途と中ちゆうから現れる人工物の水路、そして明らかな耕作地。そして遺跡やダンジョンなど人が住んでいた形けい跡せき。もしかしたらこの浮ふ遊ゆう大陸は、『人が住んでいた』という設定があるのかもしれない。

「まぁ、それも追々調べるとして。もう一ひと頑がん張ばり食材を集めるか」

　小麦粉三十袋は、四人分にしては多いと思うが、食しよく糧りようはいくらあっても困らない。というより【加工】のスキルで小麦粉に変化させたが、袋ふくろ詰づめの状態で出てきた。この袋はどこから生まれたのか。深くツッコむのはやめよう。

　次に向かう畑の跡あと地ちは、毒草やポーション材料が、野菜と入り混じる形で広がっていた。

　人にん参じんと思って引っこ抜ぬくと、人参の形に似た呪のろいの毒植物──マンドラゴラ。

　そうかと思えば、人参がちゃんとあったり。見た目で判断しようとして失敗するように仕組んである。俺は、採取直後に鑑定できるので、安全か、危険かが良く分かる。

　野菜は、毒物が入り混じる状態の収穫だったために、十分な数を揃えるだけで時間が掛かり、その後景色の良い牧草地へと戻って、昼飯にすることにする。

　天気が良く、牧草地の小高い丘にピクニック気分で座って少し日光浴をする。

「俺も掲示板でも見てみるかな」

　唐とう突とつに思ったのは、圧あつ倒とう的てきにこの状じよう況きようで知識が足りないからだ。周囲の状況、俺の立ち位置。致ち命めい的てきな何かを見落としてはいけないと思った。手軽に食べられるように作ったランチを取り出し、掲示板を閲えつ覧らんしながら、食べる。行ぎよう儀ぎが悪いと思うが、効率重視で。

　掲示板は、纏まとまって幾いくつかの種類に分かれていた。

　スレッドのタイトルには、【ダンジョン・遺い跡せき攻こう略りやく情報その３】【幼よう獣じゆうが可愛過ぎてワロタ】【皆で安全ライフ】【浮遊大陸ＭＯＢ図ず鑑かん】【トレード掲示板・レート相談所】などがあった。

　その中から、俺に関係のある内容を調べようと思ったのだが、ついつい面白そうなタイトルに目移りして、余計なスレッドを閲覧する。

　ダンジョンの構成や罠わなの種類、推すい奨しようレベルやオススメセンスなど。またイベント中の失敗談なども書かれている。

『美う味まそうな果くだ物もの食べたら、毒受けてワロタ』『俺のパーティーは【混乱】受けて一分以上パーティー内で斬きり合い始まって三人オワタ』など、痛々しいものもある。

　掲示板の内容は、面白おかしく誇こ張ちようされていて、取り出した昼飯を忘れて夢中で読み耽ふけっていた。

「わっ！　これ幼獣のスクショ!?　投とう稿こうできるのか！」

　一番テンションが上がったのは、幼獣掲示板だ。幻げん想そう世界の定番生物である黒いミニドラゴンがふわふわな羽毛で覆おおわれていたり……銀色の子ザルが美お味いしそうに果物を頬ほお張ばっていたり……ヌイグルミサイズの可愛い子グマが戯たわむれていたり……

「やっぱり、俺も早くパートナーが欲しいな」

　そう思わずにはいられなかった。

「ふぅ……俺も昼飯食べて午後も頑がん張ばるか……って昼飯どこ？」

　取り出したまま放置した昼飯が綺き麗れいに無くなっており、代わりに真っ白な子馬が眠たそうに膝ひざを折って休んでいた。

　目の前の綺麗な毛並みの真っ白な子馬。撫なでたらきっと、たてがみがさらさらで気持ち良いんだろうな。と思う程だ。状じよう況きようから考えると、この白馬が俺の昼飯泥どろ棒ぼうだと思われるのだが……

「お前、いつからいたんだよ」

　気がつかないほど掲示板に集中していたのか……と俺は思ったが、どうやら違ちがうようだ。

　白馬が視線をこちらにちらりと向けた瞬しゆん間かん、馬と馬の周囲の景色が歪ゆがんで消えた。

「……っ!?」

　だが、俺が消えた場所に視線を集中させると、ぼんやりとだが姿が見えだした。白馬は一歩も動いていないことが分かった。驚いた俺の表情を読みとったのか、どうだ、凄いだろう。とでも言いたそうな不ふ遜そんな態度で姿を現す。

「……お前、ステルス機能搭とう載さいとは……恐おそろしいな」

　驚おどろきに賞賛を混ぜた感想が自然と口から零こぼれる。

「【発見】がなかったら見つけられないぞ」

　隠かくれた罠や採取ポイント、ＭＯＢなんかを見つけ易やすくなる【発見】のセンスが無かったら、飯泥棒の完全犯罪が成立していた。しかも、注意深く探しても、ぼんやりとしか見えないのだ。普ふ通つうに探したり、きょろきょろしていたら見つけられないだろう。

　そんな思いを抱いて、呟つぶやいた俺に対して、特に大きな感情の機き微びもなく、尻尾しつぽを一度振るだけの返答をする白馬。この白馬にとって俺は、どうでもいい存在なのだろう。

　この白馬のステルス機能は、子犬のリクールの氷と同じように個々の幼獣の特性の一つなのだろう。それにしてもあまり好意的な印象を受けない。がこちらへの敵意もなければ、関心もなさそうだ。

「それにしても、俺だって腹減ってるんだけど、飯泥棒。まぁ、俺は作れるからいいか」

　作るだけなら簡単だ。食材も豊富。料理キットを取り出し、料理を適当に作る。

　出来上がった料理と俺を見つめていた子馬は、静かに立ち上がり、野菜炒いためを凝ぎよう視しする。

「……お前、食ったばかりなのに食べたいのか？」

　こくん、と頷うなずくので、俺は子馬の前にお皿を差し出す。

　もりもりと食べ始める姿を見て、今なら触さわれるんじゃないか？　という好こう奇き心しんに突き動かされ、横に回り、体に触れる。

　手全体で触れても全く動じない。なでなで……さらさら。

　ふわもこの幼獣ではないが、この触り心地ごこちは、癖くせになる。

　特に長いたてがみを指の間に通すと、光を乱反射して、綺麗だ。

「……お前、俺と一いつ緒しよに行動するか？」

　白馬は、こちらに頭を向けると、その澄すんだ目でじっと見てくる。十秒、二十秒と長い沈ちん黙もく。駄だ目めか。と半ば諦あきらめかけた時、その頭が、俺の腹にぐいぐい押しこまれた。

「お前っ！　ちょっと、押すな!?」

　いきなりの出来事に、そのまま尻しりもちをつく。予期せぬ転てん倒とうで足をハの字に崩くずした格好──つまるところ女の子座りになり、白馬は、その膝の上に頭を乗せてくる。

「おい……これはどういうことだ？」

　尻尾だけ振って、完全に目を瞑つぶっている。

　そのまま昼ひる寝ねに突とつ入にゆうする白馬。俺まだ昼飯食べてないんだけど、これじゃあ料理できないじゃん。と思いながらも、白馬の気持ち良さそうな姿を見て、何となく邪じや魔ましてはいけないと感じた。仕方なくインベントリの果物を食べて空腹を紛まぎらわす。

　鬣たてがみや額の触り心地を楽しんでいる中で掌てのひらに小さな引っ掛かりのようなものを感じた。白馬の額あたりに少し硬こう質しつな物があるようで、手探りでふわりと柔やわらかく押し返す毛を調べる。

　確かに、何かある。俺の太ふと腿ももに頭を預けている白馬の額の毛を掻かき分わけて、引っ掛かりの原因を確かめる。

「……なんですとー」

　瞬まばたきして、幻げん覚かくではないことを確かめて天を仰あおぐ。俺の反応を見て、少し顔を上げた白馬は、何だ。文句あるか？　と言いたげな様子だ。

　だって、この子。小さな角つのが生えてるんですよ。毛に隠れて気がつかなかったけど、角が生えた馬って幻げん獣じゆう・ユニコーンが有名じゃないですか。

　ユニコーンは、乙女おとめにしか寄り付かない。って俺は女じゃねぇよ。男だ。

　しばらく、どうしたものか。と考えたが、だからどうした。という結論に至る。こんなに、触り心地が良いなら別に角の有無は関係ないような気もしてきた。別に俺にデメリットがある訳でもないのだから。

　それからさらさらを堪たん能のうしつつ、休きゆう憩けいしていると突とつ然ぜん、白馬がむくりと起き上がる。

「……？　どうした」

　しきりに首を巡めぐらせる白馬。湖の方角をじっと見つめる白馬が急に走り出した。

「おい、待てって！」

　俺も慌あわてて着いて行く。なだらかな丘を一気に駆かけ下り、森の中へと入り込んだ白馬は、木々の間を縫ぬうように走り抜ける。

「このままじゃ、置いて行かれるな。《付加エンチヤント》──スピード」

　見失わないように、俺も速度を上げて、追い掛ける。一度、こちらの様子を見るために振り返った白馬は、問題ないことを確認したのか、更に速度を上げる。

「くそっ！　何なんだよ、いきなり！」

　木の根や石などの障害物を避よけて進む。時折見るサバイバル用の便利アイテムを落とすユニークＭＯＢを全て無視して通り過ぎた時は、勿もつ体たいなく感じた。

　そして、小麦畑から森に入り、マップでは、南部の特に何もない場所で白馬が止まった。

「いきなりで追い掛けたけど、俺から逃にげてた訳じゃ──って人が！」

　白馬の足元には、俯うつぶせに倒たおれたプレイヤーが居た。

　小こ柄がらな体格と長い髪かみから女性だと分かり、その周囲には、ミルバードと草そう食しよく獣じゆうの二匹ひきのＭＯＢがいた。

「襲おそわれている!?　とにかく──」

　俺が一歩足を踏ふみ出すと、草食獣とミルバードが距きよ離りを取るように俺から離はなれる。また、白馬もその二匹のＭＯＢと倒れたプレイヤーの間に立つように位置する。優先すべきは倒れているプレイヤーだ。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……動けない、です」

「何があった!?　ＭＯＢに襲われたのか！」

「……たべ、もの」

　はぁ？　確かに、彼女のＨＰは襲われたにしては不自然な程満タンであり、状態異常などの行動阻そ害がいを受けた様子もない。そして、食べ物って……

「……行き倒れかよ」

　綺麗な顔して残念なことを言うこの人に溜ため息いきを吐つきながら、果物を幾つか取り出す。それを震ふるえる手で掴つかみ、野性味あふれる食べ方をする姿には、千年の恋こいも冷める程だ。

「ふぅ……やっと三割回復ですね」

「まだ食くう気か」

「いえ、私もそうですけど、使し役えき獣のこの子たちにも必要です」

　そうやって指差す先に、先ほど彼女を取り囲んでいた草食獣とミルバードを呼び寄せる。敵意などはない様子で味方のようだ……ってことは。

「【調教】のセンスを持っているのか？」

「ええ、詳くわしい話は食べながらでも……」

　いや、その台詞せりふは、食べ物を用意する側が言うものだろ。今まで行き倒れていたやつの言う台詞じゃないだろ。と喉のどまで出かかった言葉が、あるものを見た瞬間、引っ込む。

「エルフ耳……」

「えっ、はい。エルフ耳ですね」

「どうして？」

「ああ、キャラエディットで耳を弄いじったんです。エルフみたいな外見にしたかったから」

　へー。俺はカメラ撮さつ影えいのデフォルトのまま、身体修正受けたんだよな。女性的に。

　耳に掛かかった金きん髪ぱつを搔かき上げて、とんがりエルフ耳を見せてくれたので、マジマジと観察させてもらったが、女性を不ぶ躾しつけに見るのはいけないと気がつき、視線を逸そらす。

　話は、食べ物でも食べながら聞くことにしたが、採って来た果くだ物ものを全部食べる勢いの一人と三匹びき。っておい、白馬の幼よう獣じゆう。お前はさっき食べただろ。とジト目で見るが知らんふりをされた。全く……

「では、自己紹しよう介かいです。私はレティーア。一応森の民たみエルフをイメージして作りました。そして、使役獣は、草食獣のハルとミルバードのナツ」

「俺は、ユンだ。見ての通り、弓使いだ」

「まぁ、恰かつ好こうから見て分かります。そして早く変えることをお勧すすめしますよ」

「妹にも言われた。けど、今は気に入ってるんだ。ほっとけ……。それより、レティーアは、何であんな所で倒れていたんだ」
















「それは、非常に深い理由があります……」

　深い理由。誰だれかに食しよく糧りようを奪うばわれたとか、逃げるために全てを差し出したとか──

「イベント期間中に何としてもレア幼獣を見つけようと森へ入ったはいいのですが、一人分の食糧を私とハルとナツの一人と二匹で分けることになり……と色々ありました」

「いや、自業自得過ぎて何も言えない。食べ物も色々な所で採取できるだろ。対応するセンスを持ってれば、鑑かん定ていして安全な物も調べられるだろ？」

「それは……お恥はずかしいことですが、夜通しの活動のために【光属性才能】のセンスを得たので、新規センスを取得できないのです」

　おい、やっぱり自業自得なんじゃないのか。と溜息を吐つきたくなる。

「じゃあ、どこかのパーティーに入れてもらえ。それか手元のアイテムで物ぶつ々ぶつ交こう換かんでもしろ」

「消しよう耗もう品ひんも微び量りようながら満腹度を回復できるので、それも食べました。拾った食糧でも何度か状態異常を貰もらいました」

　自信満々に言うことか！　しかも、消耗品を使うじゃなくて食べるって……

「はぁ、全く、安全な食べ物を教えてやる。それをお前に渡わたして口にすれば、アイテムの詳しよう細さいが分かるだろ。その代わり、さっき食べた食糧分のアイテムと交換だ」

「つまり、私は、現在満腹なのに、それを超ちよう過かして食べろ、と言うことで？」

「気にするところって、そこ!?」

「更さらに言うなら、ハルとナツ分も合わせると三倍も食べろと……鬼おにですね」

「なんか、非常に不服なんだけど……」

　乏とぼしい表情で淡たん々たんと告げられた内容にツッコミを入れれば、クスっと小さく笑みをこぼすレティーア。

「冗じよう談だんですよ。面めん倒どうを見て頂き、ありがとうございます。ユンさんは、優しい女性ですね」

「だから、俺は──」

「──それでこの白い馬の名前は？」

「話聞けよ。残念エルフが」

　腹の膨ふくれた草食獣のハルとミルバードのナツを引き連れるレティーアに、俺が男であることを伝えられなかった。彼女の興味は、白い馬に向いている。

「レア幼獣ですか。欲しいですね。もう名前は与あたえたんですか？」

「いや、名前って言われても……なぁ」

　俺が白馬の幼獣に同意を求めるように言うと、ふんと顔を背そむけられる。まだ名前も付けてないし、パートナーにもなっていない。しばらくすると、スッと体を消し、どこかへと行ってしまう。

「ああ、行っちまった」

「何かまずかったですか？」

「気まぐれじゃないのか？　出たり消えたり。それより、適当にアイテムを探しに行くぞ。俺が鑑定する。それで集まったアイテムは、二人で分ける。いいか？」

「ええ、毒とか混ざっていてもいいんですか？」

「いいんだよ。毒食材以外にも生産素材なんかは使い道がある。どこかのベースキャンプで生産職がいれば、素材と生産物を交換してくれるかもしれないだろ」

「分かりました。頑がん張ばって探します」

　そう言って、ハルとナツの二体の使役獣を駆く使しして、森の中を探し始める。

　俺も減った食材や足りない食材を集めるために森の中に入っていく。ただ、消えたように見せて俺の後についてくる白馬の幼獣の存在を感じながら。
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「例えば、今まで満腹度回復のために食べていたこの毒草の類たぐいも調合すれば、ＳＴステータス異常薬になるのですね」

「いや、その言い回しはおかしいけど、概おおむね間ま違ちがってないな」

　二人で集めたアイテムの山は、多様な種類が集まり、最終的にレティーアに覚えさせないといけない。

「ほら、これを食べろ。そしてその後これも喰え」

「無理です。何で毒だと分かって食べるんですか……」

「安心しろ。すぐに解毒草も食べれば、もしかしたらダメージを最小限に抑おさえられるだろ」

「だからって……」

　そう、今は、危険な食材を抜ぬいた実用的な素材をレティーアに、文字通り体で覚えさせている。所謂いわゆる、『男識別』などと呼ばれる方法でだ。また、雑談も交えながら、一つ一つ使い道を教えていく。

「【調合】持ちに状態異常や状態異常回復の素材を持ち込めば、色々なアイテムを作ってくれるはずだ。次は、普ふ通つうの食材だが……」

　普通にデメリットのないアイテムは、使役獣のハルとナツに食べさせることでも鑑定できることが判明。レティーア本人がたとえ使役獣にでも毒草など使いたくないと、自ら進んで口にしている。決して、俺が苛いじめている訳ではない。

「ううっ……これがキャンプ。毒すら口にしないと生き残れないなんて」

「いや、普通に鑑定できれば、食べないからな。それに一度覚えれば、あとは、危ない橋を渡らなくて済むから」

　淡々と識別のために素材を口に詰つめ込むエルフ風美少女は、視線を使役獣の方に向ける。主あるじの向ける視線を無視し、むしゃむしゃと旨うまそうに素材を口にする使役獣たち。パートナー関係とは何か。疑問に思わせると同時に、非常にシュールな光景に微び妙みように悲しい気持ちになる。

「まぁ、なんだ。イベントで生き残れば良いこともあるさ。だから、無茶するな」

「あなたは不思議な人ですね。行き倒れを助けて、見返りなく生き残る術すべを教えてくれるんですから……」

　特に深く考えずに手助けしただけなのだが……

「それに、弓を武器にしていること。不ふ遇ぐうセンスを持ってるという点で共感できます」

「なぁ、何気に喧けん嘩か売ってないか？」

「そんなことはありませんよ。【調教】センスだって不遇だの死にセンスだの呼ばれたので、それなりに色々言われたのかな。と」

「あー、そう言えば【調教】もそんなこと言われてたな。方向性定まらずに取得しただけで使ってないんだよな」

　レティーアの話で思い出したが、【調教】センスは死にセンスだ。使役ＭＯＢを入手できる確率が非常に低く、運が必要になることがあるために死にセンスになっていた。

「その認識は、半分正しくて、半分間違っているんですよ」

「はぁ？　どういうこと？」

「完全な運任せ以外にも工夫はあるってことです。例えば、動物を手て懐なずける方法は、何がありますか？」

「えっと、餌え付づけとかかな？」

「そうです。他にも、戦せん闘とうによる調教や技能を見せることで相手と共感することがポイントなんです」

　確かに、戦闘だけの【調教】だと完全に仲間に運任せになるが、いくつかの方法を試すことで確率を上げることができる。相手にもっともマッチする方法をとれば、ぐんと仲間になる確率が上がる訳か。ただ、手法や確率が上がっても、最後には運の要素が絡からむので、試行回数を増やす必要はあるらしいが。そして、仲間になったＭＯＢは、召しよう喚かん石というアイテムとなり、呼び出しが可能となる。

　召喚石で呼び出すＭＯＢは、種類ごとにコストが決まっており、コストにはＭＰを使用する。そのために、プレイヤーは自身のＭＰ上限に適したＭＯＢを【調教】する必要があるとのことだ。

「と、こんな感じですね」

「ふーん。そうなのか」

　レティーアの説明を聞きながらのアイテムの識別作業。そろそろ終わりも見えてきたころソレはやってきた。

「はっ!?　あれは、幼獣」

「えっ、嘘うそ。どこに……」

　レティーアの視線は、俺の後ろに釘くぎ付づけになっており、その視線の先を追えば、木の太い枝の上にそれは居た。

　細長い胴どう体たいに白い毛と真っ赤な目をした生き物だ。イタチやフェレットのような生き物は、こちらを観察するようにじっと見ている。

「では、ここで先ほど話したことを実演するとしましょう。いきなり戦闘で屈くつ服ぷくさせるよりもまずは色々なことを試しましょう」

　そう言いながら、レティーアは鑑定した無毒の果物を持ち、木の上の幼獣に話しかける。

「ほら、食べ物だよ。こっちに来て」

　イタチもどきの視線が果物に向き、そろそろと木から降りてくる。ただ、俺が幼獣に遭そう遇ぐうした時とは違い、大分警けい戒かい心のようなものを持っているのか中々近づいてこない。

「では、次に楽器などの演奏で心を奪うとしましょう」

　そう言って取り出したのは、横笛だ。流石さすが、エルフを自じ称しようするだけあってどんな綺き麗れいな音ね色いろを奏でてくれるのか。と期待していたが──

　ぴーひょろろ～、何とも間ま抜ぬけな音と単調な音の繰くり返しが林の中を空むなしく駆かけ抜ける。

「こうして【楽器】などを使って友好を深めたりもします」

「それ以前に、びっくりして硬こう直ちよくしてるだろ！　あのイタチもどきが！」

「おかしいですね。ゴブリン相手なら、両手を振ふり回して狂きよう喜き乱らん舞ぶするんですが……まあ、演奏が終われば、襲おそってきますね。レベルが低いのが原因かもしれません」

　駄だ目めじゃん。と思った時、イタチもどきの幼よう獣じゆうの雰ふん囲い気きが変わっていた。

　残念な笛の演奏が終わると同時に、警戒心から一気に敵てき愾がい心しんを剥むき出しにして、こちらを威い嚇かくしていた。

「なぁ、完全に怒おこってるんだけど……」

「たまに、全く的まと外はずれな勧かん誘ゆう方法をすると一気に敵対状態になることがあるんですよ。珍めずらしいですね」

「それ、駄目じゃん！　って、うわっ!?」

　イタチもどきの短い手が薄うす緑みどり色の光に包まれ、風が渦うず巻まき始める。振られた手の延長線上から咄とつ嗟さに避よけた後を鋭するどい風が通り抜け、地面に小さな痕あとを残す。

「カマイタチか。敵対したら、倒たおすしかないのか？」

　ベルトに括くくりつけた包丁を引き抜き、カマイタチと対たい峙じする。レティーアとその使役獣の二体も配置につくが、パーティーを組んでいる訳じゃないから。共きよう闘とうペナルティーを受けないように役回りを決めないと。

「レティーア。戦闘になったらどうする？」

「残念ですが、私は、近接での戦闘力はありませんよ。殆ほとんど、ハルとナツに任せていますから。お願いしますね」

「はぁ、俺だって近接は素人しろうとなんだけどな」

　距きよ離りが近すぎるあまり、長弓では取り回しが難しいと判断し、包丁を取り出したが、ここは戦わずに、戦術的撤てつ退たいがいいだろうな。だが、このまま大人しく見み逃のがしてくれる雰囲気ではない。

「俺が前。レティーアは、ペナルティーのない範囲でサポート頼たのむ」

「分かりました」

　即そく座ざに後ろに下がるレティーアとその脇わきを固める使役獣たち。俺が先手を……と思っていたところで包丁を持つ手に引っかかりを感じる。

「お前……何だ」

　今までレティーアから隠かくれていたユニコーンの幼獣が俺の袖そでを咥くわえ込み、武器を振れないように邪じや魔ましてくる。

　こいつまで敵に回ったか？　と思ったが別に攻こう撃げきを仕し掛かけてくるという訳でもない。どっちの味方という感じでもなく、目には敵意はない。

「来ます！」

「っ!?　痛いな」

　飛来する風ふう刃じんをユニコーンの幼獣と共に受けて、ＨＰを減らす。衝しよう撃げきで一歩下がるが、即座に後方で構えていたレティーアが回復魔ま法ほうで俺とユニコーンの幼獣の傷を癒いやす。

　カマイタチから攻撃を受けても、あちらにも敵対しないユニコーン。倒すな。って言ってるみたいじゃないか。

「分かったよ。倒さずに無力化すればいいんだろ。それでいいなら放せ」

　俺の言葉が通じたのか分からないが、咥えていた袖を放し、俺から距離を取る。倒さずに無力化する方法は、ある。

「レティーア！　回復の手を止めてくれるなよ。《付加エンチヤント》──マインド！」

　エンチャントにより魔法防ぼう御ぎよを高め、後退した一歩を再び踏ふみ出す。続けて放たれる風刃を腕うでを交差させた状態で受け止めるが、先ほどよりもダメージを減少させることに成功した。間かん髪はつ入れずに、俺に降り注ぐヒール。着実に距離を詰め、それに比例して錯さく乱らんとも呼べるほどの攻撃を放ってくるカマイタチ。そして、手の届く距離まで来た俺は──

「面めん倒どう掛かけるなよ。全く──」

　インベントリから取り出した液体をカマイタチの頭から振りかける。直後に倒れるように動きを止めるカマイタチ。

「何でも作っておくものだな。状態異常薬」

【眠ねむり】の状態異常を引き起こす薬を受けて、浅い寝ね息いきを繰り返すカマイタチ。これでも後、十秒もしない内に目を覚ますかもしれない。

　そんな俺の脇を抜けて前に踏み出したユニコーンの幼獣は、額に光を集めて、それを寝ているカマイタチに接せつ触しよくさせる。それにより減少していたＨＰと状態異常を回復させていく。俺たちとの接触では攻撃を与あたえていないから、それ以前にダメージを受けていたことになる。

「あっ、目を覚ました」

　目覚めてすぐは興奮状態だったカマイタチだが、回復した自分の体を確かめるような仕草をした後ユニコーンと俺たちを見て、慌あわてて逃げていく。それを後ろから見ていたレティーアは、少し残念そうに呟つぶやきながらも、特にそれ以上は言わなかった。

「ありがとな、サポートしてくれて」

「いえ。適材適所です。でも、ユンさんは、やはり不思議な人ですね。まぁ、レアＭＯＢの幼獣を安易に倒すのは損失ですからね。良い判断だと思います」

「俺の判断じゃないんだけどな。って、もう隠れたのか」

　ユニコーンの幼獣は、用が済んだとばかりにステルス能力を使い、少し離はなれた所に居た。

「それにしても私たちと会う前に誰だれかから攻撃を受けていたようですね。ダメージを受けてました」

　幼獣を狙ねらったプレイヤーがいるのか、それともＭＯＢ同士で戦闘でもやったのか。

「分からん。っと、もうじき日が暮れるな。レティーアはどうするんだ？」

「適当な場所にベースキャンプでも作って休みます」

「じゃあ、ここでお別れだ」

「そうですね。また、ご縁えんがあれば」

　そう言って、自身のパートナーたちを引き連れて、この場から森の中へと入っていくレティーアが見えなくなるまで見送る。

「さて、俺たちも戻もどるか……うん？　なんだこれ」

　カマイタチの幼獣が居た場所に、鈍にぶく光る物があった。赤っぽい色の金属で出来た指輪だった。アイテムの詳しよう細さいを見ることができなかったために、【細工】センスに付つけ替かえて、鑑かん定ていした。





ラース・リング【装そう飾しよく品】

ＤＥＦ＋15　ＭＩＮＤ＋15　追加効果：【怒いかり３】






　なんとも物ぶつ騒そうな装備だ。だが、何な故ぜこの場所にあるのかが分からず首を捻ひねる。細かく精査していくと、模様が妙みように刺とげ々とげしく不ふ吉きつな感じがする。

「まぁ、考えても仕方がないか。こいつは、インベントリの奥にいてもらおう」

　そう呟き、俺もベースキャンプへと戻る。途と中ちゆうまでユニコーンの幼獣が着いてきたが、ベースキャンプのマギさんたちを見て、また隠れるように逃げてしまった。

　縁があればまた会えるかもしれないと思い、頭の片かた隅すみに追いやり、マギさんたちと今日の成果を報告する。







　四章　泳ぎと湖底遺い跡せき







「今日も別行動だけど、ユンくん大だい丈じよう夫ぶ？」

「問題ありませんよ。ただ、噂うわさの湖の中を見に行くので、【泳ぎ】のセンスがないとどうしても探たん索さくはできませんから。それに何か見つかるかもしれないし」

　マギさんに心配される三日目の朝。昨日の夜、暴れる幼よう獣じゆうに無む抵てい抗こうで挑いどんだことをうっかり話したら、マギさんに酷ひどく心配された。

「ユンくん、無茶しないでね。無事に帰って来るんだよ」

「分かってますよ」

「ほら、行くぞ。今日こそ、生産に必要な素材を見つけるんだ」

　マギさんは、クロードとリーリーと共に北側のエリアの探索域を広げる様子だ。昨日は、安全マージンを取りながらの探索だったが、フィールドに出現するＭＯＢは比ひ較かく的てき単調で弱い印象があるようでもう少しアクティブに活動しようとのことになった。

　腕に毛玉たちを抱だき、心配そうにこちらを振ふり返るマギさんを笑顔で見送り、見えなくなったところで俺も小さな笑みを浮うかべながら、心配性しようだな、と呟く。

「さて、マギさんたちも出たし。俺も今日は湖に直行だな」

　そう呟き、自身のベースキャンプにしているセーフティーエリアを抜ぬけ出すと、目の前にユニコーンの幼獣が現れ、俺に着いてくるように隣となりを歩く姿に俺は苦笑を浮かべる。

「やっぱり、近くにいたのか。昨日もあのままベースキャンプに来ればよかったのに」

　俺の隣を並んで歩く子馬は、ポニーほどの大きさで、マギさんたちに抱かかえられたリクールたちとは違ちがう赴おもむきがある。

「名前がないままだと不便だよな。お前の名前、どうする？」

　特に反応を示さないユニコーンを見て、顎あごに指を当てて唸うなるように名前を考える。

「無口だな。しゃべらないから……クチナシとか。って、うわっ!?　気に入らなかった!?　ごめんごめんって」

　俺を後ろから頭ず突つきして、不満を表す白馬。名前って難しい。

「うんじゃあ、リゥイ。リゥイはどうだ？」

　そう言うと、頭突きをすることを止やめ、つんとした態度を取るものの決して俺から離れず歩調を合わせてくれる。気に入ってくれたかは分からないが、認めてくれたと思っていいだろう。そう言えば、ユニコーンの幼獣──リゥイのことをマギさんたちに話すのを忘れていた。

　俺たちは、一度南東の人工水路に向かい、水路に沿そうように湖を目指す。

　水路と湖の境界ははっきりと分かれており、湖の縁ふちは干ひ潟がたになっていた。

「浅あさ瀬せにも生き物が居るし、食しよく糧りよう確保する分には、【泳ぎ】は必要ないか」

　俺が一歩干潟に踏み出すが、足元が不安定で少しバランスを取るのに手間取る。リゥイは、その不安定な足場には決して入ってこない。

「リゥイは、干潟が駄だ目めか。そこで待ってろ。今晩の食材採りに行ってくるから」

　そう言うと、リゥイが首しゆ肯こうして膝ひざを折って昼ひる寝ねを始める。

　俺は、意識を干潟に戻す。少し深みに進めば、大ぶりのエビや貝などが見てとれる。

　腰こしを屈かがめて取ろうとすると、エビや貝が大きな鋏はさみや貝かい殻がらで手を挟もうとする。

「あぶねぇ……ってこれＭＯＢ扱あつかい？」

　試しに包丁を取り出してその場で斬きりつけるが、ダメージが入らない。改めてセンス装備を整えると攻撃に判定が発生した。と言っても殻に弾はじかれるだけだ。

「動きも遅おそかったり、動かない。それで、ＭＯＢ……こう、エビは、後ろに回って、甲こう殻かくの隙すき間まに包丁を当てて……」

　相手を踏ふみ、動きを止めてから包丁の先せん端たんを隙間に押し当てる。ふぅー、と息を吐はき集中。一気に包丁に力を込めて、隙間から両断する。

　最初は強い抵てい抗こうを感じるエビの殻を、力押しで押し込めば、ゴリッという最後の抵抗の後、姿が消え、インベントリにエビが入っていた。

「ＭＯＢ狩がりで包丁って使えるんだな。短たん剣けん使いならぬ、包丁使いってネタにしかならない」

　だが、短剣は、そこそこの厚さがある。こうまで綺き麗れいに隙間を攻せめることができるのは、包丁の薄うすさと鋭するどさがあるからだろう。

　その後も、殻に籠こもった貝の隙間から包丁を差し込み、中で貝柱を切り落とすと貝を手に入れることができた。

　どれも一体ずつ動きを止めてから隙間を狙っているので効率が良いとは言えない。時間ばかりが掛かかってしまう。

　だが、敵をちょうど百匹ぴき倒たおした時──

『【料理】センスがレベル10以上。料理系装備による百体討とう伐ばつによりスキルが発生します』

「おっ？　レベルとイベント以外でスキルが発生するんだな」




【料理】スキルの基き礎そ三つ【調理】【加工】【促そく進しん】に新たに一つが加わった。

　それにしても包丁でＭＯＢに攻こう撃げきするとレベルが上がる。って何？

「《食材の心得》──十分の間、敵に赤いマーカーが発生する。その場所を攻撃するとダメージ増」

　つまり、弱点発見のスキルなのだろうか。試しに使ってみると、周囲のエビの甲殻の隙間に赤いマーカーの線が走る。

【付加】とは違い、ステータスに補正を掛けないので、武器センスのダメージ補正に近い感じだ。限定的な攻撃範はん囲いによるダメージ補正は、完全に下位互ご換かんと言えるだろう。

「食材も十分に集まったことだし、一度湖の中を確認して、帰るか」

　装備の【調薬】センスを外し、【泳ぎ】センスに切り替える。レベルの高い【調薬】を外すのは少し不安があるが、そこはエンチャントの補正で何とかカバーする。

　水中は澱よどみなく、水の流れで水草がゆらゆらと揺ゆれ動いていた。

　川の急流に比べれば抵抗の少ない水の中を自由に泳ぎまわり、湖底に建物の端はしっこのような物を見つけた時、視界を猛もうスピードで泳ぎ過ぎる黒い魚ぎよ影えいを見つけ、咄とつ嗟さに避よける。

（あぶなっ!?　なんだあれは）

　振り向きざまに見る魚影は、黒々とした体長一メートル五十センチはありそうな巨きよ大だい魚。名前は、ヨウショク・クロマグロ、という。

　今まで相手にしたエビや貝とは比ひ較かくにならない強さの魚ぎよ介かい類るいに俺は確信する。

（こいつはこの湖のユニークＭＯＢだ）

　どうする、湖底の建物を調べたいが、やつが絶対に邪じや魔まをする。ならば、退しりぞけるしかない。

　俺は、一度水面に浮ふ上じようする。途中まで俺を追ってきたクロマグロだが、ある一定の深度からは抜け出せない様子で、途中で戻って行く。

「さて、戦略でも練って、やつを討とう伐ばつするか」

　最悪、水面へと逃にげればやつは追ってこない。できるだけ挑ちよう戦せんするか。俺は、水面で体勢と呼吸を整える。自身に、ＡＴＫ、ＤＥＦ、ＳＰＥＥＤのエンチャントの三点強化。更さらに取得直後の《食材の心得》により弱点発見を施ほどこす。

　包丁を握にぎりしめ、再び、水へと潜もぐり、マグロを探す。

　だが探す手間はかからない、一定の水域を回遊しているマグロは、自身の領域に入ってきた俺に向かって、突とつ撃げきしてくる。

　今度の接せつ触しよくでは、回かい避ひを小さくして、やつの体に走るマーカーに狙ねらいを定さだめて包丁を振る。

　巨体に何本も走るマーカーめがけ腕うでの力で振るうが、マグロに包丁が刺ささった瞬しゆん間かん──

（痛っ!?　腕を──）

　突つき刺した包丁ごとマグロに引かれる。包丁がマグロの体から抜けず、それを握る俺の体を引っ張る。激しい水の抵抗に晒さらされ、俺のＨＰが徐じよ々じよに減らされていく。

　ヤバいと思ったが、包丁が抜くに抜けず、やつが方向を変えるために減速した瞬間を見計らって、包丁を抜いた。

（抜けろ──っ!?）

　脱だつ出しゆつできたことに気を抜いていると、旋せん回かいするために大きく振るわれた尾おひれが俺の脇わき腹ばらを捉とらえ、水の中で大きく弾き飛ばされる。

　水の中で上下も分からないくらいに揉もみくちゃにされて、やっと止まったところでマグロが眼前に迫せまり、慌あわてて水面に逃げる。最初の接触は、俺の負けだ。

「くそっ！　やつは、殆ほとんどダメージを受けてないのに、俺だけ五割以上持って行かれた」

　速度が遅ければ取り付き、包丁で滅めつ多た刺しにでもするが、引き回すことさえ攻撃になる。こんな時、《呪加カースド》で相手の速度を落とせれば良いが、水面からは距きよ離りがあり、水中では言葉を発することができないから無理だ。

　ポーションでＨＰを回復して、再び水中に戻もどる。

　距離感は、問題ない。攻撃の方法を変えなければ、

　さっきみたいに突けば、引き回される。刃は渡わたりが長ければ、水流の範はん囲い外がいから斬ることはできるはずだ。陸から弓で射るには、水の抵抗で矢が失速する。

　俺は、攻め方を見つけることができないままただ避けることを反復する。

　……三回、四回、五回、六回、七回、八回。

　九回目の対たい峙じ。この戦いを始めて一時間が経過しようとしている。機械的に、水中での最適な動きを体に覚えさせる。その間、延々と攻撃方法を考える。

　有効な攻撃手段は、握った包丁だけ。包丁をどう使う？

　頭の中で、包丁の使い方を思い出す。包丁は、押して、引く。これが基本の動きだ。では、水中のマグロを押して、引くにはどうするか。

　ちょうど、向かってきたマグロ。

　脇わきをしめたまま、両手に握りしめた包丁をマーカーに突き立てる。

　マグロの推進力と俺の推進力が交差する時、包丁はなめらかに進む。

（よし、斬れた）

　ただ刃は物ものを固定し、互たがいの推進力だけで斬る。

　水中は抵抗が大きいので、やみくもに腕を振るい、突くよりも、泳ぎながらそえるだけ──その結果がこれだ。

　今の一いち撃げきは、マーカーをなぞるようにして斬ったが途と中ちゆうで僅わずかにずれた。次は、きっちりと線に沿わす。今度は、俺から攻こう勢せいに打って出る。

　水を蹴けり、マグロに真正面から進んでいく。

　水の中でスピードに乗り、今度は俺が水の流れを生み出す。

　互いに肉にく薄はくするその一いつ瞬しゆん、俺は、体を反そらし、一番長いマーカーへと包丁を突き立て、足に力を入れて、一気に尻尾しつぽまで駆け抜ける。

　水を蹴る勢いと相まって、今度は、力負けすることなく、綺麗にマーカー通り斬れた。

　これは、一つの自信となったが、時間が来た。一度水面に上がり、体勢を立て直す。

「やっと一割削けずった。後は、九割」

　十度目の挑戦。

　正面から挑いどみ、迫る。互いに勢いづいた正面からのチキンレース。万が一俺が避けるタイミングを失敗すれば、質量的に勝まさっているマグロに腹を持っていかれるだろう。だが、避けて斬るだけでは大きなダメージは入らない。

　交差する度に、減って行くＨＰ。そして最後の正面対決。

　すっと、差し込んだ包丁は、マグロの体をすべり、最後には絶命へと追い込んだ。

（──解体完かん了りよう。なんてな）

　強敵だった。一対一なら今まで遭あったどんなＭＯＢよりも強いだろう。ボスと比ひ肩けんするのは、可お笑かしいかもしれないが、環かん境きようが環境なだけにボス以上に強いと感じる。

　そして、ユニーク討伐の報ほう酬しゆうである宝箱が水中で生まれ、沈しずんでいく。

　俺は、慌ててそれを追い、水底に落ち着いたのを確認して、宝箱を開ける。

（さて、ヨウショク・クロマグロならどんなアイテムを落とすのか）

　期待して取り上げたアイテムを見て、目が点になる。そして俺は、この思いを伝えるために全力で水を蹴り、真上へと突き進む。

「ヨウショクって食べ物の方の洋食かよ！」

　入っていたアイテムは、洋食料理セット。

　パスタ生地を入れて、ハンドルを回すとパスタが出てくる道具とか、ボールに、寸ずん胴どう鍋なべ、大型魔ま導どうコンロ、色々な道具が入っていた。

　ありがたいし、運営がネーミング的に茶目っ気を出しているのは分かるが、でもどうしても納得できない。




　　　　●




「あーっ、どっと疲つかれた。もう水中確認したら帰ろう」

　俺は、水中で見つけた人工物目掛けて潜って行く。建物は石造りで、入り口は、一か所。

　そこから入り込むと、内部は空気で満たされ、松たい明まつが掛かっていた。

「おいおい、こんな松明湿しめって使えないだろ」

　そう思いながらも、料理セットのチャッカマンで点火してみると火がついた。ゲームだからありなんだな。次々に火をつけて進んで行くと、部屋の全体像が見てとれる。

　細長く、奥まで続く石造りの壁かべには、漆しつ喰くいが塗ぬられ、その上から絵が描えがかれていた。

　様々な動物の絵。狼おおかみ、虎とら、巨鳥、象、熊くま、狐きつね、竜りゆう。その他たくさんの動物たちと共存する人間。一切の文字はなく、ただ絵だけで表現された空間。

　部屋をめぐってみると、別の空間へと続くような通路を見つけたが、天てん井じようが崩くずれ落ちて通ることはできなかった。

　注意深く周囲を探るが、動物の絵しかない。

　それを少しずつ、スクリーンショットで撮さつ影えいし、捉とらえ漏もらしのないようにする。天てん井じようにも似た共存の絵。

　そして、最さい奥おうに進むにつれて、絵の様相は変わって行く。

　動物と共存していた人間が、動物を使し役えきするようになり、使役された動物は、人との繋つながりを大切にした。

　その絵の中で一ひと際きわ異い彩さいを放っている存在があった。

　大きく割れた口と不ふ揃ぞろいで鋭するどい牙きば、黒い胴どう体たいからは無数の触しよく手しゆが伸のびる生物。おぞましさを助長するような配色と、生物としてあり得ない方向にねじ曲がった胴体。瞳ひとみのあるはずの場所は、ぽっかり空くう洞どう。

　その生物は、触手で動物を捕ほ獲かくしては、その禍まが々まがしい口に放り込んでいく。

　それが何匹びきも現れ、動物たちを蹂じゆう躙りんする壁へき画がは、今までの牧歌的な壁画の印象を全てぶち壊こわすに十分だった。

　まるで、この動物たちの天敵であるかのような存在。

「想像だけど、この浮遊大陸にはそんな設定があるのかもしれないな」

　そして人々が武器を手に持ち、その天敵を討うち取って行く。異い形ぎようどもは、背後に隠かくれた瞳を持っており、人々はそこに狙ねらいを定さだめていた。

　そして最後には、それらの異形を大きくしたような無数の目玉の化け物との激げき闘とうの壁画。

　こんな重々しい壁画の終わりに、再び訪れたお宝タイム。

　空間の最奥に鎮ちん座ざする宝箱は、今までの宝箱よりも重厚感溢あふれる造りと装そう飾しよくだ。

　今度は、湖底の建築物内での宝箱。俺が泳いで辿たどり着ついた時には、【泳ぎ】レベル12だった。そして回遊するクロマグロとの死し闘とうを考え合わせると、相当難易度が高く、昨日今日【泳ぎ】センスを取得しても辿り着けはしないだろう。いや、パーティー六人で、それも攻こう撃げきしやすい槍やりのような装備ならもっと楽だったかもしれない。

（今度こそは、ネタアイテムじゃない物を所望する！）

　俺が、緊きん張ちようする手で宝箱を押し開けると、中には、未み鑑かん定ていの四点の武器が収まっていた。

　──杖つえと戦せん斧ぷ、一対ついのダガーに長弓だ。

　杖は、光を吸い込みそうな漆しつ黒こくの宝石が嵌はめこまれた逸品。黒の神秘性の際きわ立だった杖。

　戦斧は、赤黒く、重厚感溢れる物で俺は持ち上げることができなかった。赤くひび割れた刃側面はマグマのように赤と黒の明めい滅めつを繰くり返す。

　二本一対のダガーは、柄つかのデザインは同じでも刃の色が違ちがう。片方はガラス質の黒の刃。もう片方は、毒々しいまでの紫むらさき色いろ。どちらも表面がざらざらで光を反射しない質感、となっている。

　そして、しなやかな木材とそこに巻かれた鮮あざやかな赤い布、そして精せい巧こうな飾かざり羽と何の素材か分からないが、真っ黒な弦つるの張られた長弓。

　リーリーの作った黒くろ乙女おとめの長弓よりも一回り大きく、気軽に取りまわしできそうにないが、止まって射うつ分には安定していそうだ。

　そして、最後にメモ。

「えっと、『おめでとう。フィールドでの隠し宝箱。中身は、ユニーク装備。これは、あなたたちパーティーが最も使う種類の武器です。詳しよう細さいは鑑定することで分かります』って、確かに未鑑定状態だ」

　詳細を確認するが確かに未鑑定だ。装備はできるが、何が起こるか分からない。今晩にでもマギさんたちに見せて確認しよう。というより、これはマギさんたちを含ふくめたパーティーでの武器だろう。

　離はなれていてもパーティーか、良いね。と思ってしまう。

　俺は、この場ではもう調べることがないと水の中へと再び潜もぐる。

　湖底から見上げる水面は、太陽光を反射して、きらきらと輝かがやいていた。その場で一度止まり、その光景を記録スクシヨに残し、湖を出る。

「……リゥイ。いるか？」

　あまり長く放置し過ぎたかもしれない。あたりを見回しても白馬の姿はない。二時間以上も放置はやり過ぎたと思い、頭を掻かいていると、近くの草むらから飛び出す姿を見つけた。

「お前、待っててくれたのか。ありがとう」

　俺は、腰こしを屈かがめて近づいてくるリゥイを撫なでる。顔を俺から背そむけるのは、不ふ機き嫌げんの表れか。申し訳ないことをしてしまったな。

「湖の探たん索さくも終わったし、一度戻もどるか。それとも別の場所の探索を……どうした、リゥイ？」

　今まで、俺と目を合わせようとはしないが、撫でられて嫌いやだという素そ振ぶりを見せなかったリゥイが、何かを幻げん視しするように、静かな張りつめた緊張を展開する。

　その間、数秒。リゥイは、俺から三十メートルばかり離れた位置に移動して、首を振ふってこっちに来い。と促うながしている。動物の危機察知能力ってゲームでも適応されるのか？　とか吞のん気きな考えを持って、リゥイの傍そばに寄った瞬しゆん間かん、けたたましい金切り声と激しい金属音が展開される。

「な、なんだ!?」

「──《パワーウェーブ》！」

　聞きなれた声と共に、湖こ畔はん側の林から二匹の巨きよ大だいなモンスターが吹ふき飛ばされてきた。それも俺がちょうどいた場所に。

「一撃目でこれだけ吹っ飛ぶなんて、フィールドユニークだからって手て応ごたえなさ過ぎ！　さぁ、私の剣けんの錆さびとなるがいい！」

　無む駄だにハイテンション。無駄に剣を振りまわし、風を切る。

　エビ型と樹木型の二体のユニークＭＯＢを同時に相手取る少女たちが、吹き飛ばした進路上から現れる。

「……ミュウ。いきなり二体同時に相手って少々リスクが高い気がするんですが」

「うーん。僕はあの硬かたい甲こう殻かくで槌つちレベル上げられればそれでいいんだけどな」

「まぁまぁ、他の人に奪うばわれる前にサーチ・アンド・デストロイ！　これが最強！」

　知り合いです。めっちゃ知り合いです。

　軽装短剣使いで冷静に突つっ込こむトウトビ、大槌取り出し笑っているヒノ、そして我が暴走特急な妹のミュウだ。危険を感じ取ったのか、隣となりではリゥイがステルス状態に移行。俺の隣で警けい戒かいを強めている。

　それにしてもルカートたち他三名は？　まぁ、俺も別行動で人のこと言えないけど。

「あれ？　お姉ちゃんだ！　おーい、ユンお姉ちゃん！」

「ミュウ、前、前！」

　戦せん闘とう中なのに、余よ裕ゆうでこっちに手を振っている。モンスターの鋏はさみと木の槍の挟きよう撃げきを難なく避よける。おい、チートな妹よ。頼たのむから兄を心配させるな。

「──《ウォール・ブレイカー》！」

「……《バックスタブ》！」

　トウトビがエビ型ＭＯＢのヒマツブ・シザースの死角より短剣を突き立て、ヒノが、大槌を振りまわして、鋏を潰つぶしにかかる。

　二人掛がかりで一いつ匹ぴきのユニークＭＯＢを相手にする中、ミュウはたったひとりで樹木型のＭＯＢスイーツ・ツリーの相手をしていた。

「ほらほら！　そんな遅おそい攻撃当たらないよ！」

　ミュウは、呪のろいの歌を歌う人面樹の呪いに高い魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力で抵抗レジストし、木の枝を変化させた木槍を尽ことごとく避ける。

　速く移り変わる攻こう防ぼうに、一言にユニークＭＯＢと言っても全て同等という訳ではないと感じる。初日に見た蜘ク蛛モ型ＭＯＢは、初心者パーティーでも狩かれる強さで、湖のクロマグロは、倒たおし方が難しいだけでそれ程ステータスが高くないのかもしれない。ただ、一度水中の戦いに嵌はまると、いいように負ける可能性がある。

　そして目の前にいる二種類のＭＯＢは、俺が単体では絶対に相手にできない強さだと感じる。

　スイーツ・ツリーの戦い方を観察したが、動かない本体と腕うでによる速い攻撃。だが──

「あんまり、遅いとこっちから行くよ！」

「いや、あれで遅いってどんだけだよ」

　手に相当する枝を増ぞう殖しよくさせ、激しさを増す刺し突とつの数は、俺だって避けることに集中しなければ、すぐに串くし刺ざしになりそうな程だ。

　それを紙一ひと重えで常に避け続け、じりじりと距きよ離りを詰つめていく。片手に構えた剣は、接近を邪じや魔まする枝を伐ばつ採さいするために軽く振られるだけ。

　この攻防戦は、両者の全てを出しきっているように思える。しかし、スイーツ・ツリーの余裕はまだある。そして、ミュウにも……

　先ほど吹き飛ばされて、地面から根が離れたが、今はしっかりと根を張って不動のままだ。

「《フィフス・ブレイ──」

　アーツの射程範はん囲い内に入り、その動作モーシヨンに入り始めたミュウ。俺は、スイーツ・ツリーの変化を感じ取り、声を上げる。

「避けろ。ミュウ！」

　動作をキャンセルし、咄とつ嗟さにバックステップで距離を取るミュウ。ミュウの居た場所には、地面より突き出す木槍。

　不動のスイーツ・ツリーは、近中距離では、手による刺突攻撃。接近してきたら、地面から飛び出す木槍。すぐに思いつく対たい抗こう策としては、魔法による遠距離攻撃だろうが……

「良いね！　そうでなくっちゃ！」

「ああ、妹が戦せん闘とう狂きようになってるし……」

　危なかった一いち撃げきを避けて、悪態でも悔くやしさでもない。子どものような大口を開けた笑みで、嬉き々きとして片手剣を構え直す。

　一いつ瞬しゆん、腰を落としたと思った時には、体のバネを利用して一気に距離を詰める。襲おそいかかる木の槍を速さだけで避け、体を捻ひねり、紙一重でかわしていく。

　先ほどと同じような動作だが、速度が段だん違ちがいだ。あんなことをできるだけのプレイヤースキルの高さに俺は、恐きよう怖ふする。

　再び、スイーツ・ツリーの地雷範囲に入った。地面から不自然な盛り上がりを見せる中、ミュウは止まらずに突き進む。

　地雷のように踏ふみ込んだ瞬間に飛び出す槍は、死角から突き出される。これは、避けられないと思った。

「甘い！　二度同じ手は喰くらわないよ！」

　急停止し、走り抜ぬける勢いのまま右足を基き軸じくにそのまま体を翻ひるがえし、回る勢いのまま飛び出した木槍を剣で撥はねる。そして再び、スイーツ・ツリーと相対して走り出す。

　まさに、人間業わざじゃない。

「今度こそ──《フィフス・ブレイカー》！」

　アーツの青白い光が残る片手剣の切り口がスイーツ・ツリーの体に浮かび上がる。

　一撃毎ごとに大おお幅はばに減るＨＰだが、それでも削けずれるのは三割程度。最初の吹き飛ばしで一割を既すでに奪うばっているために、残り六割。

　先ほどと同じことをあと二回繰り返せば勝てる。ここは再び距離をとるヒット・アンド・ウェイでリスクを抑おさえることを考えればいいだろう。

　だが、そこは妹様クオリィティー。俺の予測の遥はるか上を行く。

「ぬるい！　ぬるいよ！　このイベント最大の敵は、木き様さまではなかったか！」

　ニュアンス的に、『貴』様と『木』様を掛けたのか、スイーツ・ツリーだけに。

　って、驚おどろくことはそれではなく、一度腰を落としたミュウが、まるでアーツのモーションのような行動をとったこと。

「チェスト！」

　明らかに技名ではないが、その攻撃は、怒ど濤とうの五連撃。先ほど行ったフィフス・ブレイカーという片手剣アーツと全く同じ動作をなぞるだけ。

　速度も精度もアーツほどよくはなく、アーツ特有の発光もない。ダメージだって大きく削りきれるほど補正も掛かっていない。それでも動作だけは、全く同じにしている。
















「てやぁぁぁっ！」

　速度任せの連続攻こう撃げきが続く。いくら相手の木槍にインターバルがあるからと言っても接近戦で挑いどむのは無む謀ぼうだ、と思われる。

　木の触しよく腕わんが迫せまり、覆おおいかぶさるように伸ばされる枝の攻撃をあえて無視して斬りつける。

　ダメージは目に見えて減少するが、ヒールで自己回復を続けている。

「これで、終わりだよ。──《フィフス・ブレイカー》！」

　今度こそ、正しよう真しん正しよう銘めいのアーツ。二撃目を受けて撃げき沈ちんした相手に更さらに三発叩たたきこむオーバーキルっぷりにミュウと当たったスイーツ・ツリーに同情の念が浮かぶ。

　先ほどのアーツもどきの攻撃といい、ユニークＭＯＢ相手に単独で接近戦に挑む度胸といい。ミュウは、やはり異常で、世間一いつ般ぱんではチートと呼ぶにふさわしいだろう。

　俺は絶対に無理。一人で倒すにしても、地面からの木槍の攻撃範囲外から弓でちまちまと射って時間を掛けるだろう。




　　　　●




「……あーあー、そう警戒するな。あいつらは敵じゃないよ」

　ミュウたちが戦闘を終えた直後、リゥイに言うが、ステルスを解かずに鬣たてがみを逆立てて警戒の色を強める。

「おー、凄すごいね。ミュウの相変わらずの規格外さに僕は驚きだよ。でも、予想以上にダメージ喰らったよね」

「うん？　【鎧よろい】のレベルを上げるためにわざと喰らっていただけだよ」

　あの攻撃を耐たえてたのは、レベル上げかよ。相変わらず、リスク度外視の効率重視だ。

「……無茶して。あなたがリタイアしたら困るのは私たちなんですから」

「あはははっ、ごめんね。でもお宝だよ」

　俺からは見えないが、三人には先ほど倒したユニークＭＯＢの宝箱が見えるのだろうか。動作では、宝箱を開けているようだ。観察していると、亜あ空くう間かんからでも取り出したかのようにニュッと出てくる泡あわ立だて器やボール、カップ、クッキーの抜き型などなど……

「よっし！　夢のスイーツ計画がまた一歩前進したね！」

「僕は思うんだよね。パーティーの中で誰だれも【料理】センス持ってない時点でその夢は破は綻たんしていると」

「……同感ですね。それ以前に、忘れてますよ。ほら」

「おっと、ユンお姉ちゃん！　久しぶり！」

　こっちに近づいてくる三人。俺も気さくに声を掛けたいんだが、隣で興奮気味に警戒しているリゥイが気が気でない。

　こいつがミュウに見つかったらの予想が容易にできてしまう。

　聖騎士パラデインには、白馬！　とか言うんだろうな。ミュウって形から入るタイプだから。

「お、おう。元気か？　それと、なんかすまんな。トウトビ、ヒノ」

「何で、お姉ちゃんが謝っているの？」

　二人から視線で、心中お察しします、と言われた。相変わらず迷めい惑わくかけてすまん。

「それで、お前らは、なんでここに？」

「うーん。食しよく糧りよう探し？　ほら、満腹度が実装されてるから食べないでリタイアなんて嫌いやじゃない。それで二つの班に分かれて活動してたら、ちょーど、ユニークＭＯＢと戦っていたパーティーが逃にげて来たんで、代わりに引き受けたんだよね。場所が狭せまくて邪魔だから、ヒノちゃんのハンマーで吹ふっ飛ばしてもらったんだよ！」

　ＭＰＫモンスター・プレイヤー・キルじゃないのか？　それに二体を同時に相手取って短時間で勝つお前らは凄いよ。

「そうか。食事はちゃんと取ってるなら心配ないな」

　俺のその言葉に、三人が露ろ骨こつに目を逸そらす。おい、何な故ぜ逸らす。

「いやー。私たちもまともな料理ってここ来て食べてないんだよね」

「果くだ物もの美お味いしいですよね。ミュウや僕たちが料理を無理にするよりは……」

「……むしろ全員事前に【毒耐たい性せい】のセンスを持っていたので、耐性のレベルが結構な速度で上がりますね。それと毒果物の味は、オレンジとイチゴを合わせたような味でした」

　えっと、つまり。食べ物は、毒植物を食べて飢うえを凌しのいでいると？　毒食べて耐性強化ってどこの忍にん者じやの修行法だよ。昨日のレティーアといい、自活能力がないだろ。

「はぁ～。三日目にしてそんな食事環かん境きよう最悪じゃねえか」

「だって～。いきなりセンスの習得制限掛かけられて、何を新しく取ってレベル上げをするか、生活環境を整えるために取るか、で皆みんなが迷ってるんだもん。それなら私が料理を頑がん張ばろうとしたら皆に止められるし……」

「ミュウは止やめとけ。家でも被ひ害がいが出るのに人様に被害を拡散させるな」

「酷ひどい。お姉ちゃん」

「兄って言え。全く、必要な物が絶対的に不足する状じよう況きようだってのに、少し工夫しなきゃ」

　トッププレイヤーたちが料理一つでてんやわんやの騒さわぎをしているのに毒気を抜かれ、はぁ～、と溜ため息いき交じりにぼやく。

「必要な物が足りなくなるって……昨日派手に地下ダンジョン攻こう略りやくしたからポーション切れとルカちゃんの武器の耐たい久きゆう度が危ないんだよね。ユニークアイテムとかドロップ品たくさん手に入ったけど、武器や防具、ポーションが欲しいです。未み鑑かん定ていのアイテムをそのまま使うのは怖こわいです」

「……運よく毒の食べ物と普ふ通つうの果物だけは鑑定できたから良かったですね。ミュウが【混乱】喰らって暴れたら手がつけられません」

　つか、その時点で俺はリタイア覚かく悟ごだけどな。

「お前ら、もう危険領域かよ。しっかりしろよな。全く、少し手助けしてやるよ」

「えっ？」

　きょとん、とした顔で見返して来るミュウ。

「夕飯とポーションは、俺のベースキャンプ地に行けば用意できる。夕飯以降は、俺のパーティーと一いつ緒しよになるけど、いいか？」

「それって……」

「ただし、報ほう酬しゆうは、きっちり貰もらう。出張【アトリエール】での商売は、物ぶつ々ぶつ交こう換かんだ。金なんて五日後にならないと使えないからいらん。俺は、アイテムが欲しい。別にユニークとかじゃなくて薬草類や食材、あとは情報だ。商品は、ポーションや状態異常回復薬、果ては、食事までだ」

　大分、良い案だと俺自身も思う。いくら、リアルで似たようなことやっているからって、他人を無条件に助けるほどお人よしじゃない。ギブ・アンド・テイクだ。

「久しぶりに家庭の味が楽しめる」

「絶対的に食料不足だから、普通の食事は無理でも果物よりはマシな物を作れるぞ」

「良し、行こう！　ルカちゃんたち説得して行こう！」

　ミュウが大きく拳こぶしを突つき上げて、森の方へと歩こうとする。全く世話の焼ける妹だ。

「……あの……話が大きく変わるんですけど、ユンさん。いいですか？」

「なんだ、トウトビ。食材あるんなら、それの範はん囲いで飯は見み繕つくろえるぞ」

「いえ、そうじゃなくて……ユンさんの隣となりに何かいるんですが……なんですか？」

　今は、タイミングが悪い。さっきの戦せん闘とうで興奮状態になってるから下へ手たに刺し激げきしないでほしかったのだが。見えないならそのままにしといてほしかったのに。

　それに、ミュウが絶対に関心を抱いだく。短い付き合いだが、リゥイの性格上、許していないやつには絶対に触さわらせない。

「えっと、トビちゃんは、何か見えるのかな？　僕には見えないよ」

「多分、索さく敵てき系のセンスが関係しているんだと思います。それで、ユンさんの隣にいるのはなんですか？」

「……えっとな。その……な。絶対に触るなよ」

　刺激するなよ。特にミュウが一番警けい戒かいされている。と一言告げてからリゥイに出てくるように言う。ふっ、と姿を現した白馬に三人の目が釘くぎ付づけになる。

「落ち着け、こいつらは敵じゃない」

　膝ひざを折り、その体を撫なでて落ち着ける。ミュウたちは、三者それぞれ違ちがう驚き方だが、一番警戒されているミュウが予想通りの黄色い声を上げる。

「うわぁっ！　幼よう獣じゆう！　それも白馬！　欲しいっ！」

「あげません！　譲ゆずりません！　自分で捕ほ獲かくしなさい」

「ユンお姉ちゃん、誰もくれ、とは言ってないよ。でも、どうやって手て懐なずけたの？」

　他の二人も気になるようだ。だが、どうやっても何もない。

「こう……何い時つの間にか……傍そばにいた？」

「なんで疑問形なのさ……」

「事実、こいつは姿を消すから、少し目を離はなした隙すきに、昼飯を食べられたんだよ。それから少しずつ懐なついたと思うんだけど」

　撫でつづけたことで大分リゥイの興奮が収まってきた。逆に、俺の体に甘えるようにすり寄ってくる。いや、俺たちの関係を見せつけるように。とも表現できる。
















「触りたいんだけどいいかな？」

「リゥイに聞いてくれ」

「ねえ？　いいかな？」

　だが、ミュウの問いに首を反そらす形で拒きよ否ひを表す。

「あららっ……ミュウ、振ふられたね」

「でも触る！」

「あっ、こら！」

　相変わらずコントロールのできない妹だが、リゥイを触る直前にリゥイの姿が消える。

　索敵系のセンスを持たないミュウには、どこに消えたのか分からない様子だ。

　そんな中で、少し離れた場所でリゥイが再び姿を現したのだが、少しおかしい。どこがおかしいとか言えない程度の違い和わ感かん。

　それは、トウトビも感じたようで僅わずかに眉み間けんに皺しわを寄せている。

「ふふふっ、逃げると追いたくなるのが人の性さが！　鬼おにごっこの始まりだよ！」

　ミュウの圧あつ倒とう的てきな速度に、幼獣では太た刀ち打うちできないだろう。と思われた。だが、事実は逆。小さな白馬は、スイーツ・ツリーを圧あつ倒とうした存在を手玉に取ったのだ。

　走る速度は速くない。ミュウが触ふれようとした瞬しゆん間かんにその姿を消して、また現れる。見方によれば、短たん距きよ離り転移でもしたような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　そして、一度リゥイを見失ったミュウは、再び姿を現したと見るや自身の瞬しゆん間かん最大速で迫る。

　あと一歩で触れる。という時に、ミュウの体が跳はね跳とぶ。

「きゃっ……ううっ」

　走り抜ぬけて、こちらに戻もどってくるリゥイ。とことんミュウをおちょくったことで少し満足そうだ。

「何があったの？　ＨＰも二割減ったし」

　自分にヒールを掛かけながら戻ってくるミュウ。ヒノはただミュウが弄もてあそばれたように見えただけだが、俺とトウトビは、大まかな真相を掴つかんでいた。

「あれって、幻まぼろしだよな」

「……ええ、姿を隠かくしたまま、自分の幻を出現させたり消したりする。それに好きな対象物の姿を消す」

　真相は、リゥイは殆ほとんど動いていなかった。動いていたのは、リゥイの幻。幻が捕つかまりそうになる度たびに消して、現れてを繰くり返したために短距離転移に見えた。

　ミュウが吹っ飛んだのは、ただ単にスピードの上げ過ぎによる自業自得だ。リゥイの隠した木に正面からぶつかったのだ。

「うー。今日のところは諦あきらめるけど、何い時つか触らせてね！」

　リゥイが、また来い。その時は更におちょくってやる。と少し楽しげに見つめ返していた。漫まん画がで言うならばライバル認定の瞬間かもしれない。

　これを契けい機きに、互たがいの雰ふん囲い気きが和やわらぎ、一度ミュウたちのベースキャンプを目指すことで話はついた。そこを撤てつ収しゆうしてから俺たちのベースへと移動。今日はそこで夜を明かし、明日あしたには再び地下ダンジョンへと向かうのが大まかな流れだ。

　ミュウたち経由でルカートたちに連れん絡らくも行き届き、道中、俺のレクチャーで食べられる植物や薬草を拾って、三人に鑑定させていく。昨日のレティーアと同じ方式の鑑定方法を採用した。そして、道中一番笑ったのは、ヒノとトウトビがリゥイに呆あつ気けなく触れたことだ。それを見て悔くやしがるミュウが再びリゥイに触ろうと挑ちよう戦せんした。

　また拒否されるんじゃないかと思って、びくびく緊きん張ちようしていたミュウの姿は珍めずらしかったと言えよう。結果は、抵てい抗こうもなく、素直に触ることができた。だが、調子に乗って撫で過ぎたあまり、リゥイの怒いかりを買って蹴けりをくらいそうになった。

　そして、俺たちがミュウたちのベースキャンプに辿たどり着ついた時──火柱と拡散する炎ほのおに巻きこまれるプレイヤーたちを見た。







　五章　呪のろいの装備と子こ狐ぎつね幼よう獣じゆう







　ミュウたちのベースキャンプは、まさに地じ獄ごく絵え図ずと言っても過言ではなかった。

　中央に立ち上る火柱、その火柱から逃にげるプレイヤーたちが、炎ほのおに吞のみ込まれて消えていくのを見た。何な故ぜこんなことになっているのか、俺もミュウたちも分からず、ただ呆あつ気けにとられていた。

「いや……いくらキャンプファイヤーやりたいからって、まだ日が高すぎるんじゃないのかな？」

「冗じよう談だん言っている場合か！　明らかな異常事態だぞ。……ルカートたちと合流しよう。まずは連絡してくれ」

　ミュウの言葉は、冗談だとは分かる。だが普ふ段だんの冗談とは違い、完全に顔が引き攣つっていた。それだけミュウにも衝しよう撃げき的だったのだろう。

　普段、妹の動どう揺ようなど殆ほとんど見ないために、逆に俺の心が冷えていき、周囲の観察を始める。

　周囲のテントや置きっぱなしの道具類に炎が燃え移り、キャンプ場としての機能は壊かい滅めつ的だ。不幸中の幸いか、テント同士がきちんと距きよ離りをおいて配置されていたために、燃え上がっていても俺たちの行く手を遮さえぎることはない。

「ルカちゃんと連絡取れた！　今、人の誘ゆう導どうしているって！」

「分かった！　俺たちから動いて合流しよう。パーティーでマップを共有しているから場所は分かるよな。トウトビたちはナビゲート頼たのむ」

　二人は、表情硬かたく頷うなずいてくれた。本当は、彼女たちだけでも逃がすことを考えれば、全ぜん滅めつは免まぬかれるのだが、仲間の危機に駆かけつけたいという強い意志がひしひしと伝わってきて、それは言えなくなる。

　俺は、付つけ焼やき刃ばだがないよりマシと考えて、全員にＤＥＦとＭＩＮＤのエンチャントを施ほどこして人の流れを逆行する。

「こうなる予兆とかあったか？」

「……ありません！　これほどの魔ま法ほうか攻こう撃げきをするＭＯＢは確認されていませんし！　第一、セーフティーエリアには通常のＭＯＢは侵しん入にゆうできません！」

　普段、落ち着いた口調のトウトビでさえ動揺している。

「僕は、ユニークアイテムが原因だと思うな。誰だれかがチート武器持って暴れているとか」

「ヒノちゃん、ネット小説の読みすぎ！　リアルのオンラインゲームでチートなんてあったら、プレイヤー離ばなれしちゃうからあり得ない！」

　リアルチートのお前が言うな、とミュウに対する他三人の心の声が一いつ致ちする瞬間。だが次の時には、そんな余よ裕ゆうすらなくなる。

「炎襲しゆう来らい！　防ぼう御ぎよ！」

　俺は、声を張り上げ、一か所に固まるように指示。インベントリから取り出したクレイシールドのマジックジェムを地面に叩たたき付ける。

「──《クレイシールド》！」

　迫せり上がる土つち壁かべと裏からぶつかる炎。散らばる炎が土壁を這はい、俺たちの顔を熱気にさらす。壁の端はしからわずかに頭を出して、炎の向こう側を見るが、未いまだに炎を振り撒き、落ち着いていない。

「……これじゃあ、進めないね」

　目的の場所まではそれほど離れていないが、この炎を掻かい潜くぐり進むのは難しい。

「お姉ちゃん、ルカちゃんたちがこっちに来れないって。今、取り残されているプレイヤーを守るために防御に徹てつしている。って！」

「いよいよ、救出が必要になってきたね。原因は分からないし……僕らだけでできるかな？」

　三人が不安そうにしている。防御に徹するといってもこの波状攻撃のような炎をいつまでも耐たえられるとは思えない。そして、耐えられなくなった先にある最悪の事態を皆が想定している。

　くそっ、と悪態をつきそうになる中、右手に触れるものがある。

「……リゥイ……すまん、お前も不安にさせてるな」

　右手にすり寄るリゥイ。じっと、見み詰つめてくる。

「炎が少し弱まってきたな。もう少ししたら行くか」

　火の手は弱まる気配があり、その周期の合間を縫ぬえば、進めそうである。そんな俺の肩かたを叩いて、ミュウは振り向かせる。

「ルカちゃんが話がしたいって。すぐにフレンド通信が繋つながるから」

「ああ、分かった」

　直後に来たルカートからの通信。今は、少しでも現場の状じよう況きようが知りたい。

『こんにちは、ユンさん』

「面めん倒どうな挨あい拶さつは、抜きにしよう。幾いくつか質問するから答えてくれ。原因は何だ？」

『……幼獣です』

　昨日カマイタチの幼獣が襲おそってきたことを思い出し、顔を顰しかめる。そういう風に組まれたＭＯＢなのか？

「他には、何かあるか？　原因になりそうな事こと柄がらは」

『その幼獣は、プレイヤーが連れてきた……。いえ、無理やりなら、拉ら致ちって言葉が適切でしょうか』

　拉致とは、穏おだやかじゃないな。つまり、強引に連れてきた。ということか。

『初日から色々な人に突つっかかったりするプレイヤーたちだったので、それに前日も同じように拉致してきた幼獣をベースキャンプに持ち込んだんです。

　その結果──幼獣が暴走。他者のテントやスペースを引き裂さき、破は壊かいして、逃とう走そうしたんです。今回も同じ程度に暴れると思って静観していたのですが、途と端たんにその幼獣から炎が噴ふき上がり始めました』

「……原因は？　なんでそうなったの？」

『遠巻きにしていたから分かりません。けど何か光る物を持っていました。見ようによっては腕うで輪わみたいな物だったと思います』

　その言葉を聞いて、前日に遭そう遇ぐうしたカマイタチとの件が妙みように繋がった。

　確証はないが、カマイタチの幼獣と今回の幼獣の件は、同じ事案に思える。

　未み鑑かん定ていのアイテムをプレイヤーではなく、幼獣で試した結果が、暴走。昨日拾ったデメリット・アクセサリーのようなアイテムを、幼獣が装備している可能性がある。

　全く、こうも他人に手間を掛けさせる馬ば鹿かどもを一度とっちめたくなる。

「ありがとう。何となく状況は分かった。すぐに向かう。無理はするな」

『はい。ありがとうございます』

　丁度、ルカートとのフレンド通信が切れたタイミングで炎は弱まり、全員で奥に進む。

　炎の中心に進めば進むほど、顔を焙あぶる熱気で皮ひ膚ふがひりひりする。

　中心地へは、それほどの距離はないはずなのだが、熱風と時折襲う炎えん弾だんで行く手を遮られ、視界は陽かげ炎ろうが立ち込め、【鷹たかの目】を以もつてしても、奥まで見通せない。

　こんな所で欠点を見つけるなんてな。と苦笑した瞬しゆん間かん、視界の端に何かが反応した。

「ルカちゃん！」

「無事みたいだね！　僕らも行こう！」

　近づいて確認したルカートたちは、その攻撃を一身に受けて耐えていた。

　火柱の中に存在する小さな影かげは、炎の中でもはっきりと分かる視線を彼女たちに向け、強きよう烈れつな火か炎えん放射や炎を撃ち出す。それらを魔ま法ほう使つかいであるコハクやリレイ、そして保護されているプレイヤーの内、魔法使い二人が代わる代わる防ぼう御ぎよ魔法を行使して耐える。

　だが、俺たちが今まで避よけていた攻撃とは密度が違ちがう。二人掛かりでやっと抑おさえることができる。という感じだ。

「あかん！　ＭＰ切れるで！」

「そんなことを言われましても、ＭＰポーションありませんよ……あっ」

　今まで抑えていたコハクとリレイの正面に展開する防御魔法は、リレイの方の防御魔法が先に消しよう滅めつした。残されたコハクの防御魔法に一気に負担が掛かかり、ガラスのように罅ひび割われが始まり、崩ほう壊かいが秒読みになる。

「間に合えよ！──《クレイシールド》」

　インベントリの中から取り出した片手一いつ杯ぱいのクレイシールドのマジックジェムを幼獣とルカートたちの間に投げる。

　両者の間に出現した四枚の土壁に炎がぶつかり、その後、コハクのＭＰ切れで防御魔法が消滅した。

「何があったんですか？」

「助けにきたよ！　ルカちゃん、みんな」

　ルカート、コハク、リレイの三人に、誘導しているだろうパーティーが五人。俺たち合わせて計十二人がここで防御を展開する。

　魔法が使えるやつはＭＰ切れやその寸前で、自然回復では間に合いそうにないので、ＭＰポーションを無言で使用した。

「ありがとうございます、ユンさん」

「礼は後でいい。それより、すぐに逃げられるか？」

　ルカートに最低限の言葉で確認を取るが、困こん惑わく顔でどうにも状況がよろしくない。

　その間にも、断続的に攻撃の加えられる土壁がいつまで保もつかが分からない。

「無理なのか？」

「ええ、私たちがターゲットにされていますので、背中を見せたらすぐに狙ねらわれます。逃げるのでしたら、誰かが時じ間かん稼かせぎ……いえ、言葉を濁にごしてもいけませんね。誰かに囮おとりとして犠ぎ牲せいになってもらうしかありません」

　その言葉に、思った感想は、厄やつ介かい事に首突っ込こんだな。ということだ。今晩の晩飯作らずにリタイアなんて許されないだろう。いや、絶対に死ねない。

「もう一つの方法は、あの幼獣を倒たおすしかありません」

　妥だ当とうだな。成体化していないＭＯＢだ。総合的なステータスは低いだろうし、この場に居る十二人でうまく立ち回れば勝算はあるだろう。

「全員、幼獣を討とう伐ばつする方向で異存はないか？」

　その言葉に、みな静かに頷く。よし、じゃあ、作戦を考えないとな。と思った矢先、俺は後ろから衝撃を受ける。

　よろめきながら振ふり返ると、リゥイが頭ず突つきをしてくる。それも何度も、何度も。

「おい、今は遊んでいる時じゃない。分かるだろ」

　それでも何度も何度も続けるために、怪け訝げんに思い、しゃがんで目線を合わせる。

「どうした」

「…………」

　言葉がなくては全ては伝わらない。だが、正面から見つめる瞳ひとみに籠こもる感情。それは──懇こん願がんだ。

　出会って間もないパートナーが、このような表情をする理由を考える。

　昨日のカマイタチと同じだ。リゥイは、目の前の同どう胞ほうを見殺しにしたくない、助けたいと言うのだろう。全く、憶おく測そくでしかない。だが、そのように思い込んでしまったら、何としてもその願いを叶かなえてやりたいと思ってしまう。

　それによって自分自身が更さらに困難に立ち向かうことになっても、だ。パートナーの願いを聞いてやるのが、男の度量ってもんだろ。

「悪い、時間を取らせて」

「いえ、どうしたんですか？」

　ルカートが心配そうに聞いてきたので、俺は努つとめて明るく答える。

「悪い！　俺は討伐反対だわ！」

　全員のぎょっとした顔を見つつ、俺は、リゥイと共に土壁の裏から飛び出す。

「さぁ、俺たちでやれることやるか？　相棒！」

　一人と一頭がでっかい炎ほのおに立ち向かう。俺は別にトッププレイヤーじゃないが、勝算は、あるつもりだ。




　　　　●




　俺とリゥイは、火柱から放たれる炎を避けながら冷静に観察する。

「《付加エンチヤント》──スピード！」

　エンチャントによって更に速度を上げる。

　リゥイは、得意とする幻げん影えいを駆く使しして炎の中を掻い潜り、俺は、我が武む者しや羅らに、恰かつ好こう悪くても避け続ける。

「《呪加カースド》──インテリジェンス！」

　炎の中の幼獣に向けて放ったカースドで、炎の勢いが弱まる。

　この炎は、魔ま法ほう。ＩＮＴのステータスに依い存ぞんすることは予想の一つだ。駄だ目めだったら、ＡＴＫを下げればいい。

　俺たちは、時間差でエンチャントを自身に施ほどこす。選せん択たくする種類は、魔法防ぼう御ぎよのエンチャント。時間差でエンチャントをかける理由は、一度にＭＰを消費しないためと同時に効果切れを起こした時の大きな隙すきをなくすため。

　小さなテクニックだが、これにより生存率は僅わずかに上がる。

「《付加エンチヤント》──マインド！」

　俺たちの体から黄色の他に新たに緑の光が零こぼれ出る。これで防御面は補強できたが、まだ余よ裕ゆうを持てる訳ではない。

　約二分、まさしく業ごう火かのような攻こう撃げきを掻い潜くぐり、火柱からの炎が途と切ぎれる。

　俺は、再び、開始されるまでの時間を計測しながら、頭の中をフルに回す。

　１、２、３、４……

　目の前の火柱に集中しているためにミュウたちからの声が遠くに聞こえる。今のうちに、完全戦せん闘とう用のセンス構成に変へん更こう、その中に、細工センスを含ふくめる。

　11、12、13、14……

　自分の心音をベースにして、秒数を刻む。再び動き出す初動を見み逃のがさないように集中する。

　21、22、23、24……

　轟ごう炎えんと陽炎の向こうに居る幼獣の今の状態を見通すことができない。まずは炎を取り払はらわないと、直接観察をすることもできない。

　31、32……動き出した。

　地面を舐なめるように噴き出す炎を掻い潜り、再び二分間の我が慢まん比べが始まる。

　汗あせの出ない仮かり初そめの体だが、緊きん張ちようからか口元から漏もれる空気が掠かすれて聞こえる。

「ははっ、今日は長期戦が多いな、マグロといい、火柱といい。とんだ厄やく日びだな！」

　自じ嘲ちようと共に、回かい避ひを続ける。

　炎を撃ち込む間かん隔かくが単調であるために、回避のタイミングが取りやすい。

　二度目の二分の耐たい久きゆう。視界の端はしには、ミュウたちが土壁から飛び出してきそうなのを見るが、鋭するどい視線で押し込める。

　今出てこられたら、逆に邪じや魔まだ、と目だけで伝える。

　俺には、皆を守るような能力もかっこ良よく助ける実力もない。ただ自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいだ。そう考えながら、二分が経過し、炎が止まる。その瞬間を見計らい、俺はインベントリから、マジックジェムを取り出す。

「──《ボム》っ！」

　サイドスローで投げた左右一個ずつのマジックジェムを炎えん壁へきにぶち当て、爆ばく風ふうで炎を散らす。火と土の魔法の衝しよう撃げきが、爆ばく心しん地ちを中心に、空白地帯を生み出す。

　火柱から露ろ出しゆつした幼よう獣じゆうは、炎の衣ころもを纏まとい、たった今起こった反はん撃げきに対して、怒いかりを見せている。

　だが俺は、その視線に応こたえず、炎の衣から露出する手足にある目的の物を鑑定する。

　アクセサリー関係のセンスである【細工】センス。更に、鷹の目のターゲット能力と併へい用ようし、装備のステータスを見る。





死兵の腕うで輪わ【アクセサリー】重量：５

ＡＴＫ＋50　ＩＮＴ＋50　ＤＥＦ－50　ＭＩＮＤ－50　追加効果：【ＨＰ・ＭＰ超ちよう回復】【死の解放】【暴走】【呪のろい３】【解呪への抵てい抗こう】






　完全に壊こわれ性能なアクセサリーに俺は、唖あ然ぜんとする。

　上じよう昇しよう効果と減少効果が極きよく端たんであり、追加効果自体が異常である。

　防御を捨てた超攻こう撃げき特化アクセサリー。それでいて、制せい御ぎよ不可能な効果と装備の解除が困難な呪いのアイテムだ。

　ＨＰ・ＭＰ超回復。ってことは、この攻撃の止やむ三十秒間が回復期間だろう。

　死の解放は、装備者が死亡した瞬しゆん間かんに装備が外れる。とかそんなアイテムだろう。でなければ、永遠にこの暴走状態だ。

　そうして暴走と呪い３。そのままの意味と捉とらえよう。

　最後に、解呪への抵抗──名前だけなら、解呪の成功率低下とかだろうが……

「予想はしていたが、実際見ると最悪だよ。運営のプレイヤー殺しっぷりを」

　そうこうしている間に、幼獣の纏まとった炎が増大し、火柱が復元される。

　その間隔は約、五秒。

　作戦は、決まった。二分の回避、停止の三十秒間にボムのマジックジェムで炎を引きはがし、その五秒の間に、手持ちの解呪ポーションで呪いを解除可能にする。

「ボムのマジックジェムは、残り八個。チャンスは、そう多くはないな」

　再び、逃にげに徹てつする。リゥイのスタミナも問題ない様子だ。

　第三ラウンドの我慢比べもリゥイの方が優勢、炎を危なげなく避よけていく。俺は、時折、服の端を炎が舐めるように触ふれ、ＨＰにダメージを負うが、致ち命めい傷しようというレベルではない。

　エンチャントの掛けなおし、減少したＨＰ、ＭＰに対して惜おしげもなくポーションを使っていくことで、第三ラウンドもなんとか耐たえた。

　炎が止み、反撃の瞬間。俺は、手持ちの宝石を投げると同時に、火柱に駆かけ出す。

「──《ボム》っ！」

　近づきすぎて、ボムの爆風に晒さらされ僅かにダメージを受けるが、超ちよう至し近きん距きよ離りでの多重暴発に比べれば、どうってことはない。

　一気に幼獣に接近できた俺は、素早く解呪ポーションを取り出し、その腕うでに当てる。

　割れるビンと零れる液体。俺は、それを確認する間もなく、体を反転させ、火柱の領域から脱だつ出しゆつする。

　背後から迫せまる轟ごう々ごうという炎。一いつ瞬しゆん、逃げ遅おくれたと感じた背に熱と痛みを感じたが、呻うめき声を上げる暇ひまなく、逃げる。

「これは……背中に直ちよく撃げきか」

　首だけで振り返ると黒こげの外装の端が見える。背中を引き攣つるような痛みが走り、顔を顰しかめる。背中の広い範はん囲いを直じか火びであぶられ、外気に晒された肌はだは黒ずむ。

　俺は、インターバルのこの瞬間、ポーションを取り出して、回復を試みるが、完全には治らない。ＨＰの回復の効果も薄うすく、ＭＰも徐じよ々じよに減少していく。自身のステータスには、【呪い】の文字。

「痛っ……まさか、ここで状態異常のチキンレースかよ。ポーション足りねぇ」

　解呪ポーションを自分に使う訳にもいかない。そもそも何が【呪い】の原因か。アクセサリーの呪いの伝でん播ぱか、それとも幼獣の特性か。

　俺のぼやきに、すぐさま駆け寄ってくるリゥイは、体から水を生み出し、その生まれた水球が俺の背中を優しく包み込む。

　引き攣る痛みは、水に溶とかされるように、ふっと消え、水の消えた後に残るのは、傷のない綺き麗れいな背中だけだ。ステータスの状態異常も消えていた。

「幻げん術じゆつの他に、治ち癒ゆ術か。サンキュ！　助かった」

　インターバルの残り二十秒。リゥイと並び、火柱を眺ながめる。

　炎の中には、黒炎の髑どく髏ろが生まれ、カウントを『２』と表示する。つまり、あれが、零ゼロになった時、あの装備は外れるのだろう。

　最初の火柱の煌きらめく赤は、その温度を上げて、青へと変化を遂とげる。

「全く、状態異常もあるし、解呪への抵抗……なるほど、解呪が成功する度たびに能力が上昇する追加効果か。厄やつ介かいだな」

　やつの炎は、あと一段階強くなる。これは、もうミュウたちには逃げてもらった方がいい、余波がどれほどになるか分からない。
















「お前ら！　今のうちに逃げろ！　これからどうなるか分からん！」

「何言ってるんですか！　ユンさんを置いていけません！」

　声が上がった時には、すでに、幼獣からの攻撃が再開される。俺は、威い力りよくの増した炎を避け続けながらも、ルカートたちの説得を続ける。

「ＭＰのある内に、すぐに逃げろ！　ここで守りに固まってたら、ジリ貧だぞ！」

「ユンさん一人で戦えるなら、私たちだって戦えます！」

「じゃあ聞くが！　やつの装備品に【解呪】を掛かけられるか！　できないんなら下がってろ！」

　ルカートの悔くやしそうな顔が見える。だが、スマンな。ただ倒たおすだけなら圧あつ倒とう的てきな魔ま法ほうの連撃や炎の裂さけ目から攻撃をすれば終わるんだろう。今回の戦いは、完全に俺とリゥイの我わが儘ままだ。

「私使える！　回復魔法の中に《ディスペル》の魔法がある！」

　声を上げるのはミュウだ。他にも、守りや炎を引き付けることはできると、ルカートたち全員が現れた。

「全く……お前ら、俺はあれを倒すんじゃなくて、装備を解呪するんだぞ。面めん倒どうくさいぞ」

「いいんですよ。私たちがユンさんを手伝いたいと思ったんですから」

　良い笑顔で返してくれるルカート。周りに目を向ければ、トウトビは、炎の中、移動系のセンスだろうか、残像や瞬間移動を駆く使しして幼獣を翻ほん弄ろうしている。

　また、ルカートやヒノは、コハクとリレイの魔法使いとペアで、防御と幼獣翻弄に参加している。

　要かなめのミュウには、リゥイが付き、リゥイの生み出した水の盾たてが、炎ほのおを相そう殺さいし、ミュウを守る。

　炎の勢いが増し、引き付け役が増えて、俺の負担が確実に減った。

　ここからラストスパートをかけるとしよう。

「トウトビ！　左！」

「分かってます。──《サイド・ステップ》！」

　俺とトウトビは、高い移動速度やセンス由来の移動系スキルやプレイヤースキル由来の危機察知能力を駆使して、炎を掻い潜る。

　ミュウは、ただじっと自分の役割が来るのを待ち、リゥイはその傍かたわらで水の盾を生み出し、炎との相あい性しようで尽ことごとく受け切る。

「一人じゃ長くは魔法壁へきが持たないよ！」

「大だい丈じよう夫ぶです。タイミングよく、解除してください！」

　リレイとルカート、コハクとヒノの組み合わせは、移動しての回避で全てを捌さばけない。だが、威力の増した炎に晒されている中で、防ぐ手立てがない訳ではない。

「行きますよ！　……３、２、１──」

　ルカートのカウントとともに、表面に皹ひびが入る魔法壁。カウントダウンの指示通りに消せば、眼前に炎えん弾だんが迫っている。

「──《ショック・インパクト》！」

　ルカートは、迫る炎に合わせて、両手で持った剣けんを叩たたきつける。黄色い光と共に発現するアーツは、炎を受け止め、がきん、という鈍にぶい金属音を奏でて、そのまま、空へと打ち返していく。

「僕も行くよ！──《マジック・ストライク》！」

　ヒノも同様に、大おお槌づちを振ふるい、炎をまとめて弾はじき飛ばす。

　魔法での防ぼう御ぎよで耐え、魔法壁の耐久がなくなったところで、対魔法用アーツで打ち返す。そして、アーツの再使用時間まで再び魔法壁の裏に隠かくれる。

　簡単に連れん携けいをこなしているが、魔法を打ち返すアーツは、タイミング自体がシビアで高いプレイヤースキルを要求される。

　更さらに、極端に武器に負担を掛けるために、多用はできない。それが、この一週間のサバイバル環かん境きようでは愚ぐ行こうと呼べるものになる。耐たい久きゆう度の回復も武器の新調も困難だからだ。

　それなのに、みんなこんな俺の我儘のために手伝ってくれるんだ。俺は、彼女らの頑がん張ばりに応えねばならない。

「まだか、まだなのか」

　噴ふき上がる炎を避けつつ、俺は、じりじりとその時を待った。

「《ショック・インパクト》──なっ！」

　何度目かの剣と炎の激げき突とつの瞬間、ルカートの剣が砕くだけ散る。この瞬間、ルカートは、身を守る術すべを失った。俺が、更に早く来い、と強く思ったとき、反撃の機会が巡めぐってきた。

「ミュウ！　準備！」

「分かった！」

　厚みの増した蒼そう炎えんを打ち破るためには、マジックジェムがどれだけ必要か分からない。だから数を増やして四個のマジックジェムを炎へと投とう擲てき。それと同時に俺は、炎の領域に駆け出す。

　先ほどよりも激しい爆風に上体がぶれ、倒れそうになるが、腰こしを落として、爆風の空白地帯に駆け込む。

　背後では、リゥイに守られるミュウが神こう々ごうしいまでに白い魔法を放つ。

「──《ディスペル》！」

　俺が炎の領域に入り込んだ時、ミュウの解呪が幼よう獣じゆうの腕輪にあたり、頭上の髑髏のカウントが『１』になる。それに伴ともない、青い炎は、一段と激しさを増し、赤黒い炎へと変へん貌ぼうを始める。

　傷を塞ふさぐように、俺の空けた空白地帯に黒炎が殺さつ到とうする。

　遠くで、悲鳴や逃げるよう声が上がるが、もう逃げられない。

　そもそも、逃げる必要があるなら最初から飛び込まない。

　ルカートの剣が壊こわれた時点で、俺たちにこの戦いを長引かせる選せん択たく肢しはなくなった。

　解呪する度たびに強化される炎に短期で決着をつけるのは、提案者の俺自身が一番のリスクを負うのが筋ってものだと思う。

「──《ボム》」

　俺は、自身の魔法スキルである《ボム》を発動させる。発動までに僅わずかながら時間が必要なマジックジェムとは違ちがい、即そく座ざに発動するスキルを至し近きん距きよ離りで爆ばく発はつさせる。

　体を突つき抜ぬける衝しよう撃げきと爆ばく風ふうが、ＨＰをごっそり削けずる。爆風で迫る黒炎を一瞬押し返し、幼獣へと道を切り開く。

　度重なる炎と爆発の影えい響きようで俺自身、満まん身しん創そう痍いに近い。ポーションで回復する間もなく、俺は、幼獣にタックルするように組みつく。

「終わりやがれっ！」

　最後に絞しぼり出すような声を上げて、解呪ポーションを叩きつける。直後に膨ふくれ上がる黒炎。この瞬しゆん間かん、俺は──あっ、死んだな。と半ば悟さとったように状じよう況きようを眺めている。

　膨れあがり、白色へと変化し爆発する炎。どうして体がそう動いたのか分からないが、未だに炎の衣ころもを纏う幼獣を守るように抱かかえてその場で蹲うずくまる。

　きつく目を閉じ、鼓こ膜まくを激しく揺ゆする爆ばく音おんの中、ただ終わりを待つ。目を開けた先はきっと、第一の町の広場だろう。




　　　　●




　そう思いながら、十秒、二十秒と経過するが、周囲には町の喧けん騒そうはおろか、物音一つしない。

　恐おそる恐る目を開けると、俺はまだその場所に居た。

「……い、きてる。よかった～」

　ぐたっと緊きん張ちようが解ほぐれたのか、体から余計な力が抜けていく。広間の炎は、全て消え、あれほどの炎が幻まぼろしであったかのような静けさだ。だが、確かに地面に残る焦こげ目や燃えた何かは、先ほどの惨さん状じようを物語っている。

　そういう俺自身だって、例外ではない。幾いく度どとなく炎に焙あぶられ、自分の爆発に巻き込まれ、ＨＰは回復できても、俺を守った布製の防具は、完全にボロボロだ。

　インナーは、背中に大穴が開き、ベルトは煤すすけ、ズボンは、端はしが破けてスリットのようになってしまっている。

　ＭＰを吸収して自動で修復する装備だが、これは修理してもらった方が早いだろう。

「はぁ～、せめてもの救いは、破損が際きわどくないことだな」

　そうため息が漏もれてしまう。……修理してもらうためには、一度装備を解除しないと。となると、予備の服がないぞ。

「お姉ちゃん！　大丈夫！」

　慌あわてて駆かけ寄ってくるミュウたち。あー、一人炎にダイブして心配かけたな。

「平気だ……とは言えないな。もうぼろぼろ。主おもに防具が」

「え、ええっ……目のやり場に困ります」

　ルカートがもの凄すごく視線を逸そらす。いや、逸らさないでくれよ。俺の方が恥はずかしくなってくる。

「みんな無茶させたな。悪い。それと隠れていた人は？」

「一足先に、他の方と合流するそうです」

「そうか……さて、どうするかな？　こいつ」

　今は自分たち以外誰だれもいない状況だ。問題の中心にあったものを見る。

　黒い柔やわらかそうな毛に、縦に走る赤い毛。特とく徴ちよう的な鼻から規則的な寝ね息いきを立てる子こ狐ぎつね。

「今回の元げん凶きようの幼獣どうするか」

「どう……とは？」

「いや、放置する訳にもいかん。というより、ぶっちゃけ、連れて帰ろうと思うんだけど……リゥイの他に三匹びきいるんだよね、幼獣たち」

「さ、三匹!?　ユンさん、どれだけ幼獣に好かれているの!?」

　他のメンバーがだいたい似たようなことを言っている。まぁ、他の三匹は俺の手を離はなれたんだけど……

「まぁ、連れん絡らくしてみますか」

　俺は、マギさんにチャットを繋つなげる。

「今、時間あります？」

『うん、あるー。どうしたの？』

「出先でトラブルに遭あいまして、防具が壊れたり、連れ帰る幼獣が増えたんです」

『えっ!?　ユンくん、またトラブルに巻き込まれたの!?　やっぱり、私が一いつ緒しよについて行くべき……分かった。連れて来て。あと、クロードには、予備の服頼たのんでおくね』

「あ、あと、妹たちを連れて行っていいですか？　夕飯を一緒に。って話で」

『了りよう解かいしたよ。じゃあ、早めに帰ってきてね。こっちもたくさんの成果があるから』

　と以上がマギさんとの短い会話だ。ただ、少し不ふ機き嫌げんそうな声こわ色いろだった。

「帰き還かん許可出たから帰りながら話そうか」

　皆みんなの同意を見て、俺は、子狐を丁てい寧ねいに抱えた。隣となりにリゥイが並んでくる。

　ルカートたちに言わなければいけないことがあった。

「その、すまなかった。俺の無茶に付き合わせて。それに、ルカートの剣を壊しちまったのは、俺が原因みたいなもんだし」

「そうですね。武器はあれ一本ですし、困りました。弁べん償しようしてください」

「ルカ、普ふ通つうは、気にしてません。っていうのがテンプレちゃうん？」

　ジトっとした目のコハクだが、俺もできれば弁償したい。善意だけじゃあ、このイベントは生き残れない。

「コハクやリレイは、直接殴なぐる武器じゃないからいいけど、僕やルカは、あの炎打ち返したんだよ。耐たい久きゆう度が半はん端ぱなく減ってるって。僕は、槍やりがあるからまだ余よ裕ゆうだけど……」

「……最悪、ダンジョンで見つけたナマクラ刀がたなでも装備すればいいかもしれませんけど、呪のろいの可能性もありますね」

　ヒノ、トウトビと続く言葉。本当に申し訳なく思う。

「そうですね。まぁ、なってしまったことは仕方がありませんし。そういえば、暴走の原因のアクセサリーはどうなってますか？」

「あー、これね」

　いつの間にか、俺のインベントリに収められていたアクセサリーを実体化させて、手に転がす。

「えげつないぞ。デメリット効果がなければ、完全な壊れ装備だ」

　取り出されたのは、黒い金属の腕うで輪わ。その表面には、精せい巧こうな死神と苦く悶もんの表情を浮うかべる男性の彫レりリ込ーみフが刻まれている。正直、こんな悪あく趣しゆ味みな装備は使う気になれない。

「うわぁ、綺き麗れいな装備。お姉ちゃん、凄いねこれ」

「そうですね。素敵な芸術品ですね」

　ほぅ、と嘆たん息そくが女子一同から漏れる。こんな装備に？

「悪趣味だろ、絶対」

「「「「「「えっ？」」」」」」

「えっ？」

　まさか、妹たちにこんな悪趣味な美的感覚が……って絶対違うよな。

「なぁ、どんな風に見えるんだ？」

「えっと……白い腕輪で、天使と女性が祈いのりを捧ささげている……そんな腕輪じゃないの？」

「……はぁ～、えげつねぇ」

　未み鑑かん定ていだと、見た目すら偽いつわっているのか。これは、神こう々ごうしいデザインに騙だまされ、実は──というパターンを想定したものだろう。

　だが、これを使った馬ば鹿かどもも多少は頭が回ったのか、幼獣で実験した。まぁ、この幼獣の潜せん在ざい能力が高いのか、装備との相あい性しようが良かったのか、あんな惨さん事じになってしまったが。

「このアクセサリーは、鑑定した結果、実は悪趣味なデザインです。皆みなさま、回収した未鑑定アイテムなどは、必ず鑑定した方がいいと思います」

「えっと……忠告ありがとうございます？」

　ちょっと投げやり気味に言ってみたら、ルカートたちが若じやつ干かん困こん惑わく気味だ。まぁ、疲つかれたテンションってことで、大目に見てほしい。

　それから俺たちは、マギさんたちの待つベースキャンプへと進むのだが、道中、薬草類や食べられる草などをレクチャーと収しゆう穫かくしたために必要以上に時間がかかった。

　そして、予想以上に静かなリレイだが、俺の背中に熱い視線を送ってくる。

　はぁはぁ、白く綺麗な背中、美しいうなじ、裂さけたズボンから見える白い太もも、など危ない発言が聞こえる度に、コハクにツッコミを受けている。俺がツッコんでは負けと思い極力無視する。

　俺たちのベースキャンプに到とう着ちやくしたのは、あたりが暗くなり始めた頃ころ。帰ってきた時は、やっと着いた。と力が抜ける。そして、狐の幼獣は、俺の腕うでの中で未だにすやすやと眠ねむっている。

「ただいま、マギさん」

「おかえり、ユンくん。昨日に引き続きトラブルに巻き込まれたとか、心配させないでよ」

「マ、マギさん!?」

　少し疲れた風に出で迎むかえてくれるマギさんが俺にそっと抱だき付いてくるがすぐに引き剥はがすことはできなかった。ミュウたちが、何かニヤニヤしてその様子を見み詰つめているのが分かる。

「マギもそれくらいにしろ。それにしてもこんな短時間で防具をここまで破損させるとは。どういう風に使えばこうなる。二度とこういうことがないようにグレードを上げて、修復してやる。ほら、予備の服だ」

　俺に抱き付くマギさんを引き剥がしてくれたクロード。そして、トレード画面で俺に新しい装備を渡わたして来るので、受け取る。

　俺もマギさんも少し落ち着く時間が必要そうだと、俺は静かにログハウスに入る。

　この場にリーリーが居ないのは、何な故ぜだろう。と考えながら、装備を交こう換かんし……

「……よし、着き替がえたぞ。ってなんだこりゃっ！」

　白のワンピースと背中の半分程度しか覆おおっていないチョッキ。最後に、スカートを嫌いやがる俺への配はい慮りよとばかりにショートパンツがあるのだが、ワンピースの裾すそが長いために、ショートパンツは完全に隠かくれている。

「おい、クロード！　これはどういうことだ！」

「うわぁっ！　ユンくん化けたね」

　心配していたマギさんの表情に活力が戻もどり、ミュウたちの瞳ひとみがキラキラとしたものに変わる。

「うむ、似合っているぞ。ユン」

　そうじゃねぇぇっ！　服は、トレードで渡されたからよく見なかったのがいけないし、着替える瞬間は、ヒーローの変身みたいに一いつ瞬しゆんだし。でもな！
















「俺は、こんなヒラヒラの服着たくないんだよ！」

「何を言う！　貴様のそのスレンダー体型。美しい黒くろ髪かみ、黒目。磨みがけば輝かがやく原石を放置するなど俺にはできん！」

　なんか、クロードに力説で返された！　更さらに続く言葉に耳を塞ふさぎ、しゃがみ込む。

「白のワンピースは、この夏の平原を駆け抜ぬける純じゆん朴ぼくな乙女おとめを彷ほう彿ふつとさせる美しさがある。貴様の髪は黒。黒と白は対比されがちだが、どちらも純潔を想起させるもの。これほど相性の良いものは存在しない。

　貴様がスカートなどの服装を嫌きらう傾けい向こうにあるのは知っている。故ゆえに、ショートパンツだ。これによりパンチラなどという下品極きわまりないものは存在しない。想像してみろ、風に靡なびき捲めくれ上がるワンピースは、純潔を守りながらも、捲れた色気を見せ、過度なエロスを感じさせない！　美の追求はエロスだけではない！」

　この人、女の子たちの前で何力説しちゃってるんだよ!?　うちの妹もいるんだぞ。

　更に、なぜか、仕事をやり遂とげた男の顔をしているし、この凍こおった空気をどうすんだよ。

　俺の心の叫さけびは、一つの小さな音の連続という結果を生み出す。

　それは拍はく手しゆ、リレイが一人、クロードに向かって謎なぞの尊敬の眼まな差ざしを向けている。

「それです。美しい女性は、そうあるべきです。目の前の純潔を守りたい。それと同時に、汚けがしたくもある。素晴らしい考え、そしてその心構えこそ、私の同士と呼ぶに相応ふさわしい」

「理解ある者が居て、俺も嬉うれしく思う。では、互たがいに心ゆくまで語り合おうではないか？」

「ふふふっ。はい、是ぜ非ひに。今度は、ゴスロリ風をテーマにしては？」

「興味深いな」

　いや、この二人、何盛り上がってるの？　コハクさーん、ツッコミ役不在は駄だ目めです。ちゃんと機能してください。

「おっと、忘れていた」

「なんだよ」

　俺は辟へき易えきしながら、ジト目でクロードを睨にらむ。

「防具を渡せ。修理ついでにグレードを上げる。それとこれだ」

　トレードで防具を送りつけて、逆に送られたアイテムを物質化する。

「料理する時は是非、装備してくれ」

　それは、シンプルなエプロン。端はしにはフェルト生地で作られた可愛らしいヒヨコ。

「お前、いい加減にしろ！」

　俺の叫びとともに、クロードの腹に拳こぶしが突つき刺ささる。

　捻ひねりを加えたボディーブローを受け、その場に倒たおれたクロード。彼の頭にパートナーのクツシタが弱めの猫ねこパンチを連続している姿には、心なしか癒いやされた、もちろん、スクショにてその雄ゆう姿しは残されることとなる。

　俺は、改めて妹たちにパーティーメンバーを紹しよう介かいする。

「えっと、この女性は、マギさん。鍛か冶じ師しやっていて、いつもポーションを納品している。って、ブルポはマギさんのお店で買っているんだっけ？」

「鍛冶師のマギだよ。よろしくね。それとパートナーの子犬のリクール。と言っても、何人か見知った顔が居るのは確かだけどね」

　顔の前に持ち上げたリクールの愛くるしさに目を奪うばわれる女性たちに、苦笑するマギさん。

「次は……まぁ、説明したくないけど……クロード。布と革製の防具専門の裁さい縫ほう師し。それと、パートナーのクツシタ」

「俺の紹介が雑だな」

　何事もなかったかのように静かに立ち上がるクロード。かなり力を込めたはずだが、もう起き上がるとは、次は、更に力を込めるべきか。

「当然だ。うちの妹が居る前であんな暴走するやつに、配慮などいらん」

　肩かたを竦すくめるクロードのマントに器用に爪つめを引っ掛かけて、垂直登りで肩までたどり着くクツシタ。皆、小さく可愛らしい幼よう獣じゆうと彼らの紹介に目を白黒させている。

「あとは、木工師のリーリーなんだけど。マギさん、リーリーは何ど処こに？」

「ユンくんからの連れん絡らくを受けて戻って来たから、食料調達がまだでリーリーに頼たのんだんだけど……いま戻って来たね」

　赤い毛玉の雛ひな鳥どりを器用に肩に乗っけたリーリーが俺たちとは反対側の森から戻ってきた。

　ルカートが声を漏もらす。

「マギ、クロード、リーリー……トップ生産職。三人揃そろっている姿を、初めて見ました」

「そりゃ、私たちはいつも一いつ緒しよじゃないし、それぞれお店持ちだよ。ルカートちゃん」

「……っ!?　どうして私の名前を」

　驚おどろくルカートに、悪戯いたずらが成功した子どものような笑みを浮かべるマギさん。

「そりゃ、うちのお店の常連さんは、多少なりとも覚えているからね。特に、ミュウちゃんから話は聞いているよ」

　さも当然といったマギさんの言葉に、ルカートに軽く睨まれるミュウは、ちょっと焦あせった感じだった。

「だ、だって、女の子同士のお話って色々あるでしょ？　ルカちゃんなら分かるよね？」

「最高のオーダーメイドが欲しいけど、お金が足りないんだよね。知ってるよ」

　そんな恥はずかしい内容まで暴ばく露ろされて普ふ段だんは大人しそうなルカートも顔を真っ赤にしてミュウに強い抗議をしている。それを見て慌あわてて話題を変えるマギさん。

「それで……トラブルに巻き込まれたユンくんは、紹介してくれるかな、連れてきた幼獣たちを」

　マギさんの表情は笑顔なんだが、何ど処ことなく怒おこっているような声こわ色いろをしている。俺の表情が引き攣つると共に、隣となりに並ぶユニコーンの幼獣が一歩前に進み出る。

「えっと、ユニコーンの幼獣で名前はリゥイです。実は、昨日から着いて来てたんですけど……名前を決めてなかったのと人前では姿を消すので言えませんでした。

　それとこっちがトラブル先で保護した黒い狐きつねの幼獣です。色々とすみません」

　抱かかえる子狐を見せる。まだ深い眠りの中で目覚める気配はない。

「それじゃあ、休きゆう憩けいついでにちょっと互いの話をしようか」

　俺たちは、簡易テーブルに座り、やっと一息吐つく。

　話に参加しないミュウたちは、自身の今夜寝ねるスペース確保のためにテント張りに四苦八苦している。今日の炎ほのおで今までのテントは焼失したが、とあるユニークＭＯＢからのドロップ品でテントの予備があり、それを使っているとルカートが言っていた。

　俺は、何を話せばいいのか分からずに、ぽつり、ぽつりと話し始める。

　昨日のことから今日のこの時に至るまで。昨日話したことから、話していないことまで全部。自分の主観を交えた話だ。まだ、自分の中で整理のついていない内容も話した。

　話を聞くクロードとリーリーは、眠り続ける子狐のために片手間だが寝ね床どこを用意してくれた。話が終わり、僅わずかな沈ちん黙もくが訪れる中で、マギさんは、険しい表情から長く息を吐き出し、言葉を口にする。

「短い時間にユンくん、大分密度の濃こい体験しているよね。呪のろいのアクセサリーはとても興味が湧わくけど、まず一言──無茶しない」

「はい。すみません」

「そうだよ。掲けい示じ板ばんで『火災発生』なんて冗じよう談だんみたいなスレが立って、まさかその事件に首を突っ込むなんて。ユンっち、堅けん実じつに見えて無茶するよね。でも……よかった、本当に」

　マギさんとリーリーは、ふっと力を抜いて、無事なことを喜び、また泣きそうな顔をしていた。こんなに心配してくれるパーティーが居るのに、無茶をしてなんだか申し訳ない気分になる。

「ユン。件くだんの幼獣が目を覚ましたみたいだぞ」

　俺たちの話し声に反応したのか、微かすかな反応を見せる子狐の幼獣のことをクロードが教えてくれる。今まで眠りについていた黒い狐の幼獣が目を覚ます。

　倒れる直前とのギャップからか、知らない場所での恐きよう怖ふからか、目を覚ました子狐は、小さい体を強こわ張ばらせ、警けい戒かいを強めている。

　震ふるえる四し肢しで立ち、くすんだ毛並みの尻尾しつぽを高く立てて威い嚇かくする黒い子狐。

　どう考えても、虚きよ勢せいにしか見えない姿に可哀かわいそうに、と思ってしまう。

「あれ？　その子起きたんだ。ねえ、お姉ちゃん。なんか、警戒心マックスだよ」

「分かってるよ。みんな、あんまり刺し激げきするなよ。怯おびえちまう」

　テントの準備を終えたミュウが俺に声を掛けると弾はじかれるように距きよ離りを取る子狐。

　この子を拉ら致ちしたやつらの扱あつかいが酷ひどくて人間不信に陥おちいってるのかもな……って最近のＡＩ凄すごすぎるだろ。自己学習機能で人間を警戒するんだから。このゲーム、リアルを追求しすぎだって。

　近づく度に、子狐が恐怖の色を濃くするのが分かる。少しショックに思うと同時に、腰こし元もとにすり寄るリゥイの頭を撫なでて、自分に言い聞かせる。

「今は見守ろう。見てるだけでいいから」

　リクールたちとは、全く違ちがう経路での出会いのために少々手間取るだろうが、少しずつ様子を見ていくことにする。流石さすがに、リゥイに無理やり抱だきつこうとしたミュウでさえも威嚇と怯えを混ぜた子狐に無理やり触さわろうとはしない。むしろ、一番その姿に困こん惑わくしているようにも見える。

「さて、狐の幼獣を見ていても仕方がない。そろそろユンを助けてくれたパーティーへの報ほう酬しゆうから決めるか？」

　クロードがそう切り出したのを契けい機きに皆みんなの視線が子狐から離はなれる。視線が消えると共に、緊きん張ちようの糸が途と切ぎれたのか、また崩くずれるように寝床に倒れ込む子狐。それを確認して、話し合いに意識を戻もどす。

「それじゃあ、多分必要な物は、武器や防具の耐たい久きゆう度回復、ルカートの壊こわれた武器の代用品、あとはポーション類、それと食事だけど、それでいい？」

　俺が、テントを張り終えて寛くつろいでいるルカートに声をかける。

「はい。それで構いません。というよりも、貰もらい過ぎな気もしますが……」

「そんなの、気にしないでいいよ。僕らは好きでやってるんだし」

「ですが……」

　ここで食い下がるルカート。俺的には適正だと思うのだ。あのまま、炎に焼かれてリタイアの可能性もあったのだ、むしろ安くさえ感じる。だが、雰ふん囲い気き的にルカートたちはどうしても納得していない様子だ。

「うーん。じゃあ、こうしよう。ルカちゃんの武器を代用とは言わずに、オーダーメイドで作ってあげる。今後のケアもばっちりつけて。現状作れるのは、鋼はがね製の剣けんだけどいい？」

「えっ!?　だから、それは貰い過ぎですって！」

「その代わり……何かのアイテムと交こう換かん。ってのはどう？　ギブ・アンド・テイク」

「……そうですね。みんなはそれでいいですか？」

　ルカートがミュウを含ふくめる他のメンバーに尋たずねると、皆が快こころよい返事をくれる。

「じゃあ、それでお願いします」

「よーし、早さつ速そく作る？」

「マギ。まだ話は終わっていないだろ。ユンの見つけたレア武器の鑑かん定ていが残っている」

「そうだったね。忘れちゃ駄目だったね」

　俺は、インベントリから戦せん斧ぷ、一対ついのダガー、魔ま法ほう杖づえ、そして長弓を取り出す。その武器には、ミュウたちも興味があるのか、近くに来て覗のぞき込むが、対応するセンスがないのか、鑑定はされていない。

「ほほぅ、なかなか禍まが々まがしい外見だね。赤く明めい滅めつする斧って私好み」

「このダガーは僕のかな？　マギっち、鑑定よろしく。杖と長弓は僕が鑑定するから」

　そう言って、さっそく鑑定する二人の顔は、気楽な様子から一転して、強張った。それは、緊張というよりも強い歓かん喜きの色が濃い。

「ねぇ……マギっち、そっちのはどんな感じ？」

「うーん。全部性能は同じだよ。全く、運営も良い趣しゆ味みしているね」

　そう言って、それぞれに対応する武器を渡わたされた。





ヴォルフ司令官の長弓【武器】

弓の名手にして獣じゆう人じんの司令官・ヴォルフの使っていた長弓。
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　ただ、これだけ？　と思った。なぜなら、マギさんの包丁とほぼ同性能、リーリーの作った武器に完全に劣おとっている武器なのだ。

　だが次の瞬しゆん間かんに流れるメッセージに驚かされる。




【この武器の追加効果は、最大15個まで付ふ与よすることができます。またユニーク装備のため、奪われず、壊れません。追加効果は、自由に削さく除じよが可能ですが、付与する場合、再度同じ工程をしなければいけません】




「くくくっ……生産職にカスタマイズ武器の素体を渡すなんてな。良いセンスしている。運営は」

　クロードは、楽しそうに、それでいて不気味な笑い声を上げる。いや、言いたいことは分かるけど、雰ふん囲い気き怖こわい。

　続いて、マギさんも、流石ＯＳＯだね。オンリーな武器を作る機会を与あたえてくれるなんて、と嬉うれしそうに自身の斧を撫でている。

　リーリーに至っては、ここでチート武器なんて渡されたら、生産職の存在が否定されるね。と言い出す始末。

　確かに、自分で武器を作れる人たちがそれ以上の性能の武器や中ちゆう途と半はん端ぱに高性能な武器を渡されるのは、興きよう醒ざめとしか言いようがない。そういった意味では、最良と言えよう。

　でも……

「……今のところ、明確なカスタマイズのビジョンがないからどうするかな？　これ」

　俺は、弓を持って改めて眺ながめる。

　ちらっ、と周囲に目を向けると、ミュウがもの凄く目をキラキラ光らせていた。まぁ、なんとなく凄い物だと分かってはいたけど、ミュウがもの凄く物欲しそうな目で見ていると、別の意味で不安になる。

「いーなー。激レアだよ、それ！　夢の魔ま改かい造ぞう武器ができちゃうよ。できることなら襲おそってでも欲しい物だよ」

「物ぶつ騒そうだな、おい。ＰＫプレイヤー・キラーされたくないって」

「あー、ＰＫの可能性があるか。まぁ、奪われなくても、妬ねたみぐらいは買いそうだよね」

「マギさん、何を吞のん気きなこと言ってるんですか」

　ジト目で見返すと、あははっ、冗談だって、と手をひらひらさせる。だけど、冗談に聞こえないんだよな。

「ユンっち、最高の武器ありがとう」

「ああ、ゲームの目的に自分好みの装備の充じゆう実じつを考えている俺としては、嬉しい限りだ」

　リーリーとクロードにそう言われるとなんだか嬉しくもあり、背中がむず痒がゆい。

「別に、気にするな。それより話は、これで終わりだな。あとでクロードの方には、メールで湖底のスクショ送っておくな。それと、ルカートたちは、ポーションだったな。必要な種類と数を言ってくれ。明日あしたまでに用意するから」

「私は、ルカちゃんの剣か。今日の探たん索さくで鉱石素材を見つけたから足りるよね。ユンくんは、宝石を使うでしょ？」

　俺たちは、それぞれが自分のやるべきことに動き始める。

　マギさんは、今日採取した宝石を少し俺に渡してから、ルカート用の剣の製作に取り掛かかる。

　クロードは、俺の破損した防具の修理のことや他の人の防具の状じよう況きようなどを話しながら、視線は僅かに彷徨さまよっている。掲示板でも見ながら作業をしているのだろう。器用なことだ。

　リーリーに関しても同様で、杖の耐久度回復を行うが、杖はコハクとリレイ二人分の二本だったために、未鑑定品の鑑定などを一番引き受けていた。

　そして、俺は──

「ユンさん、今日の報酬としてのアイテムの一つです」

「これは……スイーツ・ファクトリー？」

「はい。スイーツ・ツリーのドロップアイテムです。あと、ヒマツブ・シザースのドロップの本です。私たち読めないので」

「いや、俺も読めないんだけど……まぁ、読みたいとは思うんだけどな。それでその本はどこに？」

「えっと、クロードさんが今持っています。あとで読むのだそうです」

　その言葉を聞いていたのか、こちらに軽く手を上げるクロード。

　本を何気なく読んでいるクロードが羨うらやましいと思う。コレクションで全巻並んだ本とか見るのは、圧巻かもしれん。本は読めないが、ちょっと欲しいかも。

　そう、妄もう想そうに浸ひたっていたところをルカートに引き戻された。

「……で、ユンさん？」

「はい？」

「期待してますよ。お・か・し」

「……はい」

　嬉しそうに、楽しそうに、可か憐れんな少女たちは、俺に微笑ほほえむのだった。そう、お菓か子しのために、おやつのために。

　夜間は活動ができないために、料理やお菓子作り、集めた素材でのポーション作りに勤いそしむ。出来たフルーツゼリーは、明日の朝食に出ることだろう。

　俺のやるべき作業を終え、ふと視線を眠ねむる子こ狐ぎつねへと向ける。

「うん？　どうしたの、お姉ちゃん？」

「いや、別に？　俺は今日疲つかれたからもう寝ねるな」

「あ、うん。お休み」

「お休み」

　俺は、その場にいるみんなに声をかけて、子狐の眠る寝ね床どこごと抱かかえて、ログハウスへと向かう。昨日はリーリーが一番に眠ったが、今の俺は、寝ると決めた瞬間から一気に眠ねむ気けが襲ってきた。

　なれないワンピースの裾すそが捲めくれないように注意しつつ、ベッドに体を横たえる。

　すでに寝ているリクール、クツシタ、ネシアスの横に、子狐を起こさないようにそっと置く。

　疲れて目を閉じれば、意識が一気に闇やみの中に落ちる。

　最後に思ったのは、ああ、俺結構疲れていたんだな、という感想。無事、三日目を終えることができた。







　六章　敵かたき討うちと魔ま法ほう使つかい







　目を覚ましたのは、昨日と同じ時間帯だと思う。薄うすぼんやりとした視界がログハウスの戸の隙すき間まから洩もれる光を見た。

「……朝か。起きないとな」

　食事を作らないと。唯ゆい一いつの【料理】センス持ちということで、今日も軽く背を伸のばしていち早く起き上がる。起きて、周囲を見回せば、クロードが居ない。また徹てつ夜やでもしたのか。と思い、他のみんなや幼よう獣じゆうを起こさないように扉とびらに手を掛け開く。

「……おはよう、クロード」

「ああ、おはよう。そしてお休み」

　それだけ言うと、クロードは、ぼふっと鈍にぶい音を立てて、すぐに寝ね息いきを立て始める。って、俯うつぶせのままでは息苦しくないのだろうか、と思ってしまう。

「見張り番が辛つらいなら誰かと代わればいいのに、まぁ、安心して寝られるからありがたいか」

　そう言いながら俺が外に出ると、トウトビがすでに起きている。短たん剣けんを片手に架か空くうの敵を相手にしている。

　右へ左へ、前に後ろに、と残像を残しながら虚こ空くうの一点を短剣で突つく。

「朝から張りきってるな」

「……おはようございます、ユンさん」

「他の人は？」

「……みんな寝てますよ。私が起きてきたので、クロードさんと交代したんです」

「そうか。じゃあ、朝食の準備をするか」

　防具は、昨日の白いワンピースのうえからエプロンを着ける。

「この時間帯からですか？」

「そう、加工食品を準備するのも時間が掛かるからな」

　そう言って、ひらひらと手を振ふり、色々な道具を用意する。

　昨日マギさんたちが狩かったユニークＭＯＢの中に居たストーブ・ブルからのドロップであるオーブン・ストーブを取り出し、準備を始める。

【料理】スキルによる工程の短縮で行われるパン作りと並行して、おかずを用意する。

　料理に集中していたために気がつかなかったが、マギさんとルカートも起きていた。新しい剣でルカートの朝の素す振ぶりを見守っているマギさんとその腕うでに抱だきかかえられたリクール。

　ルカートの剣は、片手持ちにしては大きく、幅はばが広い。また両手で持つ分には、やや重量感が足りない感じのする片手剣──分類上、バスタードソードと呼ばれる種類だろう。

　装そう飾しよくは極力抑おさえながらも、どこか品のある雰ふん囲い気きは、ルカートの普ふ段だんの様子と相まって違い和わ感かんがない。新たな得え物ものを手に軽々と斬撃を繰くり出し、時折両手で握にぎりしめての振り抜ぬきは、剣圧だけで周囲の草を散らすほどだ。

「おはようございます。出来たんですね、ルカートの剣」

「ユンくん、おはよう。うん、昨日の夜には出来たんだけど、疲れちゃってチェックを今してるんだ。ルカちゃん、それでどうかな？」

「はい、イメージ通りです。私は、速度よりも一いち撃げきを重視するタイプなので、今までの剣が少々軽過ぎたんですね」

　そう呟つぶやくルカートは、ふぅと脱だつ力りよくし、剣を仕し舞まう。

「それじゃあ、その剣を納品ってことで良いかな？　ユンく～ん、朝食のメニューは何？」

「そうですね。焼きたての丸パンとスクランブルエッグ、サラダ、肉野菜炒いため、カットフルーツなんかですかね。スイーツ・ファクトリーがあるので、ホットケーキなんかも出来ますよ。生地だけ作れば、あとは焼くだけですし。昨晩作ったゼリーもありますよ」

「おおっ!?　選せん択たく式しきならホットケーキが食べたい」

「じゃあ、セルフ式にするんで食べる時に自由に選んでください」

　そう言いながら、コンロに火を点つけて、フライパンを熱していく。

　生地を作って焼き上がったホットケーキを大皿にどんどんと重ねていく。また、リーリーの作ったバスケットにオーブンで焼きたてのパンを盛り付けてテーブルに置く。

　出来た食事は、好きに食べられるようにセルフ式だが、少し物足りないと思っていたところに朝の狩りに出ていたヒノとリーリーが蜂はち型ＭＯＢのドロップである蜂はち蜜みつ入りの瓶びんを持ってきてくれた。どこから瓶が生まれたかは、気にしないべきだろう。

　しばらくして、全ての準備が整い、俺はやっと一息つくことができた。

「朝から、疲れた。流石さすがに十人と五匹ひきは多い。今日は料理の作り置きしとくかな？」

　そう言いながら、どさっ、と木製の椅い子すに腰こしを掛ける。

　マギさんがそんな俺に水の入ったコップを差し出してくれる。

「おつかれさま。大だい丈じよう夫ぶ？」

「大変ですよ。インベントリで保存できるから今日明日、料理の作り置きでもして、残りの日数を探索中心に据すえるのがいいかもしれません」

　今の率直な感想にうんうんと相あい槌づちを打つマギさん。二人並んで、朝食を食べる。口に含ふくんだホットケーキは、生地自体のほんのりした甘味と蜂蜜の噎むせ返るような強い甘さに少し元気が出た気がする。

　そして、朝食の匂いに釣つられたのか、起きてきた幼獣たちは、それぞれ取り分けた皿の料理を貪むさぼるように食べる。その中で、黒い子こ狐ぎつねだけは、未いまだに警けい戒かい心を持ったままだ。だが、空腹に勝てない様子で、蜂蜜の掛かかった小さなホットケーキを食べていく。距きよ離り感かんは、俺たちプレイヤーよりも同じ幼獣たちと寄より添そう傾けい向こうが強い。特に体の大きいリゥイにべったりだが、リゥイ自身嫌いやがっている様子はない。

「食事をしながらでもいいからちょっとミーティングをするぞ」

　そう声を掛けるのは、クロードだ。倒れるように眠ったのに、短い睡すい眠みんを終えて、最後に朝食の席についている。この男、よく短い睡眠で健康に害がないな、ゲームだからそんなものか。と思ってしまうが、リアルでやるのならば心配が尽つきない。

「それじゃあ、今日の予定を話す。俺とマギは、少し個別に各ベースキャンプを回ろうと思う」

「それはなぜ？」

「インフラの整備とでも言えばいいか。昨日の夜、掲けい示じ板ばんで大方の流れを見たんだが、生産職の支し援えんが受けられずにいる人が多いようでな。今日は、知り合いの生産職とどういう役割で戦せん闘とう職を支援するか決めるんだ」

「生産職は、生産センスのレベルが上がって美お味いしい。戦闘職は、安心してサポートが受けられる。みんな幸せだよ」

　既すでに一部では、そういう請うけ負おいみたいなことをやっている人がいるんだろう。と俺の顔に出たのだろうか。クロードが言葉を継ついでくれる。

「まぁ、最初は動くつもりはなかったが、釣り合いの取れていない交こう渉しようが話題になってな。流石に、見過ごせなくなっているからな。多少ネームバリューのある俺たちが少し行ってくる」

「ふ～ん。お前の場合多少なのか？　まぁ、大変なんだな。俺にも何かできることある？」

「うーん、特にないかな。ユンくん、掲示板でポーション作成を請うけ負おうつもりないでしょ？　気楽に待ってていいよ」

　気楽にと言われても、と俺は顎あごに手を当てて考える。時間を費やすだけのメリットはあるのだろうか？　請け負えば、俺の名が多少知られて【アトリエール】の宣伝になるだろう。それに、俺個人の時間を利用せずに欲しい物を手に入れられる。

　だが……それは、双そう方ほうの意見を擦すり合わせることができた場合だ。

　他人と交渉するのが苦手なら、タクかミュウたちのパーティーにでも同行してこの浮ふ遊ゆう大陸を見て回るのもいいだろう。主おもに回復役的な役割で。

　空を仰あおぎ見て、考える。動かずに安全と益を得るか、リスク覚かく悟ごで冒ぼう険けんするか。悩なやんで、ふと視線をめぐらせる。横には、リゥイとその背中に乗る子こ狐ぎつねの幼獣。

　そうだよな。リスク冒おかして、こいつらと離はなれるよりは安全を取った方が断然いいかな。

「じゃあ、俺もやってみるか。それに利益ないと思ったらすぐに止やめればいいし」

　その言葉を聞いて、マギさんがなんとなく、安あん堵どの表情を浮うかべている。

「いや～、助かるよ。やっぱり調合センス持ちは居るけど、ユンくんほど力入れているプレイヤーって少ないから」

「それって遠まわしに、俺が普ふ通つうじゃないって言ってませんか？　ねぇ」

　そう言うと、あはははっ、と乾かわいた笑いとともに視線を逸そらすマギさん。別にいいんだけどさ。

「あとは、スマンが、ユンの防具の修理はまだ終わっていない。今日中には終える予定だ。と、いうことで話は終わりだな」

　その言葉を聞いて、俺たちの話し合いは終わった。

　その後は、ルカートたちに製作したポーションを渡わたし、彼らは装備や気持ちを新たに東の遺い跡せき攻こう略りやくに向けて出発したり、マギさんから宝石の原石を分けて貰もらってから簡単なお弁当を作り、クロードとマギの二人に渡して送り出した。そして、俺とリーリーは留守番で、ベースキャンプでそれぞれの生産活動に励はげむ。きっとマギさんの本ほん音ねは、昨日トラブルにあった俺を休ませて、リーリーがそのお目付け役のような感じなのかもしれない。

　俺は、昨日消費したマジックジェムを補ほ充じゆうするためにマギさんから受け取った原石を研けん磨まし、魔ま法ほうをエンチャントする。

　対するリーリーも自身の活動は、通常の木工より明らかに大おお掛がかりだ。

　丸太から木材を切りだし、屋根つき、壁かべなしの小屋を組み上げていく。

「なぁ、リーリー。なに作ってるんだ？」

「リゥイっちの寝ね床どこだよ。シアっちや子狐たちのように体が小さくないからそれに対応する寝床が必要でしょ。ほら、もうじき完成」

　そう言って、自分の身長よりも大きな木材を軽々と持ち上げ、ログハウスの横に併へい設せつしていく。

「あとは、藁わらを敷しけば完成だよ。ほら、リゥイっち」

　少し離れた所で目を閉じていたリゥイが視線をそちらに向けて、馬小屋を確かめる。

　じっくりと観察しながら近づき、敷かれた藁の上に座り、寝ね心地ごこちを確かめている。馬小屋は、日ひ陰かげになり、ちょうど涼すずしそうな場所だ。リゥイの側を離れたくない子狐もトコトコとリゥイの側に駆かけていく。俺たちと一いつ緒しよに留守番していたリクールやクツシタ、ネシアスも新たな場所に興味があるのか、幼よう獣じゆう五匹が馬小屋の一か所に固まって、気持ち良さそうに目を細めて、その場で眠ねむり始めた。

「俺たちも少し休きゆう憩けいするか？」

「そうだね。あっ、おやつ残ってる？」

「ホットケーキの残りでいいか？」

　そう言って、幼獣たちを眺ながめながら、午前のティータイムと洒落しやれ込こむ。

「昨日みたいにトラブルに巻き込まれたくないし、今日は大人しく生産活動に明け暮れるかな？」

「ユンっちは多た彩さいなセンスを持ってるから暇ひまにならないよね。【調薬】【料理】【細工】と」

「あとは【合成】と【錬金】だな。まぁ、自分でも手を広げ過ぎた気がするが楽しいぞ」

「ユンっち、意外と無節操？」

「失礼な。チャレンジ精神旺おう盛せいって言ってくれ。確かに色々と取り過ぎたけど……」

　くすくすと笑うリーリー。その後は、適当に雑談に花を咲さかせる。

　しばらくして、お茶とホットケーキの匂においに釣られたのか、リゥイの寝床で丸まっていた幼獣たちが起き上がる。

　子狐の幼獣は一歩引いた位置で、他の幼獣たちは、俺の足元で懇こん願がんするように鳴き声を上げる。

「なんだ。まさか、これ目当てか？」

　ホットケーキの皿を見える位置に持つと幼獣たちの視線が釘くぎ付づけになる。それを右、左、右。と動かすとそれに釣られて皆の体がゆらゆらと揺ゆれる。あっ、またクツシタが転んだ。

　新たにインベントリからホットケーキを取り出して目の前に置くが、ホットケーキだけでは食いつかない。俺が手に持つ蜂蜜入りの瓶に視線が注がれ、全く、と溜ため息いきを吐つきながら、俺がホットケーキに蜂蜜を掛ける。

　蜂蜜の掛けられた円形のホットケーキを様々な角度から千ち切ぎり、食べていく幼獣たち。円形のホットケーキは、みるみるその形を小さく、歪いびつにしていき、最終的に皆の胃い袋ぶくろに収まった。

　だが、それで終わらない。足元に縋すがり付き、もっと、もっとと鳴き声を上げるリクールたち三匹びきと俺の手にある瓶を見つめる子狐。そして、リゥイは、俺の背後にまわり、頭をぐいぐい押して来る。

「お、お前ら。落ち着け、落ち着けって！」

　リゥイに押され、その場で転てん倒とうしてしまう俺。相変わらず、自分の非力さと押しの弱さを恨うらめしく思うが、その前に、手に持っていた瓶から蜂蜜が零こぼれ、白のワンピースや自分の頬ほおに付いてしまう。

「うわっ……やばい。付いちまった。白だから汚よごれが目立つ……ってゲームだし、濡ぬれるとか汚れは、時間が経たてば消えるから、これも消えるのかな？」

　そう思いながら、自分の頬に付いた蜂蜜を指で拭ぬぐう。その指先に、ピリピリとした強い視線を感じる。

　俺の左手に持つ、まだ三分の一ほど残っている蜂蜜の瓶、蜂蜜の零れたワンピース、頬から首筋、鎖さ骨こつへと垂れる蜂蜜。そして、俺の頬や指先に幼獣たちの視線が集まる。

　じゅるり……誰だれかが涎よだれを啜すする音と共に、俺に飛びかかってくる。

「おい、どこに入り込もうとする！　てか、蜂蜜は駄だ目めだ！」

　幼獣に群がられ、俺は身動きが取れない。いや、取れるが、暴れて小さなクツシタやネシアスを潰つぶしてしまわないかが心配で、動けないのだ。しかも、飛びかかられた拍ひよう子しに瓶を取り落としてしまう。

　左手から離れた瓶の口には、子狐が頭を入れて、瓶に残る蜂蜜を必死で舐なめ取っている。時折、こちらを様子見しては再び舐めている。

　右手に付いた蜂蜜は、ネシアスが小さな嘴くちばしで指を甘あま噛がみしながらちろちろと舌で舐め、俺はその感かん触しよくに背筋がぞくぞくする。

　腹部あたりのワンピースに零れた蜂蜜は、クツシタが飛び付いて、必死に蜂蜜を舐め取ろうとしている。

　左右の手、腹部を抑おさえられ、鎖骨から首筋に僅わずかに蜂蜜の掛かった場所は、リクールが服の中に入り込む勢いで舐め、頬の蜂蜜は肩かた越ごしに首を伸のばしてきたリゥイが、舐め始める。リゥイは他の幼獣よりも圧あつ倒とう的てきに体格が大きいために一番、圧あつ迫ぱく感かんがある。更さらに、肩かたにリゥイの首が載のってるために動けない。

「お、お前ら、舐めるな！　生地に染みた蜂蜜を吸うな！　駄目だっ。なぜに、服の隙すき間まに頭を突つっ込むっ！　そんな関係のない場所にまで舌を這わすな！　っ!?　リーリー、ヘルプ！」

「うーん。ユンっち、がんばれ！」

「裏切り者ぉぉぉっ！」

　俺の断だん末まつ魔まが響ひびく中、リーリーは、楽しそうににこにこしている。あっ、こいつ絶対に傍ぼう観かんする気だな、と。頭の隅すみで確信しながら俺は、数分間による責め苦に耐たえた。その間、人に見せられるような姿ではなかったし、決して思い出したい内容でもない。




　　　　●




「ユンっち、お疲つかれ様さま」

「……はぁはぁ。見てないで助けろ」

「うーん。無理だよ、無理。諦あきらめて」

　そう言って、軽く肩を竦すくめるリーリー。今は、時間経過で服に付いた蜂はち蜜みつは綺き麗れいさっぱり消えて、名残なごり惜おしそうに俺の手先を舐めている幼獣たち。

「はぁ～、俺ってつくづく甘い気がするな」

「そうだよ。ユンっち、損してばかりでしょ？」

「正解」

　そう肩を竦めて、リゥイの首筋を撫なでる。

　しばし、心地ここちのよい沈ちん黙もくを続けるのだが、俺はそれを敢あえて破る。




「リーリー、センスを戦せん闘とう用に変えてくれ」

「うん？　いいよ」

　疑問など挟はさまずにすぐに答えてくれるのは、とてもありがたい。俺が幼獣と戯たわむれている時には気づいていたのか？　俺も自身のセンスの装備を変える。
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【魔ま力りよくＬｖ35】【付加術Ｌｖ11】【錬金Ｌｖ27】【調薬Ｌｖ11】【料理Ｌｖ12】




　控ひかえ

【調教Ｌｖ１】【合成Ｌｖ24】【地属性才能Ｌｖ７】【細工Ｌｖ26】【泳ぎＬｖ13】

【生産の心得Ｌｖ25】








　臨機応変なセンス構成。弓を取り出し、何気なく視線を彷徨さまよわせる。

　反応は、三つ。セーフティーエリアの外側から隠かくれて見ているようだが、俺にとってはバレバレだ。せめてリゥイくらいの隠いん蔽ぺい能力が欲しいものだと、ため息が漏もれてしまう。

「で、ユンっち。何人？　装備は？」

「三人だ。剣けん士しに魔ま法ほう使つかいが二人」

「随ずい分ぶん、バランスが偏かたよってるね。それでお客さんかな？」

「客なら、剣を抜ぬいたままこっちを窺うかがったりしないだろ。で、どうする？」

　リーリーの笑えない冗じよう談だんを軽く流しつつ、状じよう況きようを考察する。

　セーフティーエリアでは、基本戦闘行こう為いでのプレイヤーへのダメージが発生しない。だが、絶対安全などとは言えない。昨日の黒い子狐の件があるのだ。それに、相手の手の内が分からない。

「マギっちとクロっちに連れん絡らく入れたけど、それぞれ一番遠いベースキャンプに居るみたい」

「じゃあ、すぐに来られないな。突とつ発ぱつ的な襲しゆう撃げきなら諦めてくれれば良いんだけどな。狙ねらった襲撃だとすると……」

　俺たちには思い当たる節が多い。

　家なし、テントなしのプレイヤーが住居を奪うばうための襲撃──この場合、運営側が用意した施し設せつだと思っての襲撃かもしれないな。

　必要な回復アイテムやイベントのレアアイテムなどを得るための襲撃──これは、口八丁でなんとかなりそうな気がする。

　効率よく幼獣を奪うための襲撃──これは最悪だ。話し合いの余地はない。

「リーリーは、戦闘はどんな感じだ？」

「うーん？　ほどほどかな？　余程複雑な作戦じゃなければ実行できるし、普ふ通つうの狩かりならそれなりに。そもそも生産職って戦闘向きじゃないじゃん」

「じゃあ、生産職二人が、アンバランスな戦闘メイン三人を相手取れると思うか？」

「無理だね。というより、一人でも三人でも、逃にげるね」

「だよな～」

　元々、俺たち生産職は、スキルの恩おん恵けいも少なく、生産に関わるステータスが高い分、戦闘に関連するステータスが低い。同じ平均レベルならまずスペック差が生まれる。

「今から逃げるか？」

「そうだね。昨日の火災の話を聞く限り、設置型のオブジェクトは奪えないけど、破損はできるみたいだし」

「ああ、テントな。破損というより、完全に破は壊かいされていた。じゃあ、逃げるの……ちっ」

　思わず、舌打ちをしてしまった。俺の強い警けい戒かいに同調して、幼獣たちは、リーリーの背後に隠れる。

　これから逃げだそうと思っていた矢先に、向こう側から接近してきたのだ。

　リーリーも視認できる距きよ離りに入った三人組。武器を持ったまま、だがすぐに襲おそってくる様子はなさそうだ。

「あなたが黒の使し役えき者？」

　サラサラの金きん髪ぱつに青い瞳ひとみの剣士の少年がそう尋たずねてくる。なんとなく、目元が険しい。俺のイメージしていた襲撃者と少し違ちがう。余計な悪意のある粘ねばりつくような視線ではなく、ただ純じゆん粋すいな敵意に、警戒の色を強める。

「なんだ、お前ら。うちの子たちが怯おびえているだろ。武器をしまえ」

　眉み間けんに力を入れて睨にらみ返す俺に対して、左右の魔法使いの男どもも同じように静かに睨んでくるが、どうでもいい。剣士の少年の返答次第だ。

　当の剣士は、俺の言葉を聞かずに、リーリーの後ろに隠れる幼よう獣じゆうたちを一いち瞥べつ。

「そう、やっぱり。黒の使役者なんだ。やっと見つけた」

「いやいや、知らねぇから」

「昨日の事件を忘れたと言うのか!?　僕たちやあれほどのプレイヤーに迷めい惑わくを掛かけて。黒の幼獣とそれを嗾けしかけたプレイヤーは、敵なんだ！」

　左右の男どもがその声に呼応するように杖つえを掲かかげた。

「ユンっち、逃げるよ！」

　あまりの予想外な言いがかりに呆ぼう然ぜんとなっていたが、リーリーの言葉に正気を取り戻もどし、俺たちは、即そく座ざに走り出す。

　自分が正義だと言って、悪を断じる。別にいいけど、言ってることは、早とちり。俺の言葉なんて聞いてない。

　リーリーは、肩にネシアス、両手に他の三匹を抱かかえ、リゥイとその背に乗る子狐も俺たちに並走して東方向に逃げる。その後を追いかけるあいつらも、意外と足が速い。

「一気に、駆かけ抜けるぞ。《付加エンチヤント》──スピード！」

　俺たちは、黄色い残光を残しながら、速度を上げる。

「ここは俺に任せろ。──《ウインド・アーマー》」

　魔法使いの一人が唱えた魔法が生んだ薄うす緑みどりのヴェールが、追つい跡せき者たちを包む。

　それにより目に見えて、走る速度が上がる。

「なんだよ！　あの魔法！」

「あれは【風属性】の上位センス。【嵐あらし属性】の魔法だね。あのレベルを使えるってことは、あいつの魔法を二、三発受けたら瀕ひん死しだね」

「吞のん気きに言ってる場合か！　防ぼう御ぎよ面を固めないと死ぬぞ。《付加エンチヤント》──マインド！」

　更に重ね掛がけしたエンチャントによる守り。

　背後から爆ばく走そうしてくる追跡者たちの威い圧あつ感かんに俺は、恐きよう怖ふを感じる。リーリーは、へらへらしているが、その表情の端はしには焦あせりも見られる。

　俺はなんとか、頭を巡めぐらせて解決策を導こうとするが、焦りと恐怖で上う手まく思考が回らない。そして、ここで一つの手を打った。そう──知人全員へのＳＯＳメールだ。

　──『ヘルプ。今、リーリーと逃とう走そう中。もたない』

　内容は簡潔だが、後で読み直したなら、自分がどれだけ慌あわてていたのか良くわかる支し離り滅めつ裂れつな内容を送信した。

　その直後、背後から迫せまる暴風と爆ばく炎えんが俺たちの横を掠かすめ、耳を劈つんざくような爆ばく音おんと閃せん光こうが森の中で拡散する中で、俺とリーリーは大声を出す。

「だぁぁぁっ！　魔法の再使用時間デイレイ・タイム短いだろ！　あんなに連発できるものなのか!?」

「かなり短いのは、きっと【詠えい唱しよう短縮】とかのレベルが高いからだよ！」

「俺は、そういうことを聞きたいんじゃねぇ！　くそっ、早くＭＰ切れになりやがれ！」

　俺は、大声で悪態を吐つき、必死に足を回して東へと逃げる。

　撃ち出される魔法が、樹を焼き、地面を抉えぐる。時折迫る直ちよく撃げきコースの魔法は、俺のクレイシールドのマジックジェムと姿を隠したリゥイの水みず盾たてで守る。だが魔法の強さ的に相手の方が強く、魔法の余波で髪かみや皮ひ膚ふが焙あぶられ、風が背中を容よう赦しやなく叩たたく。それでもどうにかやり過ごせていたが、補ほ充じゆうしたマジックジェムも尽つき、リゥイの盾も万能ではない。

　だが、こちらも、決して反はん撃げきしない訳ではない。

　俺は、思い出したかのように振ふり返っては、矢で魔法使いを狙うのだが、あの剣士に全て防がれてしまう。苛いら立だち紛まぎれで舌打ちをしてまた走り出すことを繰くり返す。それ以上の攻こう撃げきは、連続する魔法の攻撃に阻はばまれてできない。

　リーリーに至っては、幼獣をその身に抱えて、守りながら走っているために、当然攻撃には集中できない。

　つまり、千せん日にち手て状態。

　相手がＭＰ切れで追えなくなるか、こちらが一撃貰もらってノックアウトか。そんな際きわどい逃走劇を続ける。

「ユンっち、打開策は？」

「俺の知り合い全員にＳＯＳメール出した！」

「望のぞみ薄うすだね」

「おい、それはどういう意味だ！」

　ポツリとリーリーが呟つぶやいた一言を聞き洩もらさなかった。なんだよ、俺の知り合いは、少ないって言うのか!?　えっと……タク、ミュウ、セイ姉ぇ……あれ？　あとは、その友人とマギさんたちくらいか？

「どうしたの？　ユンっち」

「いや、俺って交友関係って狭せまいかも……」

「ドンマイ！」

「全く、場ば違ちがいだよ……な！」

　話しながら、くるりと体を翻ひるがえし、矢を射る。こんな感じで不意打ち気味に攻撃しながら背後を確認する。

　放たれる魔法は、風と火の上位魔法だったが、今は、徐じよ々じよに使い勝手の良い低級の魔法へと切り替かえ、連射を重点に置いた攻せめ方をしているようだ。

　また、攻撃の切れ目にＭＰポーションを使っている姿を見るに、相手も躍やつ起きになっている感じではある。

　でたらめに放たれる魔法の余波で時に進路を塞ふさがれたり、足元を掬すくわれそうになる。止まってしまえば、格好の的まとだ。

　それでも待ち続けた甲か斐いがあった。肉体的疲ひ労ろうを無視して稼か働どうできる仮想現実の体は、十分以上の全力疾しつ走そうに耐たえ、ついに相手の魔法が止まった。

「やっとＭＰ切れか？」

「ふぅー。そうだといいけどね。もしそうならこれ以上の追跡はされないよ」

「じゃあ、逃げるか」

　俺たちが、再び走り出そうと、腰こしを落とした瞬しゆん間かん【発見】が新たな反応を示す。新たな敵でも、強大な魔法でもない。リーリーに向けて、謎なぞの不可視の一いち撃げき。

「リーリー！」

　俺の叫さけびと共に、リーリーの体がゆっくりと崩くずれていく。前のめりに倒たおれては、腕うでに抱える幼獣を潰つぶしてしまうと、体を捻ひねり、右みぎ肩かたから落ちる。

　慌てて駆け寄るが、ＨＰ的なダメージはなく、ただ倒れただけだ。意識もあるようで目を動かせる。だが、呂ろ律れつが回らないようで、掠れた声が零こぼれる。

「ユン……っち、これは、麻ま……痺ひ」

「……分かった、解痺ポーションだな！」

　俺は、自分のインベントリから解痺ポーションを取り出した瞬間、再び放たれた不可視の一撃を受ける。手に持つ解痺ポーションを取り落とし、俺自身も膝ひざを突く。

　体が錆さびついたように重く、自由に動かせるのは、目だけだ。俺たちのまわりで幼獣たちが、心配そうに眺ながめている姿に対して、逃げろ。と言いたいが口が回らない。

　俺たちは【麻痺３】の状態異常を受け、動けない。そしてその原因も目の前の魔ま法ほう使つかいの一人だと分かった。

　縦に切れ長な瞳どう孔こうは、爬は虫ちゆう類るいを思わせる冷たさがあった。その爬虫類染みた瞳の変化、麻痺という状態異常から導き出される答えは──

「……【蛇じやの目】……だ、な」

　動かない口を必死に動かして、呻うめくように呟く。

「そうだよ。随ずい分ぶん、時間が掛かったけど、なんとか成功したよ」

　なんの喜びもない淡たん々たんとした様子で、近づいてくる三人組は、魔法使いの一人がリーリーを押さえ込み、もう一人が俺の腕を後ろに回して、勘かん違ちがい野や郎ろうの前に跪ひざまずかせる。

「随分と抵てい抗こうしたね。おかげで僕たちは、ＭＰポーションを使い切ったけど、まあ、悪を粛しゆく清せいできるし、良いよね」

　なんてことないように言う剣けん士しを睨みつける。後ろ手に押さえられ、持っていた弓は地面に落ちる。インベントリからアイテムは取り出せず、口は動かない。俺たちの様子に幼獣たちは、怯えきっている様子だ。

「……うちの、子たちに手、出すな」

　睨みつけて、そう威い嚇かくする。もしも、幼獣たちに指一本でも触ふれてみろ。てめぇ、一生後こう悔かいさせてやる。という意思を込める。それを聞いて後ろの魔法使いが、腕を更さらに締しめ上げたので、俺は歯を食いしばり、痛みに耐える。

「【蛇の目】が切れる前に済ませよう。僕らの目的は、使役したプレイヤーと黒の幼獣だけだ」

「理由、くらい聞かせ、ろ」

「僕たちのパーティーメンバーが黒の幼獣の炎に吞のまれた」

「……だから、俺ら関係、ない」

　思った一言を呟いたら、更に腕を捻られた。もう、話し合いの余地がない。と一方的に告げるように、剣士の方も剣を振り上げ始める。

　その剣が振り下ろされる瞬間、思わず目を閉じてしまう。斬きられるのは、一いつ瞬しゆんだろうと覚かく悟ごしていたが、いつまで経たっても衝しよう撃げきは来ない。こんなデジャブを前にも味わった気がする中で、恐おそる恐る目をあけると、剣士と俺との間に見知った後ろ姿があった。

「ユンちゃんが助けて。って言ってくるから何事かと思ったら、結構な厄やつ介かい事のようね」

「……しず、か姉ねぇ」




　　　　●




「ユンちゃん、ゲームでは、セイ姉ぇでしょ？」

　ゲームでは本名は、めっ！　と場違いな緩ゆるい口調と雰ふん囲い気きを放つセイ姉ぇ。だが、俺へと振り下ろされた剣に対して、杖つえを斜ななめに突つき出し、太た刀ち筋すじを逸そらしていた。

「なんで邪じや魔まするんだ！　そいつは、黒の幼獣を使役してるんだぞ！」

「ユンちゃんが悪いことするはずがないじゃない。それにユンちゃんが助けを求めてきた。それだけで、庇かばうには十分だよ」

「なら、無理にでも押し通す！」

「……セイ姉ぇっ!?」

　そう言って、再び振るわれる剣は、セイ姉ぇへと向けられた。魔法職のセイ姉ぇに近接戦せん闘とうは……。と思ったが予想は裏切られた。

　杖を引き戻もどし、添そえるように太刀筋に当てて、搦からめとるように剣を受け流す。上段から下段に流され、そして、切り返し、撥はね上げるように振るわれる剣は、再びセイ姉ぇを襲おそうが、これも杖で搦めとり、上へと撥ね、剣は振るわれる勢いのまま後方へと飛び、地面に突き刺ささる。

「まだまだ、剣の握にぎりが甘いね。ＭＯＢ相手の戦いがメインだからかしら……」

　一瞬の出来事に呆あつ気けに取られていたが、相手はすぐにパーティーとしての連れん携けいを始める。

　魔法使いの二人は、俺を放はなしてセイ姉ぇへの対処を始め、剣士の方は、予備の剣をインベントリから直接抜ぬく。

「──《クイック・ブラスト》！」

「──《ファイア・ショット》！」

　同時に放たれる風と火の魔法。二方向からの魔法に対し、セイ姉ぇは、冷静に対処する。

「──《ウォーター・ラウンド》」

　小さく呟き、生み出されるのは、リゥイと同じ丸い水盾。幼よう獣じゆうのリゥイの作り出す水盾よりも一回り程度大きい盾は、心こころ許もとなく感じるが、実際には、見事に攻撃を防いでみせる。

「それぞれの利点がかみ合ってない。連携はもっと密に」

　片手を掲かかげるとそれに合わせて動く水盾で、的確に襲い来る風と火の魔法を防いでみせる。動き自体は、俺の目でも追えるゆっくりとしたものだが、最小限の動きで攻撃を防いでいる。

「風は、出の速さと連射性に優すぐれている。火は、瞬間火力が高いのが特とく徴ちよう。理想の連携は、火力で私の防ぼう御ぎよを突とつ破ぱして、その隙すきに風の弾だん丸がんで狙ねらい撃うつ。私を倒すのに高威い力りよくは必要ないのよ」

　そう言って踊おどるように攻撃を次々と防いでいくセイ姉ぇ。襲ってきた相手にそんなレクチャーするような呟きを、と呆あきれる反面。その揺ゆれる胸に圧あつ倒とうされる。

「僕のことを忘れないでくれるかな！」

　飛来する火と風の弾だん幕まくの後ろに紛まぎれるように剣士の少年がセイ姉ぇへと跳とびこんでくる。

「──《ウインド・アーマー》！」

　風の魔法使いが、俺たちを追った時と同じ風の速度上じよう昇しよう魔法を剣士に施ほどこし、一気に距きよ離りを詰つめてくる。セイ姉ぇが作り出している水みず盾たてを維い持じしたまま、迎げい撃げき態勢に入る。

　だが、相手は、セイ姉ぇが魔法を放つ前に上段に剣を掲げ、振ふり下ろす。

「──《グラム・ソード》」

　振り下ろされる剣に合わせるようにセイ姉ぇが杖を突き出すと同時に、杖の先せん端たんが水で構成された剣で覆おおわれ、相手の剣を一瞬だけ受け止める。

　杖のような長なが物ものに剣が付いた、ソードというよりランスのように見えるそれをセイ姉ぇは、軽く振り、最初と同じように相手の剣を受け流す。半身に構えて円運動で逸らされた剣が切り返す前に、杖の柄えの方で強したたかに殴なぐりつける。

「あんた!?　魔法使いじゃないのかよ！」

「私は魔法使いよ。ただ、魔法だけだと色々と不便なことがあるから棒術も少し教えてもらっただけよ」

　そう言って、相手が切り返す前に再び、杖の先で突く。

　攻こう撃げきを受けても再び斬りかかって来る剣士をセイ姉ぇは、空中に維持した水の丸盾で逸らし、杖で受け流す。遅おそい動きながらも、ひらりひらりと柳やなぎのようなしなやかさで攻撃を避よけ、隙を突き続ける。素人しろうと目に見ても分かる程に技術的な差がある。

「何でだよ！　なんで攻撃が届かないんだよ！」

　その問いに対するセイ姉ぇの答えは、相手の鳩みぞ尾おちを強く突くこと。突かれた衝撃を殺すために、大きく後ろに跳ぶ剣士。そして、その背後には──

「セイ姉ぇ！　デカいのが！」

「大だい丈じよう夫ぶ。お姉ちゃんは、強いのよ」

　いつの間にか麻痺が切れたことも忘れて声を上げれば、余よ裕ゆうの微笑ほほえみを浮うかべるセイ姉ぇがいた。三人組は、剣士が時間を稼かせぎ、後ろの二人組が強力な魔法を用意していた。

　セイ姉ぇを確実に排はい除じよするために大技を用意していたのだ。

「──《フレイム・バーン》！」
















「──《ミラージュ・ミスト》」

　セイ姉ぇ。と声を上げるが、降り注ぐ炎ほのおの轟ごう音おんに掻かき消され、セイ姉ぇを吞のみこんだ炎を見つめる。崩れる輪りん郭かくに呆ぼう然ぜんとする。

　やっぱり、無理だった。三対一でもセイ姉ぇならと思っていたが……

「やっぱり、炎の魔法の攻撃力は、一番凄すごいわね。正面から受けたら私も危ないわね」

　声のする方を見上げると、木の上にセイ姉が立っていた。

　自分の胸の下で腕を組み、燃やされた場所を見下ろす。

　それを見上げる三人組は、驚きよう愕がくに目を見開くと同時に、風の魔法使いの方が、杖を掲げ、狙い、動きを止める。

「──《アクア・バレット》」

　その瞬しゆん間かん、セイ姉ぇの背後には、十幾いくつという水すい弾だんが現れる。水属性の初級魔法だ。だが、初級魔法でも数が集まれば脅きよう威いだ。その光景に圧倒され、誰も動かない。いや、攻撃したら、数十もの水弾が降り注ぐのが目に見えている。

「確かに、ＭＯＢ相手なら、詠えい唱しよう後にすぐに撃つのが一番だけど、プレイヤー相手なら、高威力の魔法は要いらないのよ」

「なんだよ。その魔法の数は!?　何なんだよ！　なんで魔法使いが近接できるんだよ！　手抜いて僕たちを舐なめた態度とって！」

　ヒステリックに声を上げる剣士にセイ姉ぇは、淡々と説明を始める。

「私は、手を抜いてないし、舐めたつもりもないわ。これが私の戦い方」

　一度、言葉を区切り、更に背後に増える水弾。

「基本は魔法使いのセンス構成だけど、そこに【遅ち延えん】して作り出した魔法をこうして一時的にストックしているだけ。近接もさっき言った通り、棒術を覚えただけね。そろそろ、時間もなくなってきたわ。それじゃあ──」

　頑がん張ばって、耐たえてね。と呟つぶやく言葉は、同時に撃ち出される数十という水弾の衝しよう突とつする音で掻き消される。

　迫せまりくる球体を三人組は必死で避け、絶望せずに反はん撃げきの機会を窺うかがうが、水弾の弾幕を突破することができない。

　地面を抉えぐり、樹を撃ち抜き、不必要なほど水の弾幕を広い範はん囲いに散らしているために、無む駄だになっている部分があるが、それでも動けばどこかに水弾を受ける。

　魔法使いの二人は早々にリタイアする中で、剣士の少年だけは、ダメージ覚悟で前進するが、セイ姉ぇは、既すでに水弾を補ほ填てんしていた。

　セイ姉ぇに近づけば、より攻撃の間かん隔かくと密度が増し、連続する魔法に耐え切れずに、吹ふき飛ばされる。

「少し話を聞く気になったかしら？」

「なんで……なんでそいつを庇かばうんだよ！　僕たちのパーティーを半はん壊かいさせて！　黒の幼獣を嗾けしかけた使役者を！」

「だから、俺じゃねぇよ！　何ど処こかの馬ば鹿かが幼獣とっ捕つかまえて、呪のろいの装備を無理に装備させた結果だ。確かにこの黒い幼獣が原因だけど、多くの不幸が重なった事故だよ」

「じゃあ、そいつはどこ行ったんだよ！」

「一番最初に燃やされたみたいよ」

　静かに真実を告げるセイ姉ぇ。

「あのベースキャンプ炎えん上じようの前の日も同じように幼獣が突とつ発ぱつ的に暴れた事件があったらしいわ。原因と思われるパーティーは、全員逃にげ遅おくれたみたいよ」

「じゃあ、誰だれを！　誰を仲間の仇かたきとして討うてばいいんだよ！　三人ともイベントを楽しみにしてたのに！　あんな理り不ふ尽じんで中ちゆう途と半はん端ぱに終わっていいのかよ！」

　三人ともＨＰを大きく減らし、それぞれの武器を放り出し、土を握り締めている。

　そんな三人に向かって何の躊躇ためらいもなく歩いていくセイ姉ぇに声を掛かけようとするが、人差し指一つ口元に当てて、止められた。何か、考えがあるのか。ここは任せるしかないか。

「納得してないみたいだけど、ユンちゃんたちに理不尽を押し付けちゃ駄だ目めだって分かる？」

「……はい」

　力なく俯うつむき、掠かすれるような返事。それでもセイ姉ぇは満足そうに笑みを浮かべ、三人にヒールの回復魔法を施していく。

　セイ姉ぇが与あたえたダメージは回復できても、精神的なダメージはすぐには回復できないみたいだ。そんな三人にセイ姉ぇは優しく、それでいて力強く声を掛ける。

「日数は残っているから。自分に何ができるか考えてみない？　人に迷めい惑わくを掛けない形で」

「何ができるか？　そんなこと……」

　何をすればいいのか分からない、と三人が互たがいに顔を見合っている中で更さらにセイ姉ぇが言葉を紡つむぐ。

「イベントが終わって、リタイアした仲間と会った時に胸を張って、楽しかったってイベントにしないと。少しの間にレベルを上げる？　それともレアなアイテムをプレゼントする？　それとも、自じ慢まんして羨うらやましがる顔を見る？」

　セイ姉ぇ、最後のは中々に性格が悪いことだろ。と心の中で呟くがその一言が三人の緊きん張ちようを解ほぐしたのだろう。少し表情が柔やわらかくなる。

「それにリタイアした人たちは、悔くやしがるだろうけど、それであなたたちがＰＫプレイヤー・キルしたってことを知ったらどう思う？　あなたたちの仲間ってことは、少なくともＰＫプレイヤー・キラーにはいい顔をしないと思うんだけど」

「……はい。そうだと思います」

　神しん妙みような面おも持もちでセイ姉ぇに頷うなずき返す三人組。リーリーも麻ま痺ひが解けたのか、幼獣たちと共に俺の隣となりに並んできた。

「僕は……」

　何かを言おうとする剣けん士しの少年にセイ姉ぇは、俺と同じように手で止める。

「ＰＫのことを言うのは私じゃない。仲間に胸を張って再会できるかは、君たち次第だよ」

　襲しゆう撃げき自体は、不幸な行いき違ちがいとか情報不足だ。でも、それで全て許せるか。と言うとそういう訳にもいかないと言うか……今回の被ひ害がい者しやは、俺以外にも居る。

　ちらり、とリーリーへと視線を向けると小さく頷き返して、任せる。と言う。

　だから、俺は自分の思うままに前に出て──

「──勘かん違ちがいとはいえ、俺と一いつ緒しよに組んでいるリーリーを襲おそった事実は変わらない」

「……どうすれば許してもらえるんだ」

　俺に言われて更に萎い縮しゆくする三人組。俺は、言葉を返す。

「悪いことしたら、ごめんなさいだろ」

「分かった。ごめん」

　と頭を下げる。

「俺じゃねぇよ。リーリーとうちの子たちにだ」

　指差す先に居るリーリーとリゥイたちを見て、三人組は目を丸くして、また深々と頭を下げた。その後、三人組が静かに去るのを見届けて、リーリーが俺の服を引いて聞いてくる。

「ユンっちは、あれで良いの？」

「俺が怒おこってるのは、うちの子たちに怖こわい思いをさせたことだ。それ以外はどうでもいい」

「ユンちゃん、自分のことには本当に関心がないんだから」

　セイ姉ぇは、困ったように眉まゆを下げるが、それは関係ないと思う。

「ユンっちは許すと思ってたけど、そもそも何とも思ってなかったとは思わなかったよ」

　ユンっちの怒いかりって優しいね。とパートナーのネシアスに語り掛ける。

　そして、セイ姉ぇは、ニコニコと俺たちをしばらく見ていたが、ふと小さく、あっ。と不安を煽あおるような声を上げた。

「そう言えば……ユンちゃんのＳＯＳメールを受けて、タクくんやミュウちゃんたちが大規模な捜そう索さくでも始めそうだった」

「……なんか、大おお事ごとになりそうな予感なんだが」

「ユンっち、後始末。ガンバ！」

「大丈夫だよ。まだ間に合う。まぁ、一晩くらいは、許されないだろうけど」

「くそぅ!?　あの三人組！　絶対に許さないからな！」

　俺は、この後訪れるだろう困難に対しての怨えん嗟さの声を上げ、それを見るリーリーとセイ姉ぇは、苦笑いを浮かべていた。







　七章　散歩と緊きん急きゆうクエスト







　……うーん。首が痛い。寝ね違ちがえたか。

　そう思いつつ体を起こせば、俺は、燦さん々さんと輝かがやく太陽の下で寝ねていた。

「ああ、あのまま寝ちまったのか」

　俺は、欠伸あくびをして体を伸のばしつつ、頭を預けていたテーブルから視線を外し、周囲を眺ながめる。三十人近くの大所帯となった俺たちのベースキャンプ。

　昨夜の宴えん会かいの名残なごりをとどめ、そのまま寝落ちしている人が殆ほとんどだった。

「それにしても酷ひどい目にあったな」

　あの三人組の襲撃を乗り切った俺たちだが、その後に待ち構えていたのは、更なる困難だった。

　無事、自分のベースキャンプに辿たどり着ついた俺たちは──




「第一パーティーから第五パーティーは、北部の捜そう索さく、第六パーティーから第十パーティーは、南部の捜索！　ここは捜索本部とする」

「ユンくんとリーリーが居ないの！　やっぱり置いてくるべきじゃなかった！」

「落ち着け。俺も山やま狩がりに出る！　メニューのパーティー欄らんでは、二人が無事だと分かっている！」

「ユンのやつ、あんな短い助けてメール送って消えやがって！」

「タタタ、タクさん。落ち着いて」

「両方とも落ち着け」

　戻もどってきたベースキャンプは、混こん沌とんとしていた。一人の女性が数十人規模の人間を指揮し、今にも森に入りそうな雰ふん囲い気きを作り上げている。

　また、マギさんがおろおろとしており、クロードが落ち着ける為ために言葉を掛けている。

　タクは、膝ひざを揺ゆすり、今すぐにでも飛び出す寸前で何とか堪こらえている様子だ。そして、ミュウの声は震ふるえ、動どう揺ようしきっている。

　知り合いの珍めずらしい姿だなー。と吞のん気きな感想を抱いだくが、きっと俺の表情は引き攣つっているだろう。場が混沌としており、登山の遭そう難なん者の捜索本部のような様相だ。

「おーい！　ユンちゃん連れてきたよ！」

「わっ！　セイ姉ねぇ！　ちょっと！」

「早く安心させないといけないよね。諦あきらめようよ、ユンっち」

　年下のリーリーは、既に悟さとりを開ひらいたような表情で次の変化を待ち受ける。

　俺は、セイ姉ぇの声で集まる視線に耐えきれずに、顔を逸そらし──

「ええっと──ただいま？」

「どこ行ってたの！」

　俺たち二人の首に腕を回し抱き付いてくるマギさん。右腕をリーリーの首に、左腕を俺の首に絡からめたまま、ギリギリと強い力で締しめ上げてくる。胸も当たって嬉うれしいやら恥はずかしいやら、申し訳ないやら。俺たちが抱だき抱かかえていたリクールや黒い幼よう獣じゆうは、その間に挟はさまれて苦しげな声を上げて小さく抵てい抗こうし、それを受けて、ようやくマギさんは離はなれたが、リクールに対してはもう一度強く抱き締めて離さない。

「二人してどこに行ってたんだ。心配したんだぞ」

「いや、えっと……」

　やべぇ。言い訳考えてなかった。何であんな救きゆう援えん要請を出したのか、納得できる理由を提示しないといけない。内心冷や汗あせを流す一方リーリーがスラスラと理由を話し始めた。それも嘘うその理由を。

「ちょっと、ユンっちに誘さそわれて近くで食材アイテムを探すことになったんだけど、襲われたんだよ～。逃げ帰ろうとしても追い回されて、ユンっちが焦あせってメールを誤ご爆ばくしたり」

「お、おい！　リーリー!?」

　俺が慌あわててリーリーに声を掛けるが、それはリーリーの予想外の行動に声を上げただけだ。それを周囲は、恥ずかしがっているように捉とらえたのか、僅わずかに緊張が緩ゆるんだのを感じる。

「それで！　大だい丈じよう夫ぶだったの!?」

「森で偶ぐう然ぜん見つけたユニークＭＯＢだったからそのまま貰もらったわ。あとで、そのボスドロップ確認しましょう」

　セイ姉ぇに視線を向けると双そう方ほう向こうのフレンド通信が入る。

（と、大体こんな感じの言い訳でいいかな？）

　セイ姉ぇは、ニコニコと笑顔を向けて矛む盾じゆんがない説明をリーリーと広げ、その一方で俺とフレンド通信で話をする。

（いいのか？　嘘ついて）

（いいの。本当のことを話したら、折せつ角かく見み逃のがした三人組が山狩りの対象になるよ）

　ユンちゃん捜索隊がそのまま、プレイヤー狩りに変わると面めん倒どうだから。と付け加えるセイ姉ぇ。そして、嘘の話に出現したＭＯＢについての言げん及きゆうにも淀よどみなく答える。その内容は本当に戦ったようで──

（本当に戦ったよ。私の言葉に嘘はないわ。ユニークＭＯＢを倒たおしたけど、それでユンちゃんを一緒に助けた。って訳じゃない。リーリーくんも何に襲われたとは言ってないから）

　リーリーの内容とセイ姉ぇの内容でミスリードさせて話を誤ご魔ま化かしたのか。

　リーリーが襲われたと言った直後にセイ姉ぇがユニークＭＯＢを倒したと言えば、襲ってきたのは、ユニークＭＯＢだと思われる。

　まぁ、それで納得した雰囲気も出たところで変に言及されない内に、セイ姉ぇは、話題逸そらしのために一人のプレイヤーに話しかける。。

「それより何でミカヅチたちが居るの？」

　ミカヅチと呼ばれた女性は、燃えるようなワインレッドの髪かみを一ひと括くくりにまとめ、モデルのようなスラっとした体型で、男子高校生の俺より背が高い。雰囲気はどこかさばさばした大人の女性といった感じで、またどこか威い圧あつ感かんというか、カリスマ性を感じる人だ。

「それにしても、サブマスの身内ってのは、面白い連中ばかりだな」

「サブマス？」

　その女性の言葉に、訝いぶかしげに返す俺に対して、軽い自己紹しよう介かいを受ける。

「私は【ヤオヨロズ】ってギルドのマスターしてるミカヅチだ。今回は、クロの字に頼たのまれて、ギルドの連中連れてきた。まぁサブマスターのセイが見つけたけどな。──で、どうだ？　うちのギルドに来ないか？」

　その言葉に、多方面から待った、の声が掛かかる。

「ユンくん、トラブル体質だから私たちが保護する！　それと生産ギルド立ち上げに協力して」とマギさん。

「今回みたいに目が届かないと心配だから俺たちのパーティーに入ってくれ」とタク。

「いや、私たちと！」とミュウも便乗し。

「ミカヅチ、もうひと押しよ！」とセイ姉ぇがこの場を更さらに煽る。

　こんなありがたい言葉を頂いたんだが──

「悪いが、断らせてもらう。俺は、ソロでまったりとやりたいんだ」

「そうか、残念だ」

　そう言って、肩かたを竦すくめるミカヅチだが、その様子は駄だ目めで元々、といった感じだ。

　また同時に、周囲から安あん堵どの吐と息いきが漏もれるのが聞こえる。

「冗じよう談だんはこれくらいにして、クロの字。これからどうするんだい？　結局、無む駄だ骨ぼねだったが、私たちの貴重な時間を使わせたんだ。どう納得させる？」

「相応の対価は払はらおう、ユンが──」

「俺かよ！」

「消しよう耗もう品ひんの作り手は、貴重だしな。じゃあ、この嬢じようちゃんを借りていくな」

「嬢ちゃん言うな！　俺は男だ。というか、人を勝手にレンタルするな！」

　そう言って、強い力で掴まれてずるずると連行される。そんな俺を見送るマギさんたち。




　──とその後のことは、割愛するが。

「全く、延々とアイテム作らせるわ、腹減ったとか言って食事を要求するわ」

　昨晩の出来事を思い出して呟つぶやく。

　消耗品の補ほ充じゆうのために貸し出された俺だが、夜に腹が減れば有り合わせの料理を作り、またポーション作製などの生産活動に従事していた。

　一方では、宴会に巻き込まれ掛けたが、生産作業が夜中まで続き、そのまま寝落ち。

「こういう急いでいる時は【レシピ】からの作製ができて本当に良かったと思うよ。全く」

　変な場所で寝てしまったために凝こり固かたまった体を伸ばして、凝りを解ほぐす。

　昨日、あんなトラブルに巻き込まれて、リゥイと子こ狐ぎつねは、俺から離れずにずっと一いつ緒しよに居たために、寝落ちしても少しも寒くなかった。湯たんぽ代わりだ。

「おはよう、嬢ちゃん。アイテムは出来ているか？」

「おはよう、ミカヅチ。それと……俺を嬢ちゃんって言うな。俺は男だ。アイテムは、注文通り必要数は揃そろえた。これでいいか？」

「なら文句はないさ。今日はゆっくり休めばいい」

「おい、男の件くだりは無視かよ。……それと、本当に報ほう酬しゆうを貰って良いのか？」

「問題ない。ただ、嬢ちゃんの作ったアイテムを優先して回して貰っているだけだ。タダで作らせるほど私たちは阿あ漕こぎじゃないさ。逆にそんなアイテムで良かったのか？」

「良いんだよ。俺が満足してるんだから」

　その言葉を聞いて、そうか。と一言納得の言葉を口にするミカヅチは、この後、俺の作ったアイテムをギルドメンバーに分配して、狩かりやダンジョン探索に精を出すことだろう。

「それじゃあ、また夜だな。昨日は楽しかったよ──【幼獣の保母さん】」

「はぁ？　なんだよ。その呼び名」

　怪け訝げんそうに眉まゆを歪ゆがめると、何か面白いものを見つけたように笑みを浮うかべて背を向ける。ミカヅチがそのまま手を振ふって去っていくとその反対側から小走りにマギさんが走って来る。

「ユンくん。おはよう、調子はどう？」

「ぼちぼちですよ。それより【幼獣の保母さん】って何ですか？」

「あー、あれね……」

　マギさんは、肩に掴つかまっているリクールを正面に抱き抱え直し、どう言ったものかと言葉を探している様子だ。

「昨日の夜のことは、覚えてる？」

「ミカヅチに連行されて、ポーション作って、夕飯作りして、宴えん会かいから逃にげ回って……」

「逃げる理由に、幼獣の面倒を見る。って言ったでしょ。【ヤオヨロズ】にもいる数匹ひきの幼獣を一手に引き受けて、ちゃんと面倒見てたよね」

　面倒を見る。と言っても好きにリゥイたちと戯たわむれただけで、むしろ作業に疲つかれた合間の息いき抜ぬきになった。

「分わけ隔へだてなく幼獣に接する優しい女性像。幾いくつか出来上がった呼び名の中で一番まともな称しよう号ごうが【幼獣の保母さん】もしくは【保母さん】って呼び名ね」

　なん、だと……。何い時つの間にそんな呼び名が生まれたんだ。

　それ以前に、女性像って、女じゃなくて男なんだけど。いや、他にも【保母さん】ってなんだよ。どんな呼び名だよ。弓使いとかポーション作りとかの薬関係の二つ名じゃないだろ。

「まぁ、別のことで活かつ躍やくしていけば、自然と呼び名も変わるよ」

「せめて普ふ通つうに呼んでもらいたいんですけど……」

　恥ずかしい呼び名よりも普通に名前で呼ぶか、俺のポジションを分かり易やすく表す弓使いや薬やく師しなどの呼び方の方が良い。

「まぁ、そういうのは慣れだよ。それで【ヤオヨロズ】からどんな報酬を貰ったの？」

「ああ、それは──」

　素材採取の際の、余よ剰じようアイテムや毒植物、呪のろいの装飾品アクセサリー、そしてユニークＭＯＢがドロップする本などなど……

「ユンくん、欲よくがないな。いや──要求する報酬が不思議だよね」

「そんなに不思議な報酬ですか？　個人的には、嬉うれしいんですけど」

「凄すごい変だね。第一、呪われた装備より有用なアクセサリーを集めたほうがいいよね」

　けど、別に有用なアクセサリーでも呪われた装備でもどちらもデザイン性は高いので、実際に使用するのではなく、【細工】センスのアクセサリーの参考資料のために不要なアクセサリーを貰っていたら、見事に呪いの装飾品だけが集まったというわけだ。

　その結果、冗談みたいな物から危険な物まで三十点以上が集まった。

「逆に、危険な魅み力りよくがあるから、持ちたい。って物もあるようです」

「あー。死兵の腕うで輪わや状態異常系みたいなやつだね」

　死兵の腕輪は、黒の子狐の暴走原因のあれだ。外れない、制せい御ぎよできない。と極きわめて危険な物。もう一つの状態異常系のアクセサリーは、俺を襲おそってきたカマイタチが落としたアクセサリーだ。毒に始まり、麻ま痺ひ、眠ねむり、呪い、魅み了りよう、混乱、気絶、怒いかり、といった状態異常を誘ゆう発はつするアクセサリー。

　性能自体は、非常に高く優ゆう秀しゆうなのだが、一分に一度のチェックに失敗すると、状態異常を受けてしまう。状態異常は、アイテムや時間で解消できるが、戦せん闘とう中などに足を止めたり、いきなり仲間に襲いかかる。という状じよう況きようは非常に危険だ。

　状態異常のチェックは、一定間かん隔かくで発生するので、前の状態異常が切れるタイミングで次のチェックが入るなどして地味に嫌いやらしい。

　せめてもの救いは、装備が任意解除可能な点だ。

「でも、有用なアクセサリーはありますよ。ほら──」

　そう言って俺の指に着けられている宝石のない台座だけの指輪を見せる。些いささか見た目が残念だが、報酬で得たアクセサリーの中で数少ない有用なアイテムである。

「それは……人によっては喉のどから手が出るほどだよね。しかも、ユンくんのプレイスタイルとマッチしているし」

　そうマギさんが評価する指輪は、シンプルでいて非常に強力だ。





身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪【アクセサリー】

追加効果：【身代わり宝玉】






　ステータスに変化を与あたえるアクセサリーではないが、追加効果の【身代わり宝玉】の効果は有用だ。効果は、台座に嵌はめられた宝石のランクによって無条件で受ける攻こう撃げきを肩かた代がわりするというもの。無条件と言うのだから、しょぼい攻撃と一いち撃げき必殺が同列でダメージなしになるが、それでもダメージを防げる性能があるだけで十分だ。

　更に、宝石が砕くだけても一定条件を満たせば、新たな宝石を嵌めこめる。

　ルールは、三つ。宝石のランクによって無効化できる攻撃数が決まっている。無効化し切った宝石は消しよう滅めつする。最後に、嵌めこんだ宝石は、外せず、無効化した攻撃回数×一時間は、新しい宝石を受け付けない。

　以上の特とく殊しゆなルールがあるアクセサリーは、【細工】センスと相性が良く、俺のプレイスタイルとよく合う。

「でも、今は台座に宝石嵌めてないから効果ないよね」

「そうなんですよ。回復薬や食しよく糧りようを主体で持ち込んだので、余分な宝石が無いんですよ」

　イベントの持ち込み制限で【細工】センスの生産道具は持ち込んだが、【研磨】のスキルを使う機会もなく、またマジックジェム以外の宝石を持ち込んでいない。

　さて、どうするかな。誰だれかとトレードできれば良いんだけど。と小さく呟いた俺にマギさんは、にっこりと笑みを浮かべて尋たずねる。

「ねぇ、ユンくん。気晴らしにお姉さんと一緒に抜ぬけ出さない？」

「何ですか。そんな色っぽい言い方して。人手が必要なら手伝いますよ」

「ありゃ、断られちゃったか。そうだね。行きたい場所は──」
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　リゥイやリクール、黒い子狐。クロードとリーリーがベースキャンプに残っているために、クツシタとネシアスも連れて向かう場所は、以前、素材収集のためにクロードたちと分かれて活動した時に見つけたという北部の岩山地帯の採取ポイントだ。

　そして、同行者は、俺とマギさんの他に一人。

「……なんでセイ姉ぇまで同行するの？」

「ユンちゃんが心配だから……ってのは、ないんだけど」

　ないんかい。と内心ツッコミを入れるが、俺のジト目の視線をうけて、小さく謝り、本当のことを言う。

「最近、会ってなかったから。時間貰もらって着いて来ちゃったんだけど……デート邪じや魔ましちゃった？」

　セイ姉ぇが目を細めて、マギさんにそう尋ねるとマギさんの強い否定が帰って来る。

「いえ、全然！　セイさんとこうして色々と話ができて嬉しいです」

　気分的には、デートというより女の子同士のお出かけなのだろうか……。男として見られていない事実に少し傷つく。そして、和わ気き藹あい々あいと会話をしながら北方向の岩山地帯へと森を進むが、会話とは裏腹に表情の引き攣つる光景が広がる。

　歩けばリンクするＭＯＢ敵たちを一切寄せ付けず、一方的に多重の水すい弾だんを生み出し殲せん滅めつしていくセイ姉ぇ。

　ピクニック気分で出かけた先で、木こ漏もれ日の隙すき間まから聞こえる小鳥の囀さえずりとＭＯＢの断だん末まつ魔まをＢＧＭに進んでいく。

　その中で──

「うーん。イメージしていた魔ま法ほう使つかいと違ちがう」

　マギさんの呟きに俺は、首を傾かしげ、セイ姉ぇは意味を分かって苦笑いを浮かべる。

「魔法使いってパーティーの攻撃の花形。最大火力を以もつて敵を殲滅する。ってイメージだけど、セイさんは、ピンポイントで倒たおしていく感じ」

「そうなのか？　セイ姉ぇ」

「その感想は、概おおむね合っているわ。今のセンスは、連射性と汎はん用よう性を高めた構成と戦い方だからそう感じるだけ。ちょっと待って」

　虚こ空くうに向かって指先を動かすセイ姉ぇ。自身のメニューを操作し、センスの構成を弄いじっているようだ。小さく頷うなずいた後、自身の目の前に、杖つえを掲かかげ、今までよりも長めの溜ために入っている。

　それに応じるように、足元から水色の光が立ち込め、木漏れ日の差し込む林の中に幻げん想そう的な光景を作り出す。

　そして──

「そう言えば、撃うつ先を決めていなかった。ユンちゃん、目がいいから良さそうな敵を見つけて」

「いや、先に決めておいてくれよ」

「早く、ＭＰを余計に使っちゃうから」

　発動直前の状態で維い持じしているセイ姉ぇに溜ため息いきを吐つきながら、【鷹たかの目】の視認する範はん囲いで敵を探す。そして、見つけたのは、上空を旋せん回かいする鳥だ。

　ただ、鳥にしては距きよ離り的に大きく見えるそれに驚おどろいて、見み詰つめていると、セイ姉ぇとマギさんも見つけたのか、同じように上空を見上げている。

「あれは──エア・コンドル!?　北の岩山地帯を根城にしているユニークＭＯＢ！」

「道中、襲ってきたら鬱うつ陶とうしいから倒しましょう」

　正面に掲げた杖を上空へと突つき出し、旋回する怪かい鳥ちようへと照準を合わせるように構え──

「──《メイルシュトローム》！」

　変化は、一いつ瞬しゆんだった。旋回する怪鳥の真下に小さな水球が生まれ、それは爆ばく発はつ的な勢いで水を噴ふき上げ、渦うずを巻いて怪鳥を飲み込んでいく。空中に生み出された巨きよ大だいな渦うず潮しおの中で自分の意思とは別に激しく旋回していく怪鳥。

　内部に怪鳥を取り込んだ渦潮は、激しい回転をそのままに俺たちの数十メートル前に落ちてくる。

　何本もの樹を放射状に薙なぎ倒し、足元に水が広がるその中心で、翼つばさと首があり得ない方向に捻じ曲がった人間ほどの大きさの怪鳥が痙けい攣れんし、その姿は光の粒りゆう子しへと分解される。

　足元が濡ぬれるのを嫌がったリクールと黒い狐きつねの幼よう獣じゆうが、俺とマギさんの肩かたに駆かけ上がり、非難がましい鳴き声を上げるのも気に掛かけず、俺は今日二度目の驚きに表情が強こわ張ばる。

　ユニークＭＯＢであるエア・コンドルを倒した地点を調べているセイ姉ぇは、一人陽気な声を上げている。

「うーん。やっぱり、威い力りよく高過ぎて、フレンドリーファイアになるかな。極限まで威力を上げる構成だと普通に使い辛づらいけど、マギちゃんは見れて満足できたかな？」

　倒したプレイヤーにしか見えない宝箱を回収したらしいセイ姉ぇは、振ふり返り、マギさんに尋ねる。

「くっ……」

　く？　なんだろう。俺の少し前に居るマギさんは、小さく呻うめくように言葉を零こぼす。驚いてそんな声しか出ないのだろうか。その気持ちは良く──

「くぅっ！　やっぱり、魔法使いは、範囲と火力が凄いわ！」

　目をキラキラと輝かがやかせ、握にぎりこぶしを作るマギさん。セイ姉ぇの高威力の魔法を見せつけられ、はぁ、満足。と幸せそうな溜息を吐く。

「満足してくれて嬉しいな。これで岩山地帯を邪魔するものは減ったかな？」

「はい！　ユンくん、行こう！　目的地はもう少し進んだ場所だから」

「そんなに引っ張らないでください。って言うか、何で目指す場所がほぼ垂直の岩場なんですか」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。近くには、ちゃんと石の階段があるから」

　なら、問題ないのか。急せかすマギさんを落ち着かせながら、進み、セイ姉ぇが一歩引いた位置から微笑ほほえましそうに眺ながめている。

　大きな岩場の階段に辿たどり着つき、長い階段を上っていく。マギさんは、リクールを肩に乗せているが、俺はクツシタとネシアスを両りよう肩かたに乗せ、黒い子狐を両手で抱かかえて上っている。って、自力で上れよ。お前ら……

「マギさん、採取ポイントは、まだですか」

「もうじきだよ。ここを上がった所だから」

　そう言って先行するマギさんは、一気に階段を駆け上がり、俺もそれに着いて行き──

「うわっ……これは」

「初日からドタバタしてたからちょっとだけ、こういう場所でゆっくりするのも良いよね」

　高所には、小さな花々が咲さく草くさ原はらがあり、緑の空間が作り出されていた。ごつごつとした岩がところどころに転がり、その先には岸がん壁ぺきがある。振ふり返かえると、広大な森と点在するベースキャンプの広場、そして湖と、この浮ふ遊ゆう大陸のシンボルを収めた景色が眼下に広がっている。

「宝石や鉱石の採取ポイントは、この広場の色々な所にあるから。私は、向こうの岩壁の方に行ってピッケルで掘ほって来るね。あとで合流しよう。セイさんはどうします？」

「私は、ユンちゃんについてるよ」

　ひらひらと手を振り、それじゃあ、あとでね。とさっぱりと俺たちと別れるマギさん。とはいっても見える範囲でピッケルを岩壁に振り下ろしている。

「こうして、ユンちゃんと出かけるのは、久しぶりだな。ピクニックみたい」

「そうだな」

　小さな高原のような場所でゴロゴロした石を足場に俺は歩いて、宝石の原石を探していく。俺たちから少し離はなれた場所では、リクールたち幼獣が、草に絡からまるようにころころと転がりじゃれており、俺の移動に合わせて、ついてきてはまたじゃれる姿に微笑が零れる。

「どう？　【ＯＳＯ】は、楽しい？」

　突とつ然ぜん、セイ姉ぇがそんなことを聞いてくる。それに対して俺は──

「ああ、楽しいよ。最初は、不ふ遇ぐうセンス取ってどうなるかと思ったけど、知り合いとか増えたし、楽しんでいるよ」

「良かった。ちょっとタクくんに無理言った感じで誘さそわせたから負い目がね。それにユンちゃんを放置してたし」

「俺は、そんなに子どもじゃないよ」

　俺は、一人でも平気だし、肌はだがあわなければ止めればいいだけだ。まぁ、出会った人たちが良い人過ぎて、友達に会いに行く感覚でのログインもある。

「ただ店には、たまに顔出してくれよ。【アトリエール】って消しよう耗もう品ひんを扱あつかう店なんだ」

「分かった。でも、ユンちゃんがお店を持っているのか。どんな感じなんだろ？」

「過度な期待はやめてくれよ。少ない金で建てた店なんだから……」

「ふふふっ、ユンちゃんと共に成長するお店か。面白そう」

　優しそうなタレ目でそう微笑ほほえみながら呟つぶやく。ミュウと揃そろって美人なんだから、別の意味で俺は心配だよ。

「ユンくーん、こっちは終わったけど！　そっちはどう？」

　遠くでピッケルを持ち上げて、振り回しているマギさんに俺は、苦笑いを浮うかべて同じように大きな声で返す。

「あと少しで行きます！」

「じゃあ、その後は休きゆう憩けいしてからベースキャンプに戻もどろう！」

　俺たちの会話を楽しそうに眺めているセイ姉ぇの様子に軽く首を傾かしげながら、幼獣たちを集めて、マギさんの所で合流し、一いつ緒しよに休憩を取る。
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「ユンくん？　そっちは、どんな感じ？」

「普ふ通つうに鉱石が多いですね。宝石の方がちょっと少ないかも」

「採さい掘くつの方は、大体半々だから、鉱石と宝石。トレードする？」

「ありがとうございます。お願いします」

　緑のカーペットに腰こしを下ろし、集めた素材を分配している。セイ姉ぇは、そんな何気ない様子も楽しそうに眺めており、ちょっと視線が気になる。

「それで、宝石は、何が採れたんですか？」

「この場所では、小サイズのザクロ石が採れるよ」

「ザクロ石？」

「そう、ガーネットの別名」

「そうなんですか」

　そう言われて、宝石の原石の一つを摘つまみ上げる。まだ石に囲まれたそれは、判別できないが、《研けん磨ま》のスキルで一瞬の内に磨みがき上げ、空に透すかして眺めてみる。スキルの加工で出来た小サイズの宝石は、黒と赤のコントラストが中々に綺き麗れいだ。

　ぼけっと宝石を眺めていたら、俺の膝ひざを前脚でぺちぺちと叩たたいてくる子狐。

　何か、気を引こうとしている気がする。

　最初は、随ずい分ぶん警けい戒かいしていたのに、俺には甘えてくれるようになった。むろん、俺も癒いやされているが。

「どうした。これが気になるのか？」

　子狐に見せるように鼻先に近づけたザクロ石を一ひと舐なめして、食べられないことを理解する。

「おいおい、それは食べ物じゃないのに……ほら、腹減ったならこれがあるから」

　取り出した果くだ物ものを前脚で器用に抱え込んで食べる子狐の様子に笑顔が零れ、子狐の毛並みとザクロ石を比ひ較かくする。艶つやのある黒に僅わずかに入る赤い毛は、手に持つザクロ石と非常によく似ている。これはたぶん偶ぐう然ぜんだけど、人はその偶然に何な故ぜか運命的なものを感じてしまう性さがなのかもしれない。

　俺は、果物を食べ終わった子狐を抱え上げて、語りかける。

「今まで忙いそがしすぎて名前を付けるのを忘れていたな。安直だけど今つけてやるよ」

　未だに何のことを話しているのか理解していない子狐は、こてんと首を傾げる。その愛らしい姿に、苦笑を漏もらし、はっきりとした口調で名前を告げる。

「お前の名前は──ザクロだ」

「ユ、ユンくん!?」

　この瞬しゆん間かん、子狐の赤い毛が火を振り撒まく。抱えている俺の手に直接火が触ふれていて、その様子にマギさんとセイ姉ぇが慌あわてるが、全く熱くない。この火は相手を傷つけるような火ではない。直すぐに鎮ちん火かし、子狐のザクロは、マギさんの驚いた表情に、なに？　とでも言いたげな視線を返す。俺は、そのマギさんの慌あわてようとザクロの不思議そうな雰ふん囲い気きのズレに僅かに噴ふき出し、小さく呟く。

「これからよろしくな。ザクロ」

　そう声を掛けると座っていた俺の背中に重いものが圧のし掛かって来る。首を動かして振り返れば、リゥイが頭を背中に擦こすり付つけていた。

「お前のことも忘れてないさ。よろしくな、リゥイ」

　その一言に満足したのか、二歩下がり、草原に寝ねそべる。

　イベントがこんな穏おだやかなまま終われば良いと思っていた。だが──

「ユンちゃん、あれはなにかな？」

「……幼獣が、走っている？」

　今いる岩場は、高い位置にある為ために上から森を見み渡わたせるが、セイ姉ぇの指差した先には、同じ方向に走る小型ＭＯＢたちの姿が見えた。多種多様な幼獣たちは同じ方向に必死に走っている。その姿は、まるで──

「何かから逃にげているみたい」

　マギさんの呟きに、言い知れない不安が生まれると共に、けたたましいアラート音が皆みんなの頭に直接響ひびき渡わたる。




　──緊きん急きゆうクエスト【幻げん獣じゆう大おお喰ぐらいと幻獣喰らいの迎げい撃げき】が全プレイヤーに発生しました。

　これより、浮ふ遊ゆう大陸全域では、クエスト終しゆう了りようまで共きよう闘とうペナルティーが解除されます。




　そのアナウンスが響いた瞬間に浮遊大陸は、一変する。







　八章　幻げん獣じゆう大おお喰ぐらいとサポート







　緊きん急きゆうクエストの発生で慌あわてて自分たちのベースキャンプに戻もどってきた俺たちを迎むかえたのは、蜂はちの巣すを突つついたような忙いそがしさで動き回るプレイヤーたちだった。

　ベースキャンプを動き回るプレイヤーたちは、俺と同じように内心動どう揺ようしているのか、と思っていたが──

「おい！　すぐ狩かりに行こうぜ。【幻獣喰らい】ってやつ見つけて狩ろうぜ」

「ちょっと待てよ！　こっちに誘おびき寄よせて、全員で観戦しないか？」

「いいな!?　じゃあ、パーティー戦、個人戦のタイムアタックで競おうぜ」

「それは俺も参加する！」

「ちょっと、何あれ、気持ち悪いのが近付いて来ていない!?」

「うをっっ!?　早さつ速そく来やがった！　いくぞ、野や郎ろうども！」

「「「おうっ!!」」」

「…………」

　何だろう、不安を感じた俺とやる気に満ちたプレイヤーたちのこの温度差は……

　俺は、北の岩山地帯からベースキャンプに戻る時、一度だけ【幻獣喰らい】なるＭＯＢを視認した。捩ねじれた樹木のシルエットに裂さけた口と不ふ揃ぞろいの鋭えい利りな歯が並んでいる。ただ、それを構成する要素が、不気味の一言に尽つきる。黒を基調に茶色の混じったぶよぶよとした質感の肉の胴どう体たい、無数に伸のびる触しよく腕わんは、ところどころに人の食しよく指しと思われる部位が見られ、また黒っぽい肉の中に筋繊せん維いや肉の薄うす桃もも色いろや白、赤が垣かい間ま見みえ、その色を際きわ立だたせる。

　頭部と思おぼしき場所は、落ち窪くぼんでおり、目のある場所は虚うつろな伽が藍らんで、闇やみよりなお暗い。しかも耳障りな金切り声の叫さけびが、俺の精神を削けずり、不快に顔を顰しかめてしまう。

　俺はこの姿をはっきりと見つけてしまう【鷹たかの目】をこの時だけ恨うらむ。だが、最近になって似た姿をどこかで見た記き憶おくがある。

「……ユ…くん、ユンくん！」

「──えっ!?　な、何ですか!?」

「ユンくんの言いたいことは分かるよ。まぁ、これがゲームの現実だよ」

　考え込んでしまっていた俺に対して、マギさんが声を掛かけていたようだ。一度、思い出せそうな記憶を呼び起こし、さっき思った温度差についてマギさんとセイ姉ぇに尋たずねる。

「セイ姉ぇ……普通に、バケモノ登場ってパニックにならない？」

「これはゲームだからね。論理的に考えて、プレイヤーが即そく死しするレベルの敵が出るわけがないって安心感はあるかな」

「けど、外見は威い圧あつや生理的嫌けん悪お感かんを考こう慮りよしたデザインなのは、面白いと思うな」

　マギさんとセイ姉ぇにそう言われると納得できた。むしろ、この状じよう況きようで嬉き々きとして情報収集に向かうプレイヤーたち。どの部位が弱点か、ダメージが通る場所と通らない場所は……などの意見交こう換かんと検証に余念がない。

　あまりに急激な状況の変化に眉まゆを寄せて唸うなっていると、俺を見つけたクロードが近づいてくる。

「ユン、丁ちよう度ど良い。手伝え」

「はぁ？　何を……」

「ボスとの決戦に向けた消耗品の準備だ」

「うへぇ、昨日もやったのにまたかよ」

　俺は、クロードに指示された場所に向かって歩き出す。そこに素材が集められているとのことだ。そして、俺の背中に向けて、去り際に声を掛けられる。

「そうだ。ユンが撮さつ影えいした湖底のスクショは、敵のヒントになったとだけ言っておこう。他にも色々なヒントがちりばめられていた。早期に敵のウィークポイントが発見できた」

「うん。そうか？　分かった」

　その言葉を受けて、あれが役に立ったんだ。と小さく笑みを浮かべて、ポーション作製の気合を入れ直す。

　そして、プレイヤーの激しい入いれ替かわりがありフルの生産体制が敷しかれて一定の安全が確保されているセーフティーエリアに、一つのハプニングが舞まい込んでくる。

「おい！　ベースキャンプに複数の幻獣喰らいが接近中！　即そく座ざに迎撃態勢！」

　見張りを買って出ていた一人の声に反応し、すぐさま行動を開始する休きゆう憩けい中のプレイヤーたち。そして──

「……幻、獣喰らい、と追われる幼よう獣じゆう？」

　事態の推移を見守るために作業の手を止めていた俺は、セーフティーエリアに逃げ込んでくる幼獣を見た。

　待機していたプレイヤーたちに速そつ攻こうで倒たおされる幻獣喰らいを眺ながめ、怯おびえるように互たがいに体を寄せ合う幼獣たちを見る。

「あの……この子たちどうしましょう？」

　寄り添そう幼獣を数匹ひきまとめて抱かかえ上げる一人の女性が俺に尋ねてくる。

「どうする。ってどうして俺？」

「いや……幼獣の保母さんだから」

「そのあだ名は、止やめろ。不本意だ」

　男なのに保母さんってのは、不本意過ぎる。これはタクにからかわれるネタになるだろう。と今から憂ゆう鬱うつになりそうだ。だが、放置する訳にもいかない。

「面めん倒どうを見たい人に面倒を見させればいいんじゃないか？　もしかしたら、誰だれかが契けい約やくできるかもしれないし」

　幼獣は森の中を探しても中々出会えないらしい。これは良い機会だから、面倒を見たい人に対応してもらおう。

「いいんですか？」

「いいも何も、俺には二匹いるし……。別に誰かが何かをしようが口出す権利もないよ。ただ幼獣を欲しいプレイヤーで面倒みたい人とかがいるなら、うまく協力すればいいんじゃないか？」

　そう言うと、ぽかんと呆あつ気けに取られたような表情をする代表の人は、すぐに正気に戻もどり、頭を深く下げる。

「あ、ありがとうございます！」

「そう畏かしこまるなよ。俺が申し訳なく感じるだろ」

　どうも腰こしの低い対応の人に俺は、少しむず痒がゆさを感じる。その後、真ま面じ目めな表情から一いつ瞬しゆんで緩ゆるみ切った女性の表情に、既すでに幼獣に骨ほね抜ぬきにされていることを悟さとる。

　その後は恙つつが無なく、逃げ込んできた幼獣の対応ができるようになった。男性が多めのパーティーは、将来の有望性からか強くなりそうな、かっこ良さそうな幼獣を。女性が多めのパーティーは、外見重視の可愛い小型の幼獣を預かっていた。

　食べ物とかは、皆どれが良いか、とかワイワイ騒さわぎながら話し合っており、おっかなびっくりで触れ合いの距きよ離り感かんを探っている。

　こうして客観的に状況を見ると、どこぞの動物触れ合い広場を彷ほう彿ふつとさせられ、和なごむ。

　ただ……

「なんで、幼獣たちの食事の用意まで俺がしなきゃならん」

「私たちの殆ほとんどが【料理】できないので、お願いします」

「いや、俺は、ポーションとか生産しないといけないんだけど……」

「大だい丈じよう夫ぶです。スキルによる生産でＭＰ枯こ渇かつまで大量生産して、ＭＰの自然回復時間を【料理】に当てればいいんです」

　最初に俺に話しかけて来た時、腰が低いと思っていた女性だが、俺にこんなことを言ってくる。だが、数人が【料理】センスを取得して、俺がレクチャーしながら進めたので、それほど負担にならなかった。

　とはいっても、日が暮れ、その後も慌ただしく動き回り、やっと定数の消しよう耗もう品ひんを確保できたところで、俺は休憩させてもらうことにした。

　別に仮想現実だから肉体的にはそんなに疲ひ労ろう感かんはないのだが、精神的な疲つかれは大きい。それでも、肩かたを回したり、目を押さえる動作は、疲れに対する動作として身についているようで自然と出てしまう。

「随ずい分ぶんとお疲れのようだな、ユン」

「なんだ、クロードか。お前が手伝えって言ったことをやったんだ。もう少し労ねぎらってくれてもいいだろう」

「労いついでにもう一つの頼たのみ事だが……」

「おい、労ってないだろ、絶対」

「ユン。お前もボスＭＯＢの討とう伐ばつに参加しないか？」

「はぁ、また面めん倒どう臭くさそうなことを俺に話す」

　はぁ、と深い溜ため息いきを吐つくものの、クロードが尋ねてくるということは強制じゃない。聞いた後の判断のために話に耳を傾かたむける。

「幻獣喰らいのボスＭＯＢに【幻獣大喰らい】というのが全部で六体確認された。弱点は、幻獣喰らいと同じ瞳ひとみだが、その数の多さと巨きよ体たい。なにより、取り巻きの幻獣喰らいを時間経過で生成する能力があるんだ」

「それで……どうして俺を誘さそうんだ。俺は別に強くないぞ」

　クロードだって分かっているはずだ。俺は、別に役に立つほど強くない。

「別に今誘っている者たちには、戦せん闘とう力を求めていない。ユンのようなエンチャントによる支し援えん、ヒーラーの回復が後方で充じゆう実じつすれば、その分、前に立つ者は、余計な部分に時間と力を割さかずに戦える。いわゆる予備兵力だ」

「なるほど、俺の役割は薬箱か」

　自分で言って、あれだが、妙みように納得できた。

「勧かん誘ゆう対象も後衛職や魔ま法ほう職などの安全マージンをとり易やすい人間だけだ。不安なら知り合いと同じ場所で連れん携けいを取れるように調整するが……どうする？」

　少し悩なやむが──土魔法持ち、遠えん距きよ離り攻こう撃げき持ち、ポーションによる疑ぎ似じヒーラー、付加術によるバッファ、様々な役割ができるし、後衛であるために安全マージンをとれる。一番の安全は、ベースキャンプでの生産だが……

「分かった。補助程度なら出るよ。タクやミュウたちと一いつ緒しよならある程度安心だし、無茶そうなら逃にげるぞ」

「ふっ、それでいい」

　腕うでを組んで小さな微笑ほほえみ程度の笑みを浮うかべるクロードだが、逆にその爽さわやかさが胡う散さん臭くささを際きわ立だたせる。それに心配事もある。

「ただ、リゥイやザクロをボス戦には連れて行きたくないな」

「それならリーリーとマギに頼めばいいだろう。この話は、前衛向けの二人には頼んでいない。俺も誘った手前一応は、作戦に従事するつもりだ」

　マギさんにリゥイたちを頼めるならそれが安心だ。

「じゃあ、知り合いと組めるように調整しよう。相手は、お前の姉が良いだろうな」

「……なんで、セイ姉ぇの話が出るんだ」

「最大限に調整して、実力ある魔法使いを傍そばに置いて、ユンの安全を確保する、という建たて前まえの下もとに、魔法使いのネックであるＭＰ管理をユンのＭＰポーションで補う、という」

「俺はＭＰタンクかよ！」

　俺の声に、はははっ、と胡散臭い笑い声を上げるクロードに冗じよう談だんを言ってるつもりなどなく、それが事実だと俺に突つき付けるのだった。

「それじゃあ、俺も自分の準備に戻る」

「ユン。そのままでボスに挑いどむ気か？　忘れ物だ」

　そう言って、クロードが渡わたしてきたのは、修理に預けていた防具、オーカー・クリエイターだった。そう言えば、今着ている白のワンピースに慣れて忘れていたことを思い出し、自身の着ているワンピースの裾すそを軽く摘つまむ。

「グレードアップに手間が掛かかったが、これで多少は、防ぼう御ぎよ面で安心だろ」

「ありがとう。じゃあ、またあとでな」

　俺は、クロードと別れ、寝ね床どこの小屋に入り、素材を取り出す。時間とＭＰが許す限り、宝石を加工し、魔法を【技能付加】していく。

　出来た二種類のマジックジェムや装備、消耗品、センス構成を確認していく。

　そして、準備を終えた俺は、相棒のリゥイとザクロをリーリーに預けて、集合場所に向かう。

　そこには──

「マギさん!?　なんで居るの！」

「ユンくん。ズルいじゃない、お姉さんを除のけ者にして面白そうなボス討伐に参加して」

「いや、クロードに頼まれたんであって別に……。と、言うか後衛にのみ手伝いを頼んでいたんじゃ……」

「そんなの──クロードを締しめ上げて、無理やりねじ込んだのよ」

　わぉ、パワープレイだ。と驚おどろきながらもクロードに対して一切の同情が湧わかない。

　先に待っていたセイ姉ぇは、マギさんが増えようが問題ないようで簡単に受け入れてくれ、合流した。

　緊きん急きゆうクエスト攻こう略りやくのための六体のボス同時攻略。俺たちが対応するのは、南部の湖近辺に出現したボスである。
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　湖への行軍中に、パーティー戦や集団戦を意識した配置、持ち場の切り替え、声掛けの方法などをマギさんとセイ姉ぇからレクチャーを受けた。この辺は、基本ソロな俺は、理解が追いつかず、どうすればいいかの不安があるが、コツは、明確な目的と慣れだそうだ。

　だから目的だけはきっちり定めて、それに沿う行動をすることを決めた。

　目的と言っても状じよう況きようを見て判断するしかないので、臨機応変と言えば簡単だが、対処のタイミングを間ま違ちがえば、何もしない役立たずと同じだ。

　そして、夜明け前に辿たどり着ついた場所を見て、俺は嫌けん悪お感かんから喉のどの奥を突いて出る声を押し込める。

　黒い肉につ塊かいには、幻げん獣じゆう喰ぐらいと似に通かよった点がいくつか見られる。だが、その規模が違ちがう。

　山のような肉の表面を埋うめ尽つくす苦く悶もんの表情を浮かべた人のなれの果て。四足歩行動物のように、四し肢しで自身の開けた穴から這はい出し、不協和音の咆ほう哮こうを放つ。

　更さらに、幻獣喰らいの弱点である瞳が至る所にある。四肢から背中、胴どう体たい、頭部の至る所に。その瞳全てが血けつ涙るいを流し、恨うらめしそうに、虚うつろな暗い眼で周囲を眺ながめている。

　揺ゆれる触しよく腕わんとどす黒い色の外見は、見ているだけで不安になる。その姿に、俺は気け圧おされて一歩下がるが、その肩を優しく叩たたかれた。

「大丈夫よ、ユンちゃん。心配しなくても」

「そうそう。私とセイさんが居るんだから」

　セイ姉ぇが俺に同行すると聞いて、心強いと喜んだマギさんは、力強い笑みを俺に対して浮かべる。

「演出って分かってるんですけど……」

　年ねん齢れい制限を設けるべき演出に、俺は気分が悪くなる。不快なムカムカ感は、吐くという行こう為いのできないゲーム上でただそこにあり続け、じわじわと俺の精神を蝕むしばむ。

　目の前に広がる光景。無数の瞳を持つ巨体とその取り巻きである幻獣喰らいが湖を背にして構えている姿を見ていると──幻獣大喰らいの体の瞳が全て浮き出し、ずるりと本体の肉を引き摺ずって地面に落ちる。体の肉を削そぎ落とし、地面に落ちた瞳を核かくに肉が五体ある形を成し増ぞう殖しよくしていく。湖に静かに落ちた瞳。水を滴したたらせて這いずるように迫せまる姿は、赤黒い体色と相まって、スプラッタ・ホラーを演出する。

「まさか……幻獣喰らいが生成された」

　残った瞳全てが引き摺った肉で体を構築し、捕ほ食しよく者が一いつ斉せいに誕生する。今まで居た幻獣喰らいは、そのまま森へと散り始め、様子を窺うかがっているプレイヤーたちと接せつ触しよくして戦闘が始まった。また、新しく生み出された取り巻きは、そのまま、ボスを守るように居座る。

　新しいＭＯＢの生成と古いＭＯＢの放ほう逐ちく。このサイクルが重なれば、色々な場所で幻獣喰らいが現れる。長期戦になれば、こちらは必ず不利だ。

　そして、黒い肉を剥はいだ下には真新しい瞳が忙せわしなく、動いている。

「実際に近くで見ると、色々と迫はく力りよくがあるよね」

「うん、大きいよね。表面の照りとか質感とかがちょっとね。でも、そうは言ってられないよ」

　やっぱり女性から見ても幻獣喰らいの生成の演出には、嫌悪感が付き纏まとうようだ、マギさんは、自分の腕を摩さすり、セイ姉ぇは、私も苦手。といった感じで苦笑を浮かべる。

　幻獣大喰らいは、緩かん慢まんな動作で湖の岸に体の半分を預け、岸から這い上がってきている。

　気持ち悪さに微び妙みような表情を作る一方、ゲーマーである我らが廃はい人じん様と妹様は──

「後ろ側は湖だから、実質戦えるのは、正面の陸地側だけか……密集するな」

「上陸と同時に、取り巻き生成って、最悪のタイミングだよ！　もう！」

　そう呟つぶやくタクと憤いきどおるミュウに、お前ら……と小さく呟きジト目で見る。

　だが、事実。陸地が狭せまいために囲んで倒たおすことが難しい。取り巻きとボスを正面から撃げき破はしなければいけない。そんな状況でもプレイヤーたちは、得え物ものを手に一歩も引かない。

　俺も弓を手にするが、俺の役割はそれほど大きくない。

　パーティー戦や集団戦を体験したことがなく、敵の行動パターンを読んで、すぐさま攻こう撃げき範はん囲い外がいに逃げるなんて器用な真ま似ねはできない。

「じゃあ、俺たちは、前の方に出るからユンたちも頑がん張ばれよ」

「お姉ちゃんたちも無理しないようにね」

　そう言って、各おの々おのが自分の役割を果たすために行動を開始する。

　俺のできることは、自分の手の届く範はん囲いでの回復と補助、そして、遠えん距きよ離り射しや撃げき。それが俺自身に割わり振ふった仕事だ。

「さて、俺は手の届き難にくい場所を狙ねらうとするか。セイ姉ぇとマギさんはどうするの？」

　俺は、弓を構え、矢を引き狙いを定さだめた状態で横に並ぶ二人に尋たずねる。

　ボスの幻獣大喰らいとの距離は、七十メートル程だろうか。人やモンスターの壁かべが層になり、ボスの足元の瞳ひとみは狙えないが問題ない。

　俺が狙うのは、手の届きにくい場所の瞳だ。

　角度を六十度ほどに設定した山形射撃は、大きな弧こを描えがきながら、狙いの背後──湖の中に落ちる。

　これでは駄だ目めだ。周囲の声、状況を察しつつ、二射目に入る。

「──よしっ！」

　力加減と微び調ちよう整せいで、手から離はなれた矢は、狙いすましたように、やつの背中に刺ささる。しかし、瞳と瞳の隙すき間ま。黒肉に刺さる。やはりこういう場合、点攻撃の矢はやり辛づらいと思い溜ため息いきを吐つきながら、頭を切り替かえる。

「これで良い。下へ手たな鉄てつ砲ぽう数撃うてば……次！」

　三、四と皆みんなの頭上を先行して矢が飛ぶ中──地上では最初の衝しよう突とつが始まる。

　矢一本では、瞳を潰つぶせはしないが、十数本分のダメージが蓄ちく積せきし、一つが潰れる。弓での攻撃では、細かく狙うことをせずに、広く高い位置の瞳に矢を分散させているためにイマイチ成果が分からない。

「ユンくん、ナイス射撃。ちょっと私に物理攻撃のエンチャントを掛けてくれるかな」

「分かりました。《付加エンチヤント》──アタック」

「うん。ありがとう」

　そう言って、手を振ったマギさんの周囲には、様々な武器が現れて、地面に鈍にぶい音を立てて落ちる。大おお斧おの、投なげ槍やり、投げナイフ、小鉄球、破は城じよう鎚ついなど様々な金属武器。その中の投槍を一つ軽い挙動で引き抜ぬいたマギさんは、肩かたに担かつぐように構え──

「第一投！　いっけぇぇっ！」

　短い助走を経へて撃ち出される投槍は、空気を切り裂き、砲ほう弾だんのような勢いで空中を駆かけ抜け、幻獣大喰らいの胴体を掠かすめる。

「──ギャァァァァッ!!」

　甲かん高だかい悲鳴を上げる幻獣大喰らい。幾いくつも前衛のプレイヤーの頭上を抜けていく攻撃の中で一ひと際きわ派手に肉を抉えぐり、その付近の触腕を何本も引きちぎる投とう擲てきに俺の頬ほおが引き攣つる。

「うーん。ちょっと狙いがズレたかな？　今度は真ん中狙おう」

「いやいや、十分ですから！」

「でも見てよ。瞳に当たらなかったから触腕や抉った部分が再生しているよ」

　指差す先では、赤黒い煙けむりを噴ふきながら細胞分裂し傷を塞ふさぐ肉の断面に俺は気分が目減りするのを感じる。また、周りの者たちは、再生を遅おくらせる為ためにより一層攻撃の激しさを増していく。

　上空での再生とダメージの攻こう防ぼうとは別。地上に目を向ければ、両者がぶつかる最前線は、当初の予定通り四人から六人のパーティー単位で幻獣喰らい一いつ匹ぴきを囲み、確殺していく。

　一体につき、一つパーティーが受け持つ。居並ぶ二十組前後のパーティーは、効率良く、時間差で流れてくる敵を屠ほふることで、戦線を最低限押しこんでいる。

「ルカちゃん、抑おさえて！　私がやるから！」

「分かりました！　ヒノさん、トビさん、そっちは抑えてください！　私は、正面。ミュウさんは背後から。コハクさん、リレイさんはサポート！」

「はいはい……そらっ！」

　……まぁ、一つのパーティーが二体同時に相手をしている所もあるけど、流石さすがに他の人にあそこの働きを期待するのは酷こくだろう。

　しかし単純な話で数が足りない。

　僅わずかな時間差で押し寄せる取り巻きのバラバラな動きと連れん携けいの取れたパーティー動作では、プレイヤー側が数以上の戦果を上げている。

　各パーティーは、倒されないことを最重要に動くために、今のところ目立った穴はない。

　それでも全てを抑え込むことは不可能で、前衛の防衛戦を抜け、取り巻きが後方に流れてくる。それを排はい除じよするのが、後衛部に位置する魔ま法ほう使つかいたちの出番だ。

「セイ姉ぇ。出番だけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫よ。もう準備は出来ているわ」

　そう言って、セイ姉ぇが錫しやく杖じようを高々と掲かかげると、その背後に待機している五本の氷の槍やりが浮うかび上がる。
















「行きなさい。──《アイス・ランス》」

　本来、一本ずつの氷槍の魔法。セイ姉ぇは、【遅ち延えん】のセンスで発動タイミングを遅らせ、同時に五本の氷槍を放つ。

　発射速度よりも一いち撃げきの威い力りよくを重視したセンス構成の結果、迫る取り巻きである幻獣喰らいの足を抉り、頭部と胸部に深々と氷が突つき刺さり、背面にある弱点の瞳ごと粉ふん砕さいする。

　更に、抜けて来た二匹の取り巻きも同じように瞬しゆん殺さつし、三匹目は、胸部に刺さるも運よく背面の瞳は無事だった。その個体も最初に機動力を抉られたために別のプレイヤーが容易に背後の瞳を破は壊かいしに掛かかる。

　その破壊の光景も終わりが来る。

「残り一割。ＭＰ回復に入るから」

「了りよう解かい！　ＭＰポーション用意しておくか」

「万が一のときに取っておいて。私は、センスの構築を変えて、回復速度速めるから」

　やんわりとＭＰポーションを断るセイ姉ぇは、少し下がり、状況を広い目で見る。

　俺も弓を構え、矢を番つがえながら、周囲に目を配り、矢を放っていく。その中で──

「ははははっ！　甘い、砂糖と蜂はち蜜みつとメープルシロップを混ぜてコトコト二時間煮に込こんだ液よりも甘いわっ！　ふはははっ！　良い幻獣喰らいは、死んだ幻獣喰らいだけだ！」

「おいおい、テンション下げろよ。周りがドン引きだろ。あっ、ミニッツ。回復よろ～」

「はいよー」

　タクのパーティーは、タク一人が幻獣喰らい一匹相手に大立ち回りをして、他のパーティーメンバーは、全員でもう一匹を抑え込んでいる。

　テンション高めなタクは目を引くが、ただ回かい避ひ重視で移動して時じ間かん稼かせぎをしつつ倒す機会を窺っているだけだ。

「凄すごいね。あそこ」

「うん。タクがぴょんぴょん跳はね回ってる」

「そうじゃなくて、タクくんのパーティーメンバーの連携はとても上手」

　セイ姉ぇが褒ほめるのは、もう一匹の幻獣喰らいを相手にしているケイたちだ。敵の正面で盾たてを構えて耐たえるケイと背後から素早く弱点に貫ぬき手てを放つガンツ。そして、適度に攻撃や回復で戦せん闘とうを補助する魔法使いのミニッツとマミさんの連携。

　タクは、たった一人で駆け回り、それに触しよく発はつされたのか、ガンツが跳ねる、駆ける、宙を舞まうアクロバティックな動きに奇き声せいを上げながら、弱点の瞳へとラッシュを掛けている。他のプレイヤー以上の殲せん滅めつペースを持っているのに、別の意味で俺を心配させる。

「全く……タクのやつら、元気だな」

　俺は、雑念を振り払はらい再び戦場を見まわし、弓を構え直す。大分、幻獣大喰らいにダメージを与あたえたのか、簡単には、何ど処こがウィークポイントか判別しにくくなる中で、一つの補助スキルを発動させて、矢を機械的に射続ける。

　何本、何十本と幻獣大喰らいの背中に針はり鼠ねずみの針のように突き刺さる矢。俺の視界には、背中から消えた赤い光とまだ煌こう々こうと光る赤がある。

　──スキル《食材の心得》

　料理センスの戦闘補助スキルで敵の弱点が分かるセンスだが、こうして使ってみると非常に使い勝手が良い。体にはいくつも光が残り、背中の一部分からは光が消え失せている。

　最初は、広い範囲での攻撃だったが、徐じよ々じよに狙いを絞しぼっていく。一つ、また一つと瞳を潰していく。背中の一番難しい部分は十個ほど潰し、残りは半分ってところだろう。

　そして、前線で取り巻きの壁が薄うすれ、強引に進めば、幻獣大喰らいへと殺さつ到とうすることができる。その時、新たな動きが見られた。

「退たい避ひっ！　光線来るぞ！」

　後衛で総指揮に当たっているプレイヤーが声を張り上げる。

　その直後、幻獣大喰らいの巨きよ躯くから生える無数の触しよく腕わんの先に光が灯ともる。

　俺の位置からは分からなかったが、事前に何らかの兆候があったのだろう。空や森、地面へと四方八方に向け発射される光線は、魔法使いの防ぼう御ぎよ魔法によって遮さえぎられる。様々な防御魔法。皆が唱え、色とりどりの壁が幻獣大喰らいを取り囲むように構えられ、皆がその陰かげに隠かくれ、迫せまりくる白熱光線に備える。

「──【クレイシールド】」

　俺も例外ではなく、用意したマジックジェムを地面に叩たたきつけ、キーワードを唱えて、発動する。

「こっちに逃にげろ！」

「助かる！」

　作り上げた土つち壁かべから覗のぞけば、全身の瞳をぐるぐると激しく動かし、標的を探しているボス。また前線がじわじわと引き、流れ込むように押し寄せる取り巻きたち。

　特とく殊しゆ攻こう撃げきを凌しのいでも、その後再び戦線を維い持じするのは面めん倒どうだろう。湖を背にした幻獣大喰らいを中心に半円状に築かれた複数種類の防御魔法。

　壁を避よけ、守りの甘い所に取り巻きが押し寄せ、ところどころで危険な戦せん況きようが出来上がっている。

「ああ、【ヤオヨロズ】のみんなの所に取り巻きが集まっちゃってる」

「ほんとだ。ミカヅチがいる。あそこ大丈夫か？」

「大丈夫だと思うけど……あそこの壁の枚数足りないかな？　壁を追加するからユンちゃんも来て」

「えっ!?　勝手に動いていいの!?」

「大丈夫よ。私たちなんて自由に動く遊ゆう撃げきなんだから。それより、間に合わなそうだからエンチャント頂ちよう戴だい」

「分かった。《付加エンチヤント》──スピード」

　そう言って俺は、セイ姉ぇと自分に速度エンチャントを施ほどこす。マギさんには、俺の作った土壁の周囲を守ってもらい、俺はセイ姉ぇと共に土壁から飛び出し、守りの薄い場所へと駆けていく。

　片手には、マジックジェムを用意して、セイ姉ぇが指示する場所へと速すみやかに走り込む。

　やることは別に敵の殲滅じゃない。作られた防御魔法の壁の薄い場所にクレイシールドを設置・起動していくだけだ。

　俺が走り込んでいる時、丁ちよう度ど防御の薄い所を狙ねらったように白熱光線が射うち抜き、それを避ける為に慌あわてて、近くの土壁の裏へと滑すべり込む。

　そして、穴の開いた場所からぞろぞろと入り込んでくる取り巻きの存在で、白熱光線によって開けられた防御魔法の穴を塞げないことに歯は噛がみする。

　どうするかと振ふり返ると、俺を知っている人たちは、皆一様に驚きよう愕がくの表情をしている。その中から話の分かるやつを見つけて、話しかける。

「よっ、ミカヅチ。ちょっと壁を補強するのを手伝ってくれないか？」

「お前……なんでこんな所にいる。後衛にいただろ」

「セイ姉ぇと一いつ緒しよに防御の補強に来た。セイ姉ぇは奥の方」

　俺の指差す先には、速度エンチャントの黄色い光を撒まきながら、移動箇か所しよに等とう間かん隔かくで氷ひよう壁へきを生み出すセイ姉ぇが見て取れた。

「セイの方は、大丈夫そうだな。分かった、嬢じようちゃんを手伝うとするぞ！　倒たおすと被ひ害がいがデカくなる。壁の向こうに押し返せ」

「だから、嬢ちゃん言うな！」

　ミカヅチに抗こう議ぎの声を上げるが、隠れていた【ヤオヨロズ】の面々は、白熱光線の収まるタイミングを見計らって、土壁の裏から飛び出し、開いた穴から入り込んだ幻獣喰らいを相手取る。

　俺は、その隙すき間まを縫ぬうように走り抜ぬけ、防御の穴の場所に宝石を一つ設置。また他の補強の甘い場所にも宝石を設置していく。

　攻こう撃げきの飛び交う戦場で【発見】のセンスが視界に入る敵の予備動作を見つけてくれる。視界いっぱいに広がる攻撃の中から、直接こちらを狙ってくる物とそれ以外に分けることができれば、それほど対処は困難ではない。

　まぁ、それでもエンチャントの速度上じよう昇しようによる能力任せの逃げ方をしているので、恰かつ好こうが悪いし、余よ裕ゆうを持ったつもりでも、ギリギリ回避した一撃もある。

「嬢ちゃん！　もう良いぞ！」

「了解。──【クレイシールド】！」

　俺の声によって反応するマジックジェムが宝石を起点にそれぞれ一つずつ、計五枚の土壁を生み出す。

　その光景に一いつ瞬しゆん、ミカヅチたちが目を見開く。セイ姉ぇだって【遅延】センスを利用した複数の魔法の同時発動をしているが、それとは別のアプローチである。

　しばらくして敵の流入が止まったことで落ち着き取り戻もどす。

「一ひと先まず、成功ってことで良いのか？」

「上出来だ。あとは私ら前衛の仕事だ。だがその前に、呆ほうけたやつらに喝かつを入れないとな」

　戻ってきた俺にニッと笑みを浮かべて、労ねぎらいの言葉を掛けてくれるミカヅチ。

　俺は、幻獣大喰らいの白熱光線が止まるのを確認し、今度は今まで築いた魔法の壁を利用した戦い方を見て、自分の出番はないことを理解する。その頃ころになって、セイ姉ぇが迎むかえに来た。

「ユンちゃん、迎えに来たよ。元の場所に帰ろう。それとミカヅチは、あとよろしくね」

「任せろ。今が反はん撃げきの時だ！　分散して対処しろ！」

　自身の得え物ものである朱しゆの掛かった棒状の武器を掲げ、声を張り上げる。

　その後ろ姿を見ながら、周囲の様子を見つつ退避し、マギさんの位置まで戻ってくる。

　右う翼よく側は優勢、中央は拮きつ抗こう。左翼側は壁を利用して再度戦線構築。と攻撃の切り返しが上う手まい。このまま、戦線を押し上げるなり、次の特殊攻撃前に取り巻きを殲滅できれば、本体への道が開ける。

　ここまで来るのに開始三十分ほど。

　この時点で俺の役目は終わったと言ってもいいだろう。

　先ほどの土壁の構築に手持ちのクレイシールドのマジックジェムは尽つき、残っているのは、ある程度接近しないと使えないボムのマジックジェム。今は使い道がない。

　ハイポーションやＭＰポーションは、余裕を持ったまま戦いを終えることができそうだ。

　マギさんと共に後方から矢や武器で巨きよ体たいの上部にある瞳ひとみを狙っていたが──

「……矢が終わった」

　俺は、弓を射続け、ついに背中に広がる瞳を全て潰つぶすことができた。

　幾いくら、回収機能があり、矢を多めに持ち歩いていると言っても、弓自体の攻撃力は接近攻撃より低い。何十射と撃うってやっと一つ潰せたのだ。中には命中せずに、ダメージ判定のない場所に当たり無む駄だになる矢も多い。多くの遠えん距きよ離り攻撃が飛び交う中で幾つ潰せたかは分からない。

「これで俺の役目は終わりだな」

　戦闘開始から五十分後のこと。取り巻きも殆ほとんど掃そう討とうされ、皆みんなが、ボスを取り囲んでタコ殴なぐりにしている。ここまでくれば、必勝パターンと言ってもいいだろう。

「速報──北のボス。それと、北東、西のボスは、討とう伐ばつ間近！　未知の攻撃パターン発見！　百一番目の瞳を発見！」

　他のグループとの連れん絡らく役の声に、俺たちも早く倒すぞ。と更さらに士気が上がる中、殆どの瞳が潰れ、満まん身しん創そう痍いな幻獣大喰らいは、最後の攻こう勢せいに出た。




　　　　●




　太い後ろ足が地面を踏ふみ貫ぬき、半ばまで埋うまり、前足の肉が解ほどけ、触しよく手しゆが植物のように地面に根を張る。

　野や獣じゆうの姿を模かたどっていたが、一度も開かれることのなかった顎あごが外れんばかりに開き、咆ほう哮こうをあげる。

「グルルルルッ──ギャァァァァッ!!」

　空気を震ふるわす爆ばく音おんと衝しよう撃げき波はに、皆動きを止める。

　その中で開かれた口の中に一ひと際きわ大きな瞳が、ぬるりと垂れる。

　生物であれば、舌の位置する場所に生えたそれは、視点を定め、青白い発光を始める。

　これは、白熱光線にも似た光り方。体に僅わずかに残る瞳も同様の光を放ちながら、光線が、放たれる。短いレーザー。そう言うのがしっくり来るような光線だ。

　ダメージと射程自体は、特殊攻撃に大きく劣おとるものの、連射性と命中率の高さ、そして近づくプレイヤー、魔ま法ほう問わずの迎げい撃げき重視の攻撃は、プレイヤーの接近を困難にする。

　強い拒きよ絶ぜつのように絶えず射ち込まれる正確無比なレーザーの嵐あらし。一瞬で到とう達たつするレーザーは、的確に急所を狙うが、一定の速さで駆かけ抜ければ当たらない。

「このボスにもあったんだ。発はつ狂きようモード」

「発狂モード？」

　俺がセイ姉ぇの呟つぶやきに首を傾かしげるとマギさんがすぐに答えてくれた。

「ボスが一定のＨＰを下回るとステータスの上昇や特殊攻撃をしてくるようになることだよ。ユンくん」

「ってことは、まずい状じよう況きよう!?」

　俺は、少し慌て、前線に居るプレイヤーたちに目を向ける。

「よっしゃー！　タマ取るぞ！」

「おおおっ！　ラスト・アタックの名めい誉よは俺が貰もらう」

「「「うをおおおおっ!!」」」

「ドロップあれば、嬉うれしいな！」

「「「最後の目ん玉は、早い者勝ちだっ!!」」」

　ここに、レーザーの弾だん幕まくや飛び出す触腕すらも恐おそれない廃はい人じんたちの熱意が存在した。

　レーザーが右から左へと流れ、足元から爆ばく発はつを引き起こす中で綺き麗れいに吹ふき飛ぶプレイヤーたちにマギさんとセイ姉ぇは、困ったような表情をする。

「まぁ、発狂モードは、一種の演出だからね。ＭＯＢごとに相対的に強くなったり、能力を引き上げる代わりに、防御力を捨てるピーキーな変化もあるんだよ」

「あとは、発狂モードが面倒な敵は、ＨＰ調整してから一気に大技で残りＨＰを削けずり切るとかもあるわね」

「ああ、やったわね」

　ここに来てゲーム談義をするセイ姉ぇとマギさん。俺は元々、ゲームの知識には疎うといために入り込めず、再び暴れる幻げん獣じゆう大おお喰ぐらいへと目を向ける。

「どうしたものか」

　あまりに予想外な攻撃方法とも言える防御体勢に、あからさまな時じ間かん稼かせぎを感じ、俺は後ろ頭あたまを掻かいて考える。

　残る弱点は、五か所と新たに現れた口内の瞳の一か所。

　右に三つ。左に一つ。手の届きにくい高めの位置に一つ。そして中央に一つだ。

　じっと、観察していると分かるが、各瞳は、視認後に狙いを定さだめて照射する。体格の大きな人の影かげや防御魔ま法ほうの後ろに隠かくれていた人が良い位置まで近づくことができたのは偶ぐう然ぜんだが、その習性を狙えば良い。と考えてしまう。

　とは言え、俺の素人しろうと意見だ。実際、タワーシールドを掲かかげて、重量級装備を身に付けた人が全力で駆け抜け、その後ろに隠れるように走る者は、瞳に接せつ触しよくすることができなかった。

　地面に解けて潜もぐり込んだ触腕は、潜り込んだ範はん囲いの地面を踏むと同時に、槍やりのように飛び出し、容よう赦しやなくその身を貫く。正面からのレーザーを受け止めても、その範囲内に入れば、足元からの攻撃。触腕が一本だけならまだしも、周辺の触腕が一いつ斉せいに飛び出すために、迂う闊かつに踏み込めば、蜂はちの巣すだ。

　遠距離攻撃の要かなめである魔法も、レーザーの弾幕に威い力りよくを減げん衰すいされ、肉体に辿たどり着つく前に掻き消える。

　魔法使いたちを全員投入した物量戦なら何とかいけると思うが、リスクを負ってまでの特とつ攻こうなど防御力の低い魔法使いに推すい奨しようできない。

「まぁ、俺は終わるまでゆっくり傍ぼう観かんするか」

「もういいのか？　まだまだ参加する余地はあるぞ」

「うん？　タクか。ああ、弾たま切ぎれで攻撃手段の乏とぼしい後衛職としては、衛生兵になり下がるしかない」

　肩かたを竦すくめて大おお仰ぎように言えば、嘘うそつけ。と笑い飛ばされる。

「見てたぞ。セイさんと一緒に前線に飛び出したかと思えば、一度に壁を作って」

「お前だって無茶する。取り巻きの幻げん獣じゆう喰ぐらいをたった一人で相手して……」

「じゃあ、ユンが俺たちのパーティーに入ってくれよ。六人目のメンバーとして俺を後ろから援えん護ごしてくれよ」

「俺は、ソロの生産職だ。まぁたまには、レベリングのために狩かりはするけど……」

「効率的な狩りと楽しいゲームのための互ご助じよネットワークも組んでるからそういう理由でのパーティー参加は大だい歓かん迎げいだ。じゃあ、ユンは暫ざん定ていメンバーだな」

「暫定じゃねぇよ」

　俺は、ツッコミを一言入れるが、楽しそうに生き生きとした表情のタクは、ゲームを楽しんでいるのが分かって、それ以上の文句を言えなくなる。

「全く、やる気になるベクトルが違ちがう方に向けば俺の苦労も減るのにな」

　溜ため息いきを吐つきながらも、笑い返せるのは、俺も【ＯＳＯ】というゲームにどっぷりとのめり込んでいる所せ為いだろう。

「ふぅ、それにしても攻せめあぐねているな。ユン」

「そうだな」

　確かに、タイミングを見計らって飛び出す者たちは、皆確かな攻撃を与あたえることができずに、戻ってくる。そろそろ、決着をつけないといけないが、俺の前でそれを言うか？　鞘さやに納まっていた剣けんを引き抜き、握にぎりを確かめ──

「一いつ緒しよに行くか？」

「さらっとコンビニ行くノリで、危険地帯に誘さそってんだよ。行かねえよ」

「と、言うよりも、もう遅おそい。強制参加だ」

　ああっ……遠くでは見知った者たちが俺に、力強い視線を送ってきているよ。我が姉妹たちに、ミカヅチ、それに、ミュウやタクのパーティーメンバーたちと。

「覚かく悟ごを決めろ」

「無理。俺はこのまま帰りたいんだが……」

「すでに作戦にお前が組み込まれているんだが」

　この会話は、俺を引き留めるためのものだ。きっと、自然に会話をしつつ、一方では、フレンド通信で指示を受けながら、引き留めているのだろう。

　俺が頭を抱かかえている間に、タクの口からは作戦が垂れ流されている。

「先まず、セイさんが氷魔法で足場を作る」

「必要か？　それ」

「足元の触しよく腕わん回かい避ひのために上空から攻める。そして、囮おとり役が、足場からジャンプして、ボスの頭上まで行って、全ての瞳の注目を集めて貰う。できれば、目め眩くらましも」

「その間に、地上部で攻こう撃げきを仕し掛かけて、仕留める。と」

　うん。それで俺の立場は──

「だから、囮役よろしく」

「ですよねー」

　こういう時は、絶対にこういう損な役回りが巡めぐってくる。

「むしろ、聞くが──普ふ通つうにジャンプしてボスの頭上まで届くのか？」

「まぁ、普通なら無理だな。だが、お前ならできる！　いや、お前しかできない！」

　何か、もの凄すごく俺を持ち上げているけど、裏の意味を訳すと、お前が囮役やらないと予想より被ひ害がいが大きくなるぞー。と脅おどしているようなものだ。

「ちなみに、方法を聞くが──」

「魔法の爆ばく風ふうを利用した空中大ジャンプ」

「はぃ!?」

「だから、空中大ジャンプ。移動中に自分に魔法の余波をぶつけて、勢いで加速するんだ」

　いや、無理だろ。普通に無理だ。

「ノックバックを利用した移動方法は、小ネタの技としては普通だぞ。魔法の余波でのノーダメージ加速移動、対人戦用のダメージ判定のない手足を利用したスタイルなんかも」

「……それを、小ネタとか知らない俺にやらせるな。そういうのは、お前やミュウの領分だろ」

「鎧よろい装備に動けは無理だ。それに、あの単一魔法の複数発動はアイテムだろ？　それの使い方が俺たちには分かんないし、現状はお前しかまともに扱あつかえないと考えている」

「アイテムは有るが、使い方教えてやるから誰だれかにやらせろよ。俺は嫌いやだぞ」

「問題は使えるか、じゃないんだ。囮役も安全に遂すい行こうするためには、お前が必要なんだ。お前なら成功させる。って確信が有るんだ！　頼たのむ！」

　そう言うと、頼む、と更さらにもう一度言って頭を下げる。周りでは、俺たちのやり取りを遠巻きに眺ながめている人も多く、その視線が気になる。

「わ、分かったから頭上げろ。周りの視線が……」

「サンキュー。恩に着る」

「全く、頼まれるとほとほと弱いな、俺」

　ぼやきながら、周囲に耳を向けると、ツンデレだ。デレた。見事なツンデレ。という小声が聞こえた。おい、言ったやつ出てこい。俺と一緒に囮役やろうぜ。

　俺が周囲に恨うらみがましい視線を向ければ、皆みんなが目を背そむける。

「油売ってないで全員準備するぞ！」

　そわそわとし出す皆に、その一言だけで落ち着きを取り戻もどさせるミカヅチ。見れば、すでに幻獣大喰らいの正面には、セイ姉ぇの氷のスロープが、幻獣大喰らいとの境界ギリギリに出来上がっていた。

「ユンちゃん、何い時つでも出られるよ。目的は瞳の視線を集めること。それと目眩まし。よろしく」

「分かった。少し、準備をさせてくれ」

　自身の状態を確認する。ボムのマジックジェムの数は十分ある。直接、瞳ひとみを狙ねらいに行く訳じゃないために両手が空いている状態にする。対応するセンスがないために実質、武器無しだ。

　精神統一し、頭の中でシミュレーションする。どのタイミングでボムを爆発させるか、そしてそれを逆算して、どのタイミングでキーワードを唱えるか。

「《付加エンチヤント》──ディフェンス、マインド、スピード」

　最後に、自身の能力を底上げするような小細工しか、俺には出来ない。

　マギさんが近づいてくる。マギさんも多くの武器を投とう擲てきし、残っているのは、自身の愛用の大おお斧おのだけだ。

「ユンくん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい、大丈夫ですよ」

　とは言いつつも、やっぱり囮は嫌だな。危ないし……と妙みように打算的な考えが浮うかんだが、すぐに振ふり払はらい、覚悟を決め直す。

「じゃあ、私が先行して、ユンくんの盾たてになるね。だから、安心して目眩ましして──」

「はい。心配してくれ、あり、がとう……？」

　あれ？　マギさんが何か変なこと言わなかったか？

　そう思った瞬しゆん間かん、マギさんがセイ姉ぇの作り上げた氷のスロープを駆かけ上がる。

「ユン！　マギさんと一緒に行け！」

　マギさんの走り抜ぬける後を追うように俺も駆け出す。両手に二つずつのマジックジェムを握り、全力で氷の坂を駆け上がる。滑すべらず、地面のように踏ふみ締しめられる氷の道で加速し続け、幻獣大喰らいより僅わずかに高い位置まで駆け上がった。

「──《ボム》っ！」

　俺は、踏み込み直前に、キーワードを唱え、手の中にある宝石をその場に置き去りにする。魔ま法ほうの起動まで五秒。頭の中で実際に起こるだろう現象を想像する。

　踏み切り、飛び出した俺は、空中で緩ゆるやかな浮ふ遊ゆう感かんと慣性による前進を感じる。

　エンチャントの補助を受けて、先行したマギさんに追いつく。隣となりに並ぶマギさんは、大斧を盾のように構えて、俺の前に居た。ぎょろりとした幻獣大喰らいの瞳が俺へと一斉に向き、青白い光を発するのを目にする。

　瞳から光が放たれる前に、背後より魔法の爆風が俺の背中に襲おそいかかり、マギさんと一緒に一気に空中で加速する。

　加速前に居た位置を通り過ぎるレーザーに冷ひや汗あせを流しつつ、効果エフェクトとダメージ範囲の差からダメージがないことに安心する。

　だが、慣れないことをするものじゃない。と落下する予測地点を見る。飛ひ距きよ離りが足りず、幻げん獣じゆう大おお喰ぐらいの足元に落ちる。これじゃあ、マギさんと共に地面に落ちる未来が予測できた。

「大丈夫。ユンくんのために私が居るんだから──いっけぇ！」

　そう言って、空中で俺の手を取り、足場のない空中で俺を──投げた!?

「──マギさん!?」

　俺は、空中で投げられ飛距離を伸のばし、マギさんは投げた反動で飛距離を縮める。

　だが、障害が続く。次発のレーザーの準備が整い、俺に狙いを定さだめられていた。光の灯ともる瞳から放たれ駄だ目めだと感じた瞬間、背後から風を切る音が俺を追い抜きレーザーを相そう殺さいする。

　砕くだける氷槍と散る光を見て、セイ姉ぇが援護してくれたのだと理解する。

　俺は、遮さえぎる物の無くなった空中で両手一いつ杯ぱいにマジックジェムを取り出す。

　今いる位置、幻獣大喰らいの頭の上からマジックジェムをばら撒まく。この場所からなら俺が弓矢で潰つぶした場所が良く見えるな、と場ば違ちがいなことを考えてしまう。

　眼下では、空中の俺を捉とらえようと、触腕がその身を可能な限り伸ばすが、届かずに、乱立。押し寄せるプレイヤーたちによってそれが刈かり取られ、本体への道が作られる。

「これでも喰らって昇しよう天てんしやがれ、悪あく食じき。──【ボム】」

　キーワードと共に、六つの瞳の上にばら撒かれた黒色の宝石ガーネツトが、光を放つ。俺は、空中での勢いのまま、幻獣大喰らいの背中に飛び乗り、自身の結果を目にする。

　降り注ぐ宝石が同時に爆ばく発はつし、複数の爆発が重なり連鎖チエーンして威い力りよくを増していく。

　黄色掛がかった爆発は、視界を塞ふさぐどころか、そのまま、瞳へと殺さつ到とうする。

　迎げい撃げきするレーザーが爆風に穴を開けようとも、圧あつ倒とう的てきな威力でそのまま、押し寄せる。

「ちっ……俺まで影えい響きようが来るのかよ！　早く逃にげるか」

　連れん鎖さ攻こう撃げきによる威い力りよく上じよう昇しようは、爆風の威力と範はん囲いすら押し上げたようだ。ダメージはないものの自分自身に叩たたきつけるように来る風に驚おどろく。

　爆風が残り、黄色掛かった煙えん幕まくが広がる中、押し寄せる者たちがやっと瞳の手の届く範囲に来たことを声で判断し、あとは任せようと、立ちあがった時──

「えっ……」

　背後から胸に掛けて、青白い光が貫つらぬいていた。貫かれた衝しよう撃げきで、体が宙に浮く。

　パリンッと割れるような音を耳にしながら、体が爆風に飛ばされ、制せい御ぎよできないまま後ろへと流れていく。
















　流れる視界の中で、高い位置に有った瞳が俺を捉えているのが見えたが、直後にセイ姉ぇの氷ひよう槍そうによって潰されるのを確認して、俺は流されるまま、湖に落ちる。

（……死んだ。訳でもないか、ダメージが入っていない）

　不意に、湖に落とされ背中から打ちつけられるように、今も少しずつ沈しずんでいる中で、視界に映る自分の指が疑問を解決してくれた。

　──身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪の、宝石が無い？

　つまりは、一回。ダメージを肩かた代がわりしてくれた。ということだ。

　疑問が解決すれば、あとは湖の中に沈んでいく必要はなかった。すぐさま、【泳ぎ】のセンスに交代し、水面へと浮ふ上じようする。

「ふはっ！」

　俺が水面に顔を出すと同時に、目の前の黒山のような生物が砂に還かえり、同時に全プレイヤーへとメッセージが届く。

　──【幻獣大喰らい 一体目 を撃げき破は確認。残り 五体】

　大きな歓かん声せいがその場に響ひびき、そして、僅かな時間差で二体目の撃破が報じられ、皆が沸わき立つ。

　そんな中で俺は、湖の岸へと向かいノロノロとみんなの所に歩いていく。

「ユンちゃん！　大丈夫!?」

　駆け寄よって来るセイ姉ぇに体を受け止められ、崩くずれるように力が抜ける。

　予想以上に戦せん闘とうで興奮していた感情が水に入り熱が覚めたのか、一気に精神的な疲ひ労ろうが襲ってくる。

「ただいま。疲つかれたよ。ポーションの補ほ充じゆう続きに戦闘して眠ねむい。疲れた」

「帰るまでが遠足だ。それまで我が慢まんしろよ！」

　遅おくれて俺を迎むかえるタクやミュウを始め、見知ったプレイヤーが湖に落ちた俺を心配する。

「そうなんだけど……無理かも」

　セイ姉ぇに迎えられた体からふっと力が抜け、完全に寄りかかる状態になる、魔法職でＡＴＫの低いセイ姉ぇでは、支えきれそうにない俺の体を横からマギさんが手を伸ばし支えてくれる。

「ユンくん、お疲れ様さま。ゆっくり休んでいいよ」

　ずぶ濡ぬれの俺の耳に僅かに届いたその声に小さく頷うなずきながら、眠りに落ちる。

　日は昇のぼり、また新しい朝に眠りについた。次に目覚めたのは、全てが終わったあとだった。







　終章　報ほう酬しゆうと客足







【──成績集計開始。以降の行動でのポイントは加算されません。集計後、結果発表。繰くり返します】




　騒さわがしくなる周囲によって目が覚めた俺は、軽い空腹感と寝ね過ぎた時の倦けん怠たい感を覚えながら状じよう況きようを確認する。満腹度が減っている。時刻を確認すれば、最終日の朝六時。二十時間近く眠っていたようだ。

　自身を見れば、薄うす手での布が掛けられ、抱かかえていたザクロと背中を預けていたリゥイは、既すでに目を覚まし、俺が目覚めるのを待っていたようだ。

「おはよう。リゥイにザクロ」

「起きたか、ユン」

「クロードか。今日が最終日なんだよな。長いようで短かったな」

「そうだ。成績発表まで時間も有るし、マギたちも待っている」

「ああ」

「それと、ほら──昨日お前が受け取り損ねた報酬。だそうだ」

　そう言って、クロードが預かっていたアイテムが俺へと送り付けられた。これらのアイテムは、俺への報ほう酬しゆうだ。俺を囮おとりにして、俺が倒たおれたことを加味して、少し報酬に色が付けられているようだ。

　微びレア装備、微ユニーク品、呪のろいの装備品と多様な装備。そして、密ひそかに欲しかった本。

「これで本が全種類揃そろった」

「目が欲しそうだったからな。お前のためにドロップするＭＯＢを乱らん獲かくしたそうだ」

　それは、ちょっと重い事実だ。

「……俺が寝ている間に読んだか？」

「人の楽しみを奪うばうつもりはない。それに俺も全種類コンプリートしてある」

　想像するに、装備品との交こう換かんとかでだろう。俺よりも要領良く集めたんだろう、と思う。

「おーい、ユンくん。こっちこっち」

　焚たき火びを囲むように待っていたマギさんたち。周りを見回せば、皆みんなが眠そうにしている。

「おはようございます」

「おはよう。全く、寝ね床どこに戻もどらないで、ずーっと眠ってるんだから。幾いくら声を掛けても起きないから心配したよ。ユンっち」

「悪かったよ」

　無む駄だに心配させてしまったな、と内心思いながらも、苦笑する。

「それにしても、周りは徹てつ夜や明けのテンションのようだけど、何かあったのか？」

「うーん。ボス討とう伐ばつ祝いで宴えん会かい開いたり、残り時間が惜おしいから夜中狩かりを続けたりしてたらしいよ」

　そう言ってマギさんは、俺の作ったハーブティーを木製のカップに注いで渡してくれる。

　すっきりとしたハーブティーの香かおりがまだ重かった頭を幾いく分ぶんか軽くする。一口つけて、その味にほっと一息吐つく。

【──成績送信】

　インフォメーションが伝わり、メールで送られた結果に周囲の反応は、興奮、悔くやしさ、諦あきらめ、苦笑、落らく胆たんを多く含ふくんでいるが、みな最後には清すが々すがしい表情で仲間と顔を見合わせている。

「さて、俺も結果を──」

　自分の送られた結果には、一番上に大きくこの文字があった。





【成績（４／２３９６位）入賞おめでとう】






　と大きな文字に俺自身、入賞できるとは思っておらず、驚きに動きが止まる。その様子を見て、愉ゆ快かいそうに笑みを浮うかべるクロードを恨うらみがましく睨にらみかえすが、どこ吹ふく風と語りだす。

「成績の細かい内容も有るぞ。色々と公平を期すための工夫が感じられる」

　俺も内容にざっと目を通すが、確かに公平にするための工夫が見て取れた。

　センス未取得【４０００Ｐ】パーティーメンバー空席【４００００Ｐ】

　更さらに、読み進めていると武器生産【２４５００Ｐ】防具生産【１７５００Ｐ】回復薬生産【１８２００Ｐ】と明らかに生産でのポイント加算が多い。

　他にも撃破ポイントだとか、ユニークボスの撃破だとかもある。

「ボーナス宝箱【３０００Ｐ】って……アイテムまで貰もらった上にポイントまで貰っていいのか？」

「それだけ難易度が高い内容なのだろう。ユンの潜せん水すい【５００Ｐ】自体は、それほどポイントが高くない。潜もぐることは手段としてそれほど重要じゃなく結果が重要なんだろう」

「ふ～ん。ほかにも……料理生産【２１０００Ｐ】!?　レートおかしくないか!?」

「いや、お前の作った量が量なだけだ。一個あたりのレートは武器・防具より少ないがその分数作っているだろ」

　そう言いながら、俺はどんどんと項こう目もくを下げていく。チーム間交こう渉しよう、チーム間協力といったプレイヤー同士の交流や、イベントボス討伐参加、弱点撃破とポイントがどんどんと増えていく。

　そして後ろの方の結果には、破格のレートが有った。

「友好幼よう獣じゆう【１０００００Ｐ】って、一ケタ違ちがわないか」

「パートナーにした幼獣のことだろうな。一いつ匹ぴき二万。まあ、レートの良い項目は、どうも今後それ関係のセンスを押して行く雰ふん囲い気きはあるな」

　そんな運営の裏事情を深読みしたくないですよ。

「まぁ、みんなが頑がん張ばったからのこの結果だよ。一週間、お疲れ様」

「うんうん。このメンバーだから出来たことだよ！　家を作って、狩りをして、料理を作って……楽しかった！」

　マギさんとリーリーの言葉に、楽しめたし良いかな？　と顔の筋肉が緩ゆるむのを感じる。

「でもユンくんは、忘れていないよね」

「何ですか？」

　突とつ然ぜん、不敵に笑うマギさんに、素で聞き返してしまう。何か忘れているのか。

「入賞者には、限定アイテムだよ。どんなのかな？」

「ゲームバランス崩さない程度のアイテムでは？」

　としか答えられない。実際、上位プレイヤーにだけゲームバランスを崩すような破格なアイテムは与あたえないだろう。ボーナス宝箱の中身だって、魔ま改かい造ぞう素材の武器なのだ。直接的なバランス崩ほう壊かいはないと考える。

「例えば、専用のホームとかじゃないんですか？　あれば便利ですし」

「えーっ、お店やギルドの建物もホーム扱あつかいだし……別にいらないよ」

「うっ……」

　リーリーのもっともな意見に言葉が詰つまる。

　じゃあ、何があるのだろうか。そう考えている内に、再びメールが届く。全く、また運営側からのメールだ。一いつ括かつで用件を伝えればいいのに、こういうところは、事務的で面めん倒どうだ。





【──入賞おめでとうございます。入賞アイテムとして以下のアイテム群から一つお選びください。選ばれたアイテムは、即そく時じインベントリに収められます】






「なんか……選せん択たく式しきだな。入賞アイテム」

「まぁ、運営が勝手に決めないだけ良いだろう。俺たちみたいな生産職に武器を持たされても困るし」

　そう言うクロードだったが、すぐに険しい表情を作る。

　俺も目を通すと、【回数制限有りの伝説級の武器】【長く使える準・伝説級の武器】【魔改造素材の武器】の武器や同系統の選せん択たく肢しのある防具項目。

【特とく殊しゆなホームの増設権】【個人フィールドの所有権】【個人運営のダンジョン作成権】などのフィールド系の商品。

　そして──

「──生産系向けの【メイキングボックス】か」

　俺が興味を引かれたのはそれだ。

　内容は、一日に選択した系統の生産素材の中からランダムで一種類一個が納品される機能。そして、設定の変へん更こう機能、更にボックスの専用枠わくに収めた素材を一日に一回複製する機能を有した作業台だ。

　つまり、薬草系を設定すると薬草系がランダムで、金属がほしい場合は金属の鉱石がランダムで得られる作業台だ。

　ランクによって出現率に変動があり、複製機能も完全ではなく、元のアイテムは消失しないがランクが高いほど複製に失敗する。また納品設定を変更できるが、武器・防具のような一点物と違い、ポーションは大量生産。それに加え、ポーションの材料は薬草だけではない。モンスターの部位などもあるために、結果的に即そつ効こう性の利益はなく、使い勝手は良くない。

「使い勝手は、良くないんだけど……凄すごく興味が引かれる」

「良いね、それ。私もそれにしようかな？」

　マギさんもメイキングボックスに目をつけたようだ。お揃いというのは少し嬉うれしく感じる。

「リーリーは何を選んだんだ？」

「僕？　僕は【個人フィールドの所有権】だよ」

「あれ、さっきホームは要いらない。って言ってたんじゃ」

「違うよ。フィールドだから広大なエリア丸々自分の自由にできるんだ。木工で色々と作るのに、広い場所が必要だから……。帰ったら何作ろうかな？　その前に素材を集めないといけないからな～。シアっちも手伝ってね」

　非常に良い笑顔で語るリーリーに、俺は眩まぶしいものを感じる。対照的にクロードは──

「そうか。じゃあ、クロードは？」

「ふむ。【個人運営のダンジョン作成権】だな。期間は三ヶ月公開の物だ」

「クロードがダンジョンマスター？　なんか悪役っぽさしかないんだけど……」

　マギさんがジト目で見ているとクロードはふん、と鼻を鳴らして笑う。

「期間限定とは言え、ダンジョンを自由自在に操あやつれる。それすなわち、ダンジョンの特産品を自分で決められるってことだ。裁さい縫ほう系の素材の採取品やドロップなどを集中的に集めれば……」

「ああっ!?　クロード、ズルい！　バランスよく素材は配置してよ！」

　美形の顔を邪じや悪あくに歪ゆがめるクロード。それぞれ損得勘かん定じようで選んだが、リーリーが見た目相応の純真な笑みを振ふりまいてくれるために心が癒いやされる。

　俺たちは、リクエストを送り返し、俺はメイキングボックスの受け取りを確認した。

　そして、結果発表の大おお詰づめ。

【──これより幼獣とプレイヤーとの契けい約やくを行います】

　静かに始まる最後のイベント。

　幼獣との契約。そのアナウンスが契けい機きとなり、幼獣が次々と自身のもっとも信しん頼らいする人間と対たい峙じする。

　向かい合った者たちは皆みんな、すぐには言葉を発することはできなかった。契約に必要な手順も、言葉も何も聴きかされていないのだから、だが、そもそもそんな手順など不要で、自動で状じよう況きようは動いていく。

　幼獣たちが次々に淡あわい光を発していく。契約の時が来たようだ。

「……リゥイ？　ザクロ？」

　何とか呟つぶやいた声は、光の中にいる幼獣へと向けたもの。白い光に包まれるリゥイと赤黒い光に包まれるザクロ。ほかにも水色に包まれるリクールや黒と白の蠕ぜん動どうするマーブルカラーに包まれるクツシタ。朱しゆ色いろに金の混じるネシアスなど。至る所で様々な光が確認された。

　それが三十秒ほど経たち、収まった光の中には、リゥイたちが居た。その姿には、若じやつ干かんの差があった。

「……リゥイの角が長くなったし、ザクロの尻尾しつぽ二本に増えているよ」

　リゥイの額には、短い毛に埋うもれる程度だった角は螺ら旋せん状に伸のび、ザクロは、真っ黒なふさふさの尻尾が二本揺ゆらめいている。

　リゥイは、幻げん獣じゆうとして名高いユニコーンだと分かっていたが、ザクロの方は、尻尾の多い妖よう狐こではなかろうか。

　ほか、周囲に視線を巡めぐらせれば、抱だき抱かかえられるほどだったリクールとクツシタには、殆ほとんど外見的な差はない。逆に、ネシアスに至っては、あの懐なつかしい毛玉姿はどこにもなく、美しい尻尾を持つ朱色の鳥へと変へん貌ぼうを遂とげた。

「固体によってビフォーアフターで変化が激しい」

　なんというか、実にレアっぽさが滲にじみ出ている。

「ああっ……あの、可愛かったリクールの……」

「どうしました。マギさん!?」

「犬歯と爪つめが伸びた！　なんか、可愛さとかっこ良さが両立してる！」

　抱き抱えられたリクールは、こちらに向かって、はっはっはっ、と舌を出しているが、確かにその口の中には、少し他より大きい犬歯が生えている。

　皆が見つめる中、一度短い遠とお吠ぼえを響ひびかせたリクールの身は、淡い光の粒つぶに崩くずれ、マギさんの手の中には、水色の石がすっぽりと嵌はまっていた。

「おろっ？　これで契約完かん了りよう？」

「じゃあ、次は、俺の番か。汝なんじの名は、クツシタ。我が眷けん属ぞくとなり、我を支えよ」

　わしわしわしと器用に後ろ足で首の後ろを掻かくクツシタ。クロードの妙みように恥はずかしい台詞せりふは空から振ぶりに終わり、俺は半目で見み詰つめ。リーリーは苦笑。マギさんは、口を押さえて、笑いを堪こらえていた。

「ふぅ～。来い。クツシタ」

　自分の体を舐なめて毛け繕づくろいしていたクツシタは、クロードに呼ばれ、小さい体たい躯くからは想像もできない跳ちよう躍やくでクロードへと飛びつき、黒白の石へと姿を変える。

「これで契約完了だな」

「でも、クロード。なに、あの痛い台詞。私を笑い死にさせる気？」

　マギさんに指し摘てきされて、苦々しげに顔を歪めるが、反論など一切せずに黙だまっているクロード。自分自身の行動に恥ずかしい自覚があるようだ。

　その間に、リーリーは──

「僕たちも契約する？　シアっち」

　美しい鳥になったネシアスは、特にアクションを起こすこともなく、すっとその姿を消し、暖かな橙だいだい色いろの石に変わる。

「て、ことは──俺たちか。まぁ、これからもよろしくしてくれるか？」

　俺は、膝ひざを折り曲げて、目の前の二匹ひきがこちらに来やすいように手招きする。リゥイは、こちらの顔を無ぶ遠えん慮りよに舐めてくる。ザクロも腕うでを駆かけ上がり、反対の頬ほおを小さく突つき出した舌でちろちろと舐めてくる。

「うっぱっ!?　ちょ、待てっていきなりは、くすぐったい！」

「……ユンくんが、ナメナメされているのか。おっと、その気がないのに興奮してくるな。鼻血出そう」

「むむっ!?　新しい防具のインスピレーションが！」

「いいな～。シアっちは嘴くちばしで指を甘あま噛がみするだけだし、僕も混ぜて」

　いや、助けろよ！　と思うが、この状況も長くは続かなかった。あっ、と短い声が漏もれるほどの時間に二匹は粒りゆう子しに変わり、手には二つの、新雪のような白い石と、黒を基調とした真紅の筋が入った石が収められていた。

「無事、完かん了りようしたね。ユンくん」

「ええ、そうですね」

「皆みんながどんなＭＯＢを仲間にしたのか、知りたいな」

「じゃあ、僕のシアっちは、──不死鳥フエニツクス。完全に伝説の幻げん想そう生物の名前だね。まぁ今は幼よう獣じゆうだから大だい丈じよう夫ぶだよね」

　リーリー。今は、そんな現実逃とう避ひしても意味ないぞ。将来的に、猛もう威いを振るうだろう存在なのだから。

「不死鳥か。蘇そ生せいアイテムの代わりになるんなら、誰だれもが欲しがるだろう」

「どどどっ、どうしよう！　シアっち使い潰つぶされちゃう」

　クロードの言葉に動どう揺ようするリーリー。俺の心配は、リーリーが悪い人間にほいほい付いて行って使い潰されないかだ。

「安心しろ。その時は、俺たちが体を張ってお前らを守ってやる」

「そうだよ。私も困った時は助けるよ」

「まぁ、そういうことだ。今は喜んでおけよ」

　クロード、マギさんと次いで、俺もリーリーにそう言葉を掛かける。

「さぁ、これから起こるだろう心配を口にするより、個々人のパートナーの種族を発表しようか。じゃあ次は、クロードで、その次にユンくん」

「分かった。名は──幸運猫ラツク・キヤツトという種類らしいな。運を左右する魔ま獣じゆうのようだ」

「幸運と不運を運ぶ猫……まさに補助型の幼獣みたいだな」

「ふふふっ面白いな。黒くろ猫ねこは、場所によっては、飼い主に幸運を運ぶ存在。つまりは、他人の運を奪うばい取り、持ち主に運を運ぶ存在か。癖くせは強いが面白い。俺好みだ」

　不敵な笑みを浮うかべるクロードにちょっと引きつつも、マギさんが次を促うながす。

「次は、ユンくんだね。どう？」

「どうって言われても、リゥイは見た目どおりの一角獣ユニコーンですよ。ザクロは……」

　そして、もう一体のパートナーは──

「──空くう天てん狐こ」

　一角獣と妖狐はどちらも、ファンタジーやゲームでもどちらかと言うとメインを張るようなキャラではなく一歩引いた補助・万能系が多い記き憶おくがある。

「うーん。二匹とも大器晩成型かな？　まぁ、二匹ともまだ幼獣だし、これからだよ」

「そう言うマギさんは、どうなんですか？」

「えっ、私の場合は──」

　ぶふっと噴ふき出した。何をそんなに驚おどろくことがある。あー、と額に手を当てて、空を仰あおいでいる。

「うんん。魔氷狼フエンリルっていう幻獣だ。神話やゲームでお馴な染じみの名前だよ」

「鍛きたえれば、一番強くなりそうですね」

「その内、巨きよ大だい化して怪かい獣じゆう大決戦でもやるのか？」

「「「…………」」」

　リーリーの呟きに俺たち三人は、何も反応を示すことができない。

　そうだ。これは、幼獣とはいえモンスターだ。その内、どこかのフィールドで発見されるだろう。その時、プレイヤーの前に立ちはだかるフェンリルは、どれほどの強さに成長しているのか。

　そういう意味では、このイベントで契約できたモンスターたちは、かなりの潜せん在ざい能力を持った種類でありながら、条件さえ満たせば比ひ較かく的てき簡単に契約できたのだと思う。

　その反面、幼獣という制限された肉体は、運営が常にバランスを考えていることが窺うかがえる。

「……そういう恐おそろしいことは考えないでおこう。私たちは、生産職なんだから」

「そうだな。遠くない未来、素材集めをする苦労人たちの冥めい福ふくを祈いのるとしよう」

「いや、まだ死んでないし。そもそも、出現するかも不明だから」

　なぜか、胸の前で十字を切るクロードにナチュラルな突っ込こみを入れてしまう。

　まぁ、出現したドロップのレアアイテムから何かを作ろうと考えた場合、討とう伐ばつをこちらが依い頼らいするかもしれない。そういった意味では、未来の苦労人である。

　それにしても、このセーフティーエリアには、あと数匹の幼獣が居るが、ちゃんと契約できたのはその中の半数。残りは、名残なごり惜おしげにしながらも森の中へと帰っていった。

　消えていく幼獣の後ろ姿に向かってかけられた、悲ひ愴そう感漂ただよう呼び声が怖こわかった。悲しい別れだったが、どうやら最低限の救済措そ置ちとして、幼獣の一部は入手しているようだ。呆ぼう然ぜんとしながらもその手にある角やら毛を一ひと頻しきり眺ながめてインベントリに収める者たちがいた。

　まぁ、記念品として、持ち歩くのも良いだろう。

「関わった全員が契約できる訳じゃないんだね」

「まぁ、飛び込みでセーフティーエリアに来た幼獣ですし」

　マギさんの呟きに、なんとなくそう返して俺は、哀あい愁しゆうの籠こもる背中を見つめ、俺は、運が良かった部類の人間だな。と思う。





【──全てのイベント過程が終しゆう了りようしました。これより十分後に、通常サーバーに転送されます。今回のイベントで使われた様々な機能は消失し、通常の仕様に戻もどされます。──繰くり返します】






　最後のアナウンスだろうか。入賞と聞くと、最後に入賞者が集まって、わぁっと騒さわいで終了といった感じだが、流石さすがにゲームでそこまで派手にはしないだろう。個人への結果告知とアイテムの贈ぞう呈ていという結構あっさりとした終わり方だ。

　後日、ひっそりと情報が出回ったりする程度なのかもしれない。

「うーん。終わったけど、なんか現実だと数時間しか経たってない。って言われると今いま更さらながらに疑問だよね」

「目を覚ましたら、逆に一ヶ月経ってたりして」

　マギさんとリーリーの会話。まぁ、時間を短縮できるのなら、引き延ばすことも可能だろう。そう考えると、ゲームやって浦うら島しま太た郎ろうなんて洒落しやれにもならない。

「それじゃあ、そろそろ時間だね。じゃあ、向こうに行ってもよろしくね」

「マギ。今更いうことでもないだろ。だが、楽しめたな」

「うんうん。夏も終わるけど、度たび々たび集まる？」

「それも良いかもな。この後は各自解散。ってことでまたよろしく」

　そう互たがいに挨あい拶さつをし終わると同時に、イベント開始時の転送と同じ感覚を感じ取る。




　　　　●




　イベント終了後の【アトリエール】には、小さな変化が生まれた。

「サンドイッチ三つと各種ポーションは購こう入にゆう制限上限まで」

「俺は、ユンちゃんの愛情サンドイッチ五つと各種ポーション同じく」

「お前……本人目の前にドン引きされているぞ。そして、右に同じものを」

　あのイベントで知り合った【ヤオヨロズ】のミカヅチを始め、少しだがお客さんとなるプレイヤーがこの店にも来るようになった。

　そうしたプレイヤーの相手は、ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのキョウコさんに任せて俺は、店の一角に幼獣たちと一いつ緒しよに座っているだけなのだが。所謂いわゆる、客寄せパンダ状態だ。

「じゃあ、また来るね。ユンちゃん」

「お買い上げありがとうございました。それからユンちゃん呼ぶな！」

　出口で後ろ手を振ふりながら出ていくプレイヤーにそう声を上げるが聞こえた様子もなくそっと溜ため息いきを吐はき出す。

「ユンさん、お疲つかれですか？」

「どうなんだろうな。まぁ、別の意味での気分転てん換かんはしたいかな？」

「なら、素材採取お願いします。買い足しでは、足りない素材が幾いくつもあるので」

「分かった。それじゃあ、お店のために一ひと頑がん張ばりしますか。行くよ。リゥイ、ザクロ」

　今まで一緒に座っていた二匹も機き敏びんに立ち上がり、こちらを見上げる。

　その様子に満足げに頷うなずき、俺も弓を肩かたに掛ける。

「さぁ、軽く、ゆるく狩かりでもしようか」

　二匹の返事を聞きながら、【アトリエール】を出て、適正レベルの敵を探し、素材を集める。まったり、自分たちのペースでこの世界で過ごしていく。




　　　　●






─ステータス─

ＮＡＭＥ：ユン

武器：黒くろ乙女おとめの長弓

副武器：マギさんの包丁

防具：ＣＳクロードシリーズ[image: ナンバー]６オーカー・クリエイター（外着、内着、胴どう体たい、腰よう部ぶ）




アクセサリー装備限界容量　２／10

・無骨な鉄のリング（１）

・身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪（１）




　所持ＳＰセンスポイント22

【弓Ｌｖ28】【鷹たかの目Ｌｖ38】【速度上じよう昇しようＬｖ22】【発見Ｌｖ24】【魔ま法ほう才能Ｌｖ42】

【魔ま力りよくＬｖ43】【付加術Ｌｖ16】【調薬Ｌｖ20】【調教Ｌｖ２】【料理Ｌｖ20】

　控ひかえ

【錬金Ｌｖ29】【合成Ｌｖ26】【地属性才能Ｌｖ13】【細工Ｌｖ29】【泳ぎＬｖ13】

【生産の心得Ｌｖ30】




　イベント入手アクセサリー

・死兵の腕うで輪わ×１

・各種状態異常誘ゆう発はつアクセサリー（毒、麻ま痺ひ、眠ねむり、呪のろい、魅み了りよう、混乱、気絶、怒いかり）八個セット×１

・ネタアクセサリー×12

・呪われたアクセサリー×10











　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座ざ長ちようです。




　この本を手に取って頂いた方、出版でお世話になった担当編集のＨさん、副担当編集のＡさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様。また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。




　１巻を多くの方に手にとっていただいたことで、２巻も出すことが出来ました。ライトノベル作家としての小さな一歩ですが、ちゃんと踏ふみ出せました。ここに改めて感謝の言葉を。本当にありがとうございます。

　一つ私の心境を書くと、まだ実感が伴ともなっていません。小説を書き、担当編集者さんと原げん稿こうを何度も修正して完成させる。その準備段階から慌あわただしくも充じゆう実じつした日々。そして、出版準備が終わり、作品が完全に手から離はなれたら、頭の中が真っ白になる感覚。まるで中間テスト終わりの学生のようなふわふわとしたもので、書店で自身の作品を見てもどこか他ひ人と事ごとのような気分でした。これが何い時つか自分の作品だという実感が持てる日が来るようにこれからも頑がん張ばっていこうと思います。




　少し堅かた苦くるしい話になったので、アロハ座長の緩ゆるいエピソードでも語ろうかと思います。作中の主人公・ユンは、【料理】センスを持ち、２巻では、料理シーンの多くは割かつ愛あいさせていただきましたが、ウェブ版では、その腕うで前まえは発揮されております。そんな料理に関する描びよう写しやに力を注ぐ私は、食くいしん坊ぼうなようです。




　そのエピソードを名付けるなら【マグロの食べ比べ事件】とでも言いましょうか。

　父の友人は趣しゆ味みで魚さかな釣つりをしており、我が家は、釣り上げたばかりのマグロ（とは言っても市場に出る数百キロサイズではなく、数十センチのそれでいて立派なマグロ）をいただきました。実家は海のない場所なので、クーラーボックスに入れられた新しん鮮せんな海魚は貴重なものでした。母が出で刃ば包ぼう丁ちようで捌さばいて盛り付けられる刺さし身み。それをパクパクと食べる幼い兄と私。今考えると非常に贅ぜい沢たくな行こう為いだと思います。

　マグロは、美お味いしい。きっとその時、味を覚えたのでしょう。その後、マグロを美味しそうに食べた私たちのために、近所の鮮せん魚ぎよ専門のスーパーでマグロの刺身を買って来てくれ、それを食べた私は、とんでもないことを口走ったそうです。

　──これは、マグロじゃない！

　いや、マグロですよ。ただ、鮮せん度どの良いマグロとスーパーの冷れい凍とうマグロの違ちがいについて子どもの口から出る言葉じゃない！　そうして味覚を刺し激げきされて育った私は、美味しい物を食べさせてくれた親に感謝すると共に、思い出したように家族の笑いのネタにされています。作中で、ユンと戦いを繰くり広ひろげたマグロもきっと美味しいのでしょう。そんなマグロに並々ならぬ熱意を子どもの頃ころより宿した私は、料理マンガや料理ノベルなどではなく、何な故ぜかＶＲＭＭＯ物を書いてます。何故でしょうか？　私も分かりません。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後にこの本を手に取ってくれた読者の皆みな様さまに、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に出会える日を楽しみにしております。





二〇一四年　五月　アロハ座長






























Only Sense Online ２
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アロハ座ざ長ちよう
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